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◇彼を諦めた日




　一年一ヵ月ぶりに会った響きょう一いちさんは、私が胸に抱く赤ちゃんを見て目を見開いた。

　広い空港内。感動の再会がちらほら見受けられる中、響一さんと私の間にある空気だけが異色だった。

　間違っても〝会いたかった〟なんて、〝好き〟なんて言葉がこぼれないよう、心を何重にもロックして鈍感にしておかないと。今朝、やっとそう決意して、実際そうしたつもりだった。

　なのに、響一さんの顔を見た途端に、厳重に固めた感情が愛しさで膨らみ、溢れそうになる。

　彼の端正な顔に驚きや疑惑、複雑な感情が広がっていくのをただ眺めるしかできない自分が歯がゆい。

　二年間……遠距離だったこの一年一ヵ月を足せば三年もの間付き合ってきたのに、響一さんのこんな顔を見るのは初めてだった。

　なんとか微笑みを作った響一さんが「驚いた……」と呟くように言ってから、一歩近づく。

　今までだったら、たまにおかしくなって笑い出してしまうほど身体のどこかしらがくっついていたのに、今は私との距離を測りかねているみたいだった。

　それは、久しぶりの再会だからではなく、私が抱くこの子が原因だろう。

「その子は、千ち紗さの子だよね？」

　慎重に確認する響一さんにうなずく。

　嘘をつくつもりはなかった。

「はい。私の子です」

　すぐに「俺の子、だよね？」と聞かれ、心臓がドクッと大きく鳴る。

　さっきまで驚きでいっぱいだった響一さんの顔は、今は喜びが勝っているようだった。

　自分の子どもだとほとんど確信している様子の響一さんを見ていられなくなって、目を伏せる。

　彼がショックを受ける顔なんて、とてもじゃないけれど直視できなかった。

「ごめんなさい」

　震える声で、でもしっかりと言う。

　空港内はそれなりに騒がしいのに響一さんの息をのむ微かな音が聞こえ、胸がキリキリと締め付けられる。感情のままうっかり余計なことを言わないよう、唇を引き結んだ。

　響一さんは少し間を空けたあと、また一歩距離を詰める。

　床を見つめていた視界に入り込んできた革靴に……近づいた響一さんの気配に、切なさで胸が砕けそうになる。

「父親は俺じゃないってこと？」

　響一さんの冷静で淡々とした声のトーンから、今、観察するように私の様子を見ているのだとわかった。

　私のつく嘘を見逃さないよう、あの綺麗な形の目が私に向いているのだと思うだけで緊張で声が喉に張り付く。

　ひとつ呼吸をして、下を向いたままギリッと歯を食いしばってから口を開いた。

「……ごめんなさい」

「それは、なにに対しての謝罪だととればいい？　まさか、俺を裏切ったことへの謝罪？」

「ごめんなさい」

　壊れたみたいに〝ごめんなさい〟だけを繰り返す私に、響一さんはしばらく黙った。

　きっと、私の謝罪を肯定ととったからだろう。

　搭乗アナウンスの声が放送される中、ふたりの間に長い長い沈黙が落ちる。

　油断したら涙が流れるのがわかっているので、大きくうねる感情の波に決心が揺れないよう必死に耐えていた。

　私ができることは、ただひとつ、謝るだけだ。

　謝って、響一さんに諦めてもらうだけ。

　離れていた一年一ヵ月の間で、もがきながらも自分で決めたことだった。

　この行為が彼にとってひどい裏切りに映るのはわかっているので、顔が上げられない。

「一年一ヵ月前、俺が出国するとき、千紗は〝頑張って待ってる〟って言ったけど、あれは？」

　静かな声で問われ、胸が揺り動かされる。

　たしかに私が言った言葉だ。

　でも……。

「そのつもりだったけど、無理だったんです。だから……本当にごめんなさい」

　できる限り頭を下げる。

　そんな私に、響一さんは手を伸ばし、優しく頬に触れた。

「千紗。顔を上げてほしい」

　温かい手に誘われるようにゆっくりと顔を上げると、目を細めた響一さんと視線がぶつかる。

　見上げる首の角度が懐かしくて、泣かないと覚悟してきたのに、そんなところに心を揺さぶられる。

「電話でもメッセージでも子どものことをひとことも言わなかったのは、俺には関係ないからってとればいいのかな。こんなサプライズ、想像もしていなかったから……驚いたよ」

　つらそうにしながらも微笑んでくれる響一さんに、グッと奥歯を噛む。

　泣くな、泣くな、と心の中で念じる。

「俺がいなかった間になにがあったのか詳しく聞きたいところだし、説明するのが千紗の義務だとも思うけど……今は俺も感情的になってるし、こんな小さな子の前でする話じゃないからやめておく」

〝感情的になってる〟という言葉に堪らない気持ちになる。

　仕事を終えてせっかく帰国したのに、約一年ぶりに会った恋人が別の男性との間にできた赤ちゃんを抱いている。

　少なくとも響一さんにはそう映っているのだから、ひどい裏切りを受けたと感じているはずだ。

　それなのに、感情全部抑え込んで声ひとつ荒げない響一さんに、ついに我慢できずにじわじわと目の奥が熱を持った。

　いつだって穏やかな彼が、心の中では今どれだけ冷静さを失っているかを考えると鋭い痛みが胸を刺した。

「とりあえず……今、幸せなんだな？」と問われ、しっかりとうなずく。

「……はい。この子がいるから」

　はっきりと答えた私に、響一さんは少しだけ安心したような顔をする。

　この期ごに及んで私の心配なんてする響一さんの優しさに、胸を締め付けられながら口を開いた。

「あの、全部私が悪いんです。響一さんはなにも悪くない。それだけは絶対だから……勝手なこと言うようですけど、幸せになってください。私のことは、恨んで責めて、忘れてください」

　必死に見上げて言うと、響一さんはやや驚いた顔をしたあと、ふっと頬を緩めた。

「〝恨む〟か。そうさせてもらうよ。千紗の嫌いな幽霊が出るように有名な霊媒師にでも頼んでおく」

「えっ」

　幽霊なんて単語を出されビクッと肩が揺れる。

　思わぬ返しをされ声をもらした私に、響一さんはおかしそうに笑う。

　再会してから初めての、しっかりとした笑顔だった。

「冗談に決まってるだろ。そこまで子どもじみてないよ。……母親になったっていうのに、怖がりなままなんだな」

　懐かしむような眼差しを向けられ、目を見開く。

　まるでまだ愛情がこもって見える瞳に耐えきれなくなり、子どもを抱き直す振りをしてうつむいた。

「じゃあ……行くよ。千紗。身体には十分気をつけて」

　別れの言葉に、瞬間的に心臓が押しつぶされそうになる。

　響一さんは態度には出さないだけで、やっぱり落胆しているんだろうか。幻滅されただろうか。

　そんな、感じても仕方のない不安に襲われ視界が揺れる。

　それでも、腕の中で眠るこの子の体温が、私の背中を支えてくれていた。

「はい。響一さんも」

　顔を上げた私に微笑みを返した響一さんが、背中を向け離れていく。

　付き合っているとき、何度も見送ったうしろ姿。

　離れている間も、諦めきれずあがき続けたほど好きな人。

　この背中を見つめるのは、きっとこれが最後だ。

　それがわかっているから、いつまでも目が逸らせなかった。




　私、水みず野の千紗と国くに峰みね響一さんの出会いはふたりの職場、大手建築コンサルタントである『国峰プロダクツ』の本社でだった。

　響一さんは、日本だけでなく海外にも支社を持つ国峰グループ創始者のご令れい孫そんで、つまりは御曹司という立場になる。

　現在は副社長という肩書だけど、いずれ社長に就任するのが約束されているような、絵にかいたようなエリート。

　一方の私は、ただの一社員。年齢だって、当時、響一さんが二十八歳、私が二十歳と離れていて接点なんて同じ会社という以外はなにもない。

　だから、本来であれば関わるはずもなかったのだけれど。




　――三年前。

『海外支社から国峰専務が戻ってくるんだって。ほら、今の副社長、体調がいまいちみたいで最近ずっと入院してたから、そのポジションに国峰専務が入るみたい。国峰専務っていったら御曹司の上、顔よしスタイルよしの抱かれたい男ぶっちぎりのナンバーワンだし、これは社内が騒がしくなるよね』

　私が籍を置いている総務部の仕事内容は、備品の管理、発注といったオフィス管理や、社内規定の更新など雑務が多い。毎年催される社内イベントの運営もうちの管轄だ。

　そんな総務部に配属されて二年が経とうとしていた三月半ば。

　お正月早々に私生活で気持ちが沈む出来事があり、重たく暗い感情を未だ引きずったままだった私に、先輩の宮みや前まえさんが興奮気味に教えてくれたのは、来月、四月から副社長に就任する国峰専務の情報だった。

　うちの会社は社内恋愛が禁止されていないので、たしかにそれだけハイスペックな国峰専務がくれば女性社員は色めき立つかもしれない。

　……けれど。

『でも、ゆくゆくは会社の後継者になる〝副社長〟をそんな軽率に狙う女性社員はさすがにいなそうですよね』

　いくらなんでも、相手がビッグすぎる。もはや雲の上の存在に近い。

　他会社からヘッドハンティングされた男性が営業部にエースとして投入される、くらいならまだ身近にも感じるけれど、副社長はさすがにちょっと……と思いながら首を傾げた私に、宮前さんが苦笑いを浮かべて同意する。

『まぁね。創始者のご令孫だし、普通の感覚を持っていたらまず、よし狙おう！とはならないからちょっと騒ぐくらいで落ち着くと思うよ。でも、自分の評価を異常に高く見積もってる勘違い系もちらほらいるじゃない？　そのひとたちはチャンスとばかりにガンガン行くだろうけどね』

『あー……なるほど』

　頭に浮かぶ数人の女性社員は、ほかの社員ほぼ全員が問題児として把握しているといっても過言ではない。

　きっと宮前さんも同じ人物を思い浮かべているんだろうと思いながら、新規メールが届いていないことをチェックして、パソコンをシャットダウンした。

　真っ暗になった画面に映る自分に顔をしかめたくなるのは、両親に似ているからだ。

　パッチリとした二重の目は父親に、控えめな鼻と薄い唇、そして柔らかいストレートの髪は母親に似た。

　両親からもらったこの容姿に不満を持ったことはないけれど、家族がばらばらになった今は鏡を見るのが少しつらい。

　気を取り直すようにノートパソコンをパタンと閉じると、鎖骨あたりまで伸びた黒髪が揺れた。

『でも、私たちは副社長と仕事上関わることってないですから、巻き込まれずに済みそうでよかったです』

『そうねー。たしか、国峰専務が副社長に就任したら、秘書は梶かじさんがつくのよね。ベテラン男性秘書の』

『あ、そうなんですね。下手に女性秘書がつくと妬む社員もいそうですもんね』

『ね。そこは秘書課も考えたってことでしょ』

　宮前さんとそんな会話をした数日後。

　総務部の長である神かん田だ部長からの指示に、私も、自分のデスクで聞き耳を立てていた宮前さんも、絶句した。

『……え。あの、国峰専務の秘書は、梶さんがされるんですよね？』

『ああ。それは四月一日からというスケジュールで動いている。でも、国峰専務の帰国が早まってどうにも間に合いそうもない。梶くんには今抱えている仕事の引継ぎを急いでもらっているから、三月最終週にはって話だ』

『それで……どうして私が？』

『秘書課のメンバーはそれぞれ担当があるし、梶くんが急ぎで引継ぎをしていることもあり誰も出せないらしい。そこで、総務部内からとなったんだが……秘書検定を持っている社員が水野さんしかいないんだ』

　秘書検定は、たしかに持ってはいる。

　でもそれは高校の頃、就職に有利かと思いなんとなくとった三級で、どう考えても盾にできるような資格ではない。

　けれど、それは部長も重々承知のようで、その上でどうしてもほかに充てられる社員がいないから私に頼んできているのが見て取れた。

　そうなれば、一社員の私に拒否権なんてない。

『まぁ、たかだか二週間ほどだ。国峰専務は気難しい人ではないし、専務の仕事が本格的に始動するのも四月からだから、水野さんが任せられる仕事は社内案内や雑務、副社長就任に向けた部屋作りがせいぜいだ。あとは専務の希望に沿えばいい。気軽に頼む』

　そう、簡単に笑う部長の一声で、どう考えても気軽に臨めるわけがない仕事を突如ポンッと任せられたのだった。




『本日から二週間、仕事のお手伝いをさせていただく水野といいます。秘書経験がないので力不足な部分もあるかと思いますが、精いっぱい頑張りますのでよろしくお願いいたします』

『こちらこそよろしく。事情は神田部長から聞いてるから、気負わなくていいよ。日本恋しさに勝手に帰国を早めたのは俺だしね』

　当然、かなり強張った笑顔しか浮かべられない状態で秘書初日を迎えたのだけれど、部長から言われていた通り、国峰専務は気難しい人ではなく、むしろコミュニケーション能力がとても高い方だったので、緊張は少しだけ解けた。

　本社の前で待っていた私に対して、柔らかい笑顔を向けてくれる国峰専務。それにとりあえずホッとしながら『こちらです』と歩き始める。

　まず、一番の仕事は副社長室への案内だ。当然ながら私だって行くのは初めてだった。

『二年ぶりの帰国でしたよね。社内も少し変わった部分はあるかと思いますので、気になったりわからない点がありましたら聞いてください。この二年間で営業二部が三階から四階にフロアが移動している以外で大きな部署の移動はありません。部署の配置図は必要でしたら用意しますのでおっしゃってください』

『ありがとう』

　初めて会う国峰専務は噂通りの美形で、その容姿は気を引き締めていないと見惚れてしまうほどだった。

　二重の目にスッと通った鼻筋、形のいい唇。スッキリとした顎から耳にかけてのラインがとても綺麗で色っぽい。

　左眉の上で分けられた黒髪は、自然な感じで流していて清潔感がある。

　身長が高くスリーピースに包んだ身体はスラッとして見えるけれど、肩や胸はそれなりに厚みがあり、宮前さんが言った〝抱かれたい男ナンバーワン〟の称号が頭をよぎった。

　そんな称号は、顔立ちやスタイルがいいのはもちろん、雰囲気のせいもあるんだろう。国峰専務の周りにはしっとりとした大人っぽい空気が漂っている。

〝雰囲気がある人〟というのは、国峰専務のような人を言うのだろうなぁとひとり納得しながら、エレベーターに乗り込み〝１８〟の数字を押した。

　私も、普段だったらうっとりと見惚れていたのかもしれないけれど、相変わらず気持ちは沈んだままだったので、こんな素敵な人が隣にいても鼓動はピクリとも跳ね上がらなかった。

　こだわっていても仕方ない問題だと思うのに、なかなか切り替えられない自分が嫌だった。

　でも仕事にはそんな私情は関係ない。とりあえず、粗相のないようこなさないと、と頭の中はそればかりだ。

『現副社長の荷物はもう別室に移してあるので、国峰専務が到着次第、副社長室は専務の好きに使ってかまわないという話です。専務が海外支社から送った荷物が届いているので、今日はその整理をする予定でいますが、もしほかに優先したいことがあるようでしたら――』

　そんな話をしている途中で、エレベーターが止まる。

　階数表示板は〝４〟。

　誰かが止めたのはいいとしても……次期副社長って、社員と乗り合わせてもいいものなんだろうか。それとも私が〝専務が乗ってますので〟と断るべき？

　秘書検定三級の私には難しい問題だった。どうするのが正解だろうと考えているうちにエレベーターの扉が開く。

　そして、視界に映った人物に、心の中で〝うわ〟と声をもらした。

　姿を現したのは営業二部の女性社員、山やま口ぐちさんで、宮前さんと話していた〝問題児〟の筆頭だ。

　胸まで伸ばした茶色い髪をくるくると巻いたヘアスタイルの山口さんは、国峰専務を見るなり目を見開き、それから満面の笑顔になった。

『えー、国峰専務ですよね？　本社にいらっしゃるとは聞いてたけど、もう帰国されてたんですね。お会いできて嬉しいですー。私、すっごい楽しみにしてたんですよ。ほかの女性社員とも最近は専務の話で持ち切りで……あ、専務って社内の〝抱かれたい男ナンバーワン〟だって知ってます？』

　一気にまくし立てた山口さんが、うふふ、と笑う。

　一方の専務は、あまりの馴れ馴れしい態度にか、呆気にとられた顔で、それでもなんとか笑顔を浮かべていた。

『あの、まだ帰国して間もないですよね。私、これでも営業なんで、この辺のこと詳しいんです。おいしいランチのお店もたくさん知ってますし、ご都合のいい日にご一緒しませんか？』

　笑顔で誘う山口さんを呆然とただ眺めていたのだけれど、専務が返答に困っていることに気づいてハッとした。傍観している場合じゃない。

　秘書がどこまでしゃしゃり出ていいのかはわからないとはいえ、たぶん、専務にもその気はないのだろうというのが見て取れたので、間に割って入らせてもらう。

『申し訳ないのですが、今、専務は仕事中ですので、私的な用事は業務時間後にお願いします』

　今が業務時間内なのは事実だし、こう言われたら普通だったら引き下がる。でも、山口さんは気に入らなそうに私を見た。

　完全に私を下に見ている顔だった。

『私は専務に話しているだけで、あなたには話しかけてないんですけど。偉そうな態度で会話に入ってこないでくれます？　空気の読み方とか知らないんですか？』

『先ほど言った〝業務時間〟は山口さんにも当てはまりますよね。遠回しな言い方で伝わらなかったならすみません。今は休憩時間ではないので、そういった誘いは困るんです。専務はスケジュールを組んで動いていますので、仕事に差し支えます』

　淡々と事務的に対応した私に、山口さんはムッとした顔をしたあとで背中を向ける。

　エレベーターに乗ろうとしていたっぽいけれど、いいのだろうか……と少し思いつつも、乗り合わせたくはないので、これ幸いとばかりに素早く〝閉〟ボタンを押した。

　無事扉が閉まり切り、エレベーターが動き出したことにホッと胸を撫で下ろしていると、それまで黙っていた専務がふっと笑ったのが音でわかった。

『驚いた。大人しそうな顔して案外気が強いんだね』

『驚かせてしまってすみません。実はそうなんです。それでも、普段だったらもっと穏便に済ませているので……専務の秘書を任されたことで、少し気が張っているのかもしれません。嫌なところを見せてしまいましたよね。すみませんでした』

　半歩うしろに立っている専務を振り返ってペコッと頭を下げると、彼は微笑みを浮かべて首を横に振った。

『いや、どう対応すべきか悩んでいたから助かったよ。断るにしても相手が誰かもわからなかったし、なかなか強烈そうな子だったから。まさか初対面で〝抱かれたい男〟なんて話題が出てくるとも思わなかったしね』

　苦笑いで言う専務に、私も同じような顔になる。

　たしかに本人を前にしてのあの発言はインパクトが強かった。

『すみません。〝抱かれたい男〟なんて、不快ですよね』

　いくらナンバーワンとは言え、他人にそんな想像をされているなんていい気はしないだろうなと思い言ったけれど、専務は意外にもそれを否定した。

『不快ってわけではないから問題ないよ。ただ、そういうランキングが身近でもされていることには驚いたけどね』

『そうですよね。芸能人とか、別世界の存在だから許されることで、身近にいて実際に触れられる人をそこにランキングするのは生々しい……』

　そこまで言ったところで、ハッとして専務を振り返った。

『すみませんっ、国峰専務が身近な方だとか簡単に触れる相手だとか言いたかったわけじゃなくて、その……もちろん、専務も雲の上の存在だと思ってますし……』

　言い方が悪かったと思い勢いよく話しだした私を、専務は『ははっ』と笑いすぐに許してくれた。

『いいよ。気にしてないし、水野さんの言っている意味はよくわかるから』

　気を悪くしなくてよかったとホッとしていると、専務が『でも、ランキングなんて聞くと気になるな』と続けたので、うなずく。

『あまりいい気はしないですよね』

『いや、この会社に入社した時点で周りからいろいろ言われる立場だとは理解しているし、そこはどうでもいいかな。気になるのは、水野さんは誰に入れたんだろうって』

　私を覗き込むように腰を折った専務が『誰に入れたの？』と目を細める。

　注がれる色気にあてられ、目が泳いでいるのを自分でも感じながら口を開いた。

『あ、えっと、ランキングなんて言ってはいますが、実際に女性社員全員が投票したわけではなくて、一部の女性社員が熱を上げていると言いますか……なので、私も含め、半数以上の女性社員は不参加です』

『なんだ。残念。水野さんも俺に入れてくれたのかと思って嬉しかったのに』

　近距離から向けられる微笑みには、なにかを期待させるような感情がこもっている気がして、さすがの私の鼓動も浮かれた音を弾き出す。

　距離が近いのもリップサービスも、きっと海外慣れしているせいだろうけれど、こんな態度をそこら中でとっていたら問題の火種になるかもしれないと心配になった。

『あの、差し出がましいとは思いますが、相手を勘違いさせるような言動は控えていただいたほうがいいかもしれません。今はいろいろと問題になりやすいですし、私も、あまり距離が近いと驚いてしまうので』

　まぁ、そもそもランキングをつけている時点で問題なのだけど……と考えていると、専務がわからなそうな顔で『ん？』と聞く。

　意味がうまく伝わらなかったらしい。

　声が聞こえなかったわけではないだろうに、わざわざ腰を折って顔を近づける専務に、『あの、だから』と一歩後ずさった。

『専務はなにも意識していらっしゃらないのでしょうけど、私はこの距離感での会話は緊張しますし、国峰専務の発言にいちいちドキドキしていたら仕事でミスしそうで嫌なんです。フランクに接してくださるのは私も嬉しくは思いますが、ここは日本です。誰が相手でも、社内では周りに誤解されるような態度や距離感はお避けになられたほうがいいかと』

　目を伏せて一気に説明する。

　目上の方に意見するなんて失礼だとも思うものの、帰国したばかりの国峰専務はただでさえ注目の的なのだから、この先二週間こんな態度や距離感で接せられたら正直困る。

　それに、私の仕事にミスが出たら専務に迷惑をかけてしまう。

　なので、おこがましくも言わせてもらったのだけれど……国峰専務が黙るので、恐る恐る見上げた。

　気分を害してしまっただろうか。

　不安に思いながら上げた視線の先、嬉しそうに微笑む専務の顔があり、首を傾げたくなった。

『ドキドキしてくれたんだ』

『え……はい。距離が近かったので』

　とりあえず怒ってはいないようなので、ホッとして続ける。

『それより、私語はこのへんで終わりにしましょう。山口さんに示しがつかなくなります』

　キリッとした顔を意識して言ったと同時にエレベーターが十八階に到着する。

〝開〟ボタンを押している私を横目に見ながら専務がエレベーターを降りる。

　その口元は楽しそうに上がっていて、さっきの話はきちんと伝わったのか不安になった。




　そんな初日から始まった秘書生活だけれど、国峰専務のおかげで仕事は順調に進んでいた。

『専務、このファイルは全部この棚ですよね？』

『ああ。でも、スペースが足りないようなら別の場所に分けようか』

『……いえ。まとまってあったほうが専務も仕事がしやすいでしょうし、どうにかします。少し考えたいので、ここは後回しでもいいですか？』

『もちろん』

　スムーズに運ぶこともあれば、慣れないせいで小さなミスもあった。

　なのに、『問題ないよ。大丈夫』となんでも笑顔で許してくれるところは、正直助かるものの、同時に、私にそこまで期待していないのかもしれないとも感じた。

　当初はたった二週間だしとにかく無難にこなせれば、という軽い気持ちの部分もあったけれど、専務に『いいよ。気にしないで』と言われるたびに逆にやる気がメラメラと燃え上がり、そのうちにかなり気合いを入れて当日の仕事に臨むようになっていた。

　そのやる気は当然専務にも伝わり、秘書を任せられて一週間が経った頃、その理由を聞かれた。

『国峰専務に〝気にしないでいいよ〟って言われるたびに甘やかされているみたいで、なんとなく嫌だったので、気を遣われないように張り切って仕事に臨んでたんですが……もしかして、なにか目障りだったでしょうか？』

　今日会社に届いた資料や専門書、足りていなかった備品を棚や引き出しに入れていく。専務がずっと愛飲しているというコーヒー豆だとか、パソコン周りのこだわりの小物もしっかりスペアまで手配したし、副社長室は今日の作業で無事完成しそうだ。

　私が整理するから座っていていいと話しても、専務は隣に立ち私の手元を眺めている。

　この一週間ずっとそんな感じなので、もう専務を座らせることは諦めて作業を進める。

　任せられたのが、副社長就任前で仕事が本格化しない時期で本当によかった。部屋の整理整頓などはできても、仕事のサポートなんて私には到底できそうもない。

　先日の山口さんへの対応だとかも、私ではどう考えても力不足だ。

　だから、せめてもと任せられた仕事は頑張っていたのだけれど、これ見よがしな態度だっただろうか……と不安になって聞いた私に、専務は『いや』と苦笑した。

『別に甘やかしているつもりはなかったよ。水野さんは仕事も丁寧だし、ミスって言っても小さなものでわざわざ注意することでもなかったからそうしただけだったけど、それが不快だったならごめん』

『いえ、不快なんてことは全然……その、もともとの性格のせいなので。割と負けず嫌いなんです。勉強とか試験とかはそのおかげで助かった部分もあるんですけど』

『ああ、わかるよ。俺も結構そのタイプだから』

『え』と思わず手を止めた私を、専務が『そんなに意外だった？』と聞くから、うなずく。

『はい。いつもにこにこしていらっしゃるので……穏やかな方なんだなって思っていました』

　一週間接していても、専務は〝穏やか〟という言葉そのままの性格をしているように思えた。

　ちょっとやそっとのことでは怒らないし、感情の揺れ幅も少ない。完全な大人だ。

　だから負けず嫌いなんて意外で見ていると、専務は苦笑いを浮かべた。

『内面は案外熱いんだよ。欲しいものは必ずとりにいくし、譲れないものは絶対に譲らない。だから、熱いっていうよりは頑固っていったほうが正しい気もする』

　そういえば私も頑固だな、と思っている私の手から専門書をとった専務が棚に収める。

　この棚の一角は日本家屋についての専門書で埋まりそうだ。

　国峰プロダクツはホテルや商業ビルなどの建築物がメインだけど、最近は海外からの顧客も多くて和テイストを取り入れてほしいという要望が増えているという話は社内での噂で聞いている。

　海外からもそういったニーズは多いらしく、海外支社では本腰を入れているらしい。

　その勉強を専務もしているのかと驚いた。

『まぁ、大人になってからはそこまで欲しいと思うものも少なくなったし、多少頑固な部分も減った気はしているけどね』

『そうなんですね。私は、頑固な部分って大人になってからのほうが根を張ってしまっている気がします。変に意固地になるというか……そういう自分自身が嫌になって疲れるというか』

　そう、疲れる。

　今年のお正月、両親からそれぞれ送られてきた年賀状。私が就職してひとり暮らしを始めたと同時に離婚した両親は、今はそれぞれ家庭を持っていて、年賀状にはそれぞれの新しい家族と笑顔で写る両親の写真が印刷されていた。

　私だってもう年齢的にも生活的にも独立している。家族にこだわっているわけではないし、両親に幸せになってほしいという思いもある。

　それでも、幸せそうな顔の両親と私の知らない家族の人を見たら、私だけがひとりにされたような孤独感を抱き、同時に、ただ〝よかったね〟と喜べない自分の心の小ささに嫌悪を感じた。

　両親との写真は私も持っている。でも、こんなにも心の底から笑う両親を見るのは初めてだったし、私にはもう帰る場所はないんだと思うと、どうしようもない寂しさと不安に襲われた。

　ただの年賀状だ。

　でも、私には絶縁状に思えた。

　事情があって、小さい頃から父と母、両家の親族との交流はなく、両親以外で私が連絡をとれる相手は父方の祖母ひとり。それも、電話や手紙がほとんどで会ったことは一度もない。

　そんな中、両親から手を離され……急にひどい孤独感に襲われた。

　そういったネガティブなものが混ざった混沌とした重たい感情がお正月からずっと心の底に留まったままで、未だに処理できていない。

　とりあえず、誰にも頼れなくなった以上、生きていくために職は絶対に失えないと思いただ必死に仕事をしている日々は、私をすり減らしていくようだった。

『割り切れることも増えたし昔よりは上手にできるようにもなったけど、本当に自分にとって大事なこととか感情に関しては、大人になってからのほうが対応が不器用になった気がします』

　とくに負の感情は、〝悲しい〟〝寂しい〟〝つらい〟とただ泣き叫べばよかった子どもの頃よりも発散場所に困り持て余している。

　資料集を胸に抱き締めながら言った私を、専務が『水野さん』と呼ぶ。

　隣を見ると、すぐに微笑みを浮かべた瞳と目が合った。

『水野さんの言っている意味、よくわかるよ。って、言いたいところだけど、実際はたぶん、なにもわかってないから、俺でよかったら話を聞くよ。出逢った日から思ってたけど、ずいぶんつらそうに見える』

『え……』

　びっくりした。

　だって、専務がそんなに私を見ていてくれたなんて思わなかったから。

　でも、まさか、自社の専務に人生相談なんてするわけにはいかないし、そうでなくても私は誰かに弱音を吐くのが苦手だ。

　ただでさえギクシャクしていた両親に煩わしい顔をされるのが嫌で、弱音や愚痴は言わないようにしていたら、いつの間にかそれが当たり前となり、誰にも言えなくなっていた。

　だから、二ヵ月半もひとりでどす黒い感情を抱え続けているんだとはわかっていても、もう性格となってしまったので今さらどうにかできるものでもない。

『お気遣いありがとうございます。でも、大丈夫です。それより、お喋りはこの辺にしましょう』

　暗に一線引いたのが伝わったのか、専務はやれやれとでも聞こえてきそうな困り顔で微笑んで『山口さんに示しがつかないから？』と冗談を言う。

『そうです』

　クスッと笑ってから、段ボールに入っている次のファイルを取り出したところで言われる。

『じゃあ、あと三十分経ったら一緒に外に出よう。おすすめの店があるから、そこでランチにして、話の続きはそこで聞くよ』

『いえ、私は社食で……』

『もうふたりで予約してあるから、急な変更は店にも迷惑になる。話したくないなら無理に聞き出すつもりもない。だから、せめて食事くらいは付き合ってよ』

　実は食事に誘われるのはこれが初めてではなく、そのときも今みたいに逃げ道を綺麗に塞がれていたことを思い出す。

　専務は案外こういうところがある。

　柔らかい笑顔とは対照的に強引で、その態度に、専務自身が言っていた〝頑固〟な性格を思い出し笑みがこぼれた。




　専務が連れて行ってくれたのは、意外にも女性社員の間で話題に挙がっていた創作料理のお店だった。

　私でも気軽に入れる雰囲気や価格設定のお店を専務が自らの趣向で選ぶとは思えない。専務がもっと静かな場所での食事を好むのは、今までの会話の中で知っていた。

　なのになぜ専務がこのお店を選んだかといえば……数日前の高級店でのランチが原因だろう。

　今日みたいに強引に連れ出されたとき、高級フレンチを前に私がガチガチに緊張して食事が喉を通らなかったから。あの日のことを気にしての今回のチョイスだと思えば、否応なく連れ出されたことに対する文句はさすがに出てこない。

　白を基調とした明るい店内。もちろん個室でもないので、専務は、店内を埋める女性客から視線を集めているというのに、気にもしていない様子だった。

　もっとも、注目されているのは男性だからという理由だけでないのは明白だけれど。

　オーダーしたワンプレートのメニューをほとんど食べ終わったところで私から口を開いた。

『話を聞くなんて言ったのに、突っ込んでこないんですね』

　入店してから今までずっと世間話ばかりだ。

　だから、話したいわけでもないのに業ごうを煮やして話題に出した私に、専務は目を細めた。

『水野さんが話したいと思ってくれないと意味がないからね。強引に聞き出すつもりはないよ』

『だったら、わざわざ一緒にランチに出なくてもよかったじゃないですか。気づいてると思いますけど、相当目立ってますよ』

　店内のテーブルや椅子、ソファの配置はファミレスと同じで、私たちは窓際のソファ席に向き合って座っている。ゆえに、店内外から視線を集め放題だった。

　聞こえてくる声は専務を褒めたたえるものばかりでいたたまれない。

　セットでついてきたデザートのプリンにスプーンを差し込みながらひとつ息をつく。

『今後、専務は個室があるお店でランチをとったほうがいいと思います。もっとも、正式な秘書の梶さんはその辺もしっかりリサーチして、予約だって専務ご本人になんかさせないでしょうけど』

　よくよく考えてみれば、専務にお店を調べさせた上、ランチの予約を取らせるなんて秘書失格だ。

　きっとこういうことだって秘書の仕事の一環なのに、少しも気が回らなかった自分にこっそり落ち込んでいると、専務が言う。

『ただの秘書だとしか思っていなかったら、俺だってわざわざ女性に人気の店を調べもしないし予約もしない。もちろん、ふたりきりで食事もしないよ』

　想像もしていなかった言葉を告げられ、ゆっくりと顔を上げる。

　目が合った途端、微笑まれた。

『水野さんが喜んでくれればいいと思った。そのためだったら、リサーチも予約も俺にとっては手間でもなんでもないし、むしろ楽しい』

　幅の狭いテーブル。その向かいで専務がふわりと笑うものだから、中途半端に持ち上げたままだったスプーンからプリンがとろりと落ちる。

『あ……』

　トレーの上に落ちたプリンをペーパータオルで拭き取り終えたところで『水野さん』と声をかけられた。

　顔を上げれば専務がプリンの載ったスプーンをこちらに向けていて……いわゆる〝あーん〟状態だと理解するなり眉間にシワが寄る。

『いりません。注目を集めてるって言ったばかりじゃないですか。それに、こういうのは目にした人を不快にさせます。だからしません。その前に秘書相手になに考えて……なんですか？』

　これだけズケズケと言っているにもかかわらず、専務がにこにことしているので不思議になる。

　私の失礼な物言いに怒るならわかるにしても、嬉しそうにする理由がわからない。

　だから聞くと、専務はプリンを自分の口に運びながら答えた。

『嫌じゃなかったみたいでよかった。今後はＴＰＯを考えるよ』

　口の端を上げて言う専務は見るからに上機嫌だった。

　一方の私はといえば、第一声にセクハラだとかパワハラという単語が出てこなかった自分にひどく動揺していた。

　仕事上の関係でしかないのだから、〝あーん〟なんて絶対におかしい。それなのに、どうしてすぐにハラスメントに直結せず、周りの目を理由にしたのか。

　嫌だと言わなかったのか。

　この疑問は、秘書期間を終える日まで抱えることとなった。




　そして、秘書最終日、引いていた一線を揺るがす事故は起こった。

『い……っ』

　専務と並んで棚やデスク周り、ネット環境などの最終確認をしていたとき、専務の手からペンが落ちた。

　コロコロと転がったペンは私の足元で止まったので、なんの考えも持たずに屈んでペンを拾い……そして、起き上がろうとした瞬間、開けっ放しにしていた棚の扉に後頭部を強打した。

　そこそこの勢いで頭を起こしたため、木枠でできた角がガッ……と鈍い音を立てて後頭部にあたり、思わずしゃがみこむ。

　ぶつかった、というよりは、刺さったのほうが表現としては正しいほどの鋭い痛みに涙が浮かぶ。

『……っ』

『大丈夫？　気分は？　吐き気はない？』

　両手で頭を抱えた状態の私の横に、専務が片膝をついて顔を覗き込んでくる。

　声から心配が窺え、大丈夫だとも、私のために膝なんかつかないでいいとも伝えたいのだけれど、痛みで息がつまってうまく声が出てこない。

　大人になってからここまでひどい経験はないかもしれない……というくらいの痛みは、打ち付けた局部とその周りに、そして内側にまでじわじわと広がっていた。

　血が出ていないのがせめてもの救いだった。これで血なんて見てしまったら痛みとショックのダブルパンチで貧血を起こす自信がある。

　すでに今少し気持ちが悪い。

　意識して深い呼吸を繰り返した。

『だ、大丈夫です……けど、すみません。ちょっとすぐには動けそうもありません』

　慎重に動かないと気分の悪さが加速しそうで怖い。やっと、なんとか返事をして、ゆっくり顔を上げる。

　心配そうに歪んだ専務の顔がすぐそこにあって、それは初日のエレベーター以来の近距離だったけれど今はそれどころじゃなかった。

　浮かんだ涙が視界を揺らし、頬を零れ落ちる。

　ひと粒溢れたら、それを皮切りに次々と涙が床を濡らしていく。

　泣き出してすぐに、あ、これはダメだ、たぶんすぐには止まらない……と直感した。

　この三ヵ月近く、ずっと心に棲すみついて離れなかったどす黒い感情が、出口を見つけたとばかりに涙となり一気に溢れてくる。そのあまりの勢いに戸惑って呼吸が震えていた。

『すみません……なんか、痛いのもあるんですけど、最近いろいろあったからついでに混ざって出てきちゃって……すぐ、泣きやむので、すみません……』

　痛みのあまり不安を感じたら、私の中にあった動揺や恐怖といったそれに似た感情が引きずられるように出てきてしまっていた。

　つらいな苦しいなと思ったのに泣きはしないまま今日まで来たから、流せなかった涙がたまっていたのかもしれない。

　昔から、普段弱音だとかを吐けないかわりに、何年かに一度壊れたように大泣きする上、こうなったら止まらない自分を知っているだけに、焦る。

　だって、まさか専務の前で泣き続けるわけにはいかない……と思うのに、一度決壊したダムは涙が枯れるまで修復不可能で、なんとか泣きやもうとしている間も涙は流れ続けていた。

『いろいろ？』と専務に聞かれ、鼻をスンとすすりながら答える。

『私生活で、その……あ、でも、大丈夫ですから。本当にすみません。感情の吐き出し方が下手みたいで、たまに、故障したみたいに涙が止まらなくなることがあるんです。それだけなので、本当に……あの、放っておいてくれて大丈夫ですから』

　どんどん溢れ出す涙を見た専務が差し出してくれたハンカチを、お礼を言って素直に受け取る。

　専務があまりに優しい眼差しを向けていることに気づいて、また涙が生産されるという悪循環に陥っていた。

　こういうときに優しくされると余計に感情が高ぶるからやめてほしいのに、頭をぶつけたくらいで大泣きする大人になんて呆れてくれていいのに、専務は私の隣に片膝をついた体勢でいつまでもいてくれるので、本格的に泣けてきてしまった。

　私の泣き声だけが静かに聞こえる、ふたりきりの部屋。

　専務の手が私の頭に触れようとして、ギリギリのところで止まる。

『ごめん。慰めたいけど、抱き締めるのは問題があるだろうし、かと言って頭を撫でたら痛むだろうし……なにもできない自分が情けない』

　そう、悔しそうに言った専務が、目元を歪めたまま私を見る。

『とりあえず、気持ちが落ち着くように温かい飲みものと……それと、患部を冷やすものを持ってこようか。頭ももちろんだけど目も冷やしたほうがいい。いや、それよりもまず医務室に行こう。すぐに連絡して医師にも来てもらって……ああ、でも、検査が必要になる可能性もあるしこちらから出向いたほうが話が早いか』

　早口で言い携帯を取り出した専務のスーツの袖を掴む。

　とりあえず止めないと、本当にすぐにでも医務室に電話しそうだった。

『あの、大丈夫です。ただの打撲ですし……痛みは直じきに引くと思うので大丈夫です。それがきっかけで出た涙が止まらないだけなので』

　話しながらも、ひっくと喉が鳴る。

　そんな状態で〝大丈夫〟と言われても困る専務の気持ちもわかるものの、これ以上心配されるのは自分が情けなさすぎるので本当に終わりにしたかった。

『私、お手洗いに行って気持ちを落ち着かせてきますから、専務は休憩をとってください。戻ってきたら作業を再開しますので……』

　これ以上ここにいるのは迷惑だと思い言ったのだけれど、専務は珍しく納得いかなそうに眉を寄せた。

『こんなにボロボロ泣いている水野さんに背中を向けて仕事に戻るような男だと思われているなら心外だな。俺としてはこの二週間でそれなりにお互いのことが理解できたと思っていたけど……俺のうぬぼれだった？』

『あ、いえ、そういうわけじゃ……でも私、こうなると本当になかなか泣きやまないので、専務だって傍らで泣かれてたら困るでしょうし』

『困らないよ。俺の目に……誰の目にも留まらない場所でひとりで泣かれるほうが気持ち的に堪える』

　少し屈かがんで私に近づいた専務が、私の目尻に溜まった涙を指先で拭う。

　涙に触れられたのなんて初めてだった。

　泣きすぎて熱を持った頬に触れる専務の指先が冷たくて、気持ちよく感じた。

『……ジェントルマンですね。さすが海外帰りだなって思います』

　涙はそのままだけれど、感情は少し落ち着いてきた。

　なので、ふっと笑って言うと、専務も同じような顔で言う。

『もちろん、周りの人間にはできる限り優しく接したいとは思うけど、誰の涙でも拭うわけじゃないよ』

『え……？』

『泣いているのを放っておけないのも、本当は抱き締めたいのに嫌われたくないから耐えるのも、水野さん相手だからだ』

　驚いて目を見開いた私に、専務が困り顔で微笑む。

『いつかのランチでも言ったはずだよ。まさか、なにも気づいてなかった？』

　あまりに色っぽい笑みを向けられ、声を呑む。

　意味深な発言も相まって、驚きすぎて涙が止まっていた。

　なにも気づいていなかったって、どういう意味……？

　たしかにやけに視線は感じていたし、私を見る瞳がやたら甘いような気はしていた。

　書類のやり取りで何気なく指先が触れると、専務はにこりと微笑んで一度私の手を握ってから離れるし、たびたびランチにも誘われた。

〝水野さんが喜んでくれればいいと思った〟というようなことを言われたのも覚えている。

　でもそういうものは全部、海外帰りでフランクさが抜けない故の行動だと思っていたので、そこにほかの意味が含まれていた可能性に今さら気づき、パニックで声が出てこない。

　でも、だって、専務が私を……なんて。ありえない。

　なにも言えなくなった私に目を細めた専務は、私の手からハンカチを抜き取ると、まだ頬に残っていた涙を優しく拭いてくれる。

『とりあえず、頭の怪我も心配だから、なにかあったらどんな小さなことでも俺に連絡してほしい』

　手を握り、まるで求婚でもするような切実な顔で言われれば、私だって無む碍げな態度はとれない……というより、今はどこまで本気かわからない告白をされたせいでいっぱいいっぱいで思考回路が働かない。

『番号、教えてもらえる？』

『あ……はい』

　携帯を取り出したはいいけれど、未だ残っている痛みのせいもあり、動揺のせいもあり、そこで手が止まる。そんな私を気遣った専務が代わりに操作してくれる様子をただ呆然と眺めた。

　有事の際に必要だから住所も教えてほしいと言われたので、ためらいながらそれにも応じたのだった。

　なので……その時点で、もしかしたらと思ってはいた。

　秘書の期日は今日までだ。

　私をからかったわけでなければ、なにかしら専務からアクションがあるだろうな、と予想はしていた。

　だからその日の夜、ドアホンの液晶画面に国峰専務が映っても、そこまで驚かず、やっぱりという思いが強かった。

　ケーキを持って訪ねてきた国峰専務は、玄関先で迎え入れた私を見て、少し不思議そうな顔をした。

『突然来たっていうのに驚かないんだね』

『住所まで聞かれましたし、なんとなく、来るかもしれないとは思っていたので。あの、今日は業務時間内だっていうのに取り乱してしまい、本当にすみませんでした』

　社会人にもなってあそこまで取り乱すなんて、恥ずかしすぎて穴があったら入りたいほどだった。

　自分が情けなくて目を伏せて謝った私に、専務は『気にしなくていいよ』と優しく言った。

『会ったときから、ふとした瞬間に浮かべる表情がどこか沈んで見えて気になってたんだ。仕事は一生懸命やってくれるから、余計に無理させてるんじゃないかって心配するようになった。吐き出すのが苦手なのは昔から？』

　玄関先。

　昼間の発言のせいもあるし、こんな時間に、しかも社外で顔を合わせるのは初めてだったので気持ちがそわそわして落ち着かない。

　いただいたケーキの箱を両手で持ったまま答える。

『はい。そういう感情を出せる相手がいなかったのもありますし、負けず嫌いっていうのが強いのかもしれません。気づいたら、弱い部分は誰が相手でも出せなくなっていて、それがキャパを超えると涙が……』

『止まらなくなるのか。今はもう大丈夫？』

『はい。おかげさまで、スッキリしました。ずっともやもやしていた気持ちも泣いて晴れましたし』

　リセットされたおかげで、いっぱいいっぱいで今まで見えていなかったものまで見えるようになった。

　気持ちは軽いし気分もいい。

　けれど……ひとつだけ困ることができた。

　空っぽになるまで泣いた直後から、専務に胸が反応するようになり、目が合わせられない。

　二週間も一緒に仕事をしていて今さらだと思うけれど、どうしても意識してしまい、今まで通りに接せられない。

　そんな私に気づいていたんだろう。

　専務が『俺の顔、見てくれないの？』と聞くので、うろたえたあと、諦めて口を開く。

『その、ドキドキしちゃうので。今までは専務をそんな風に見る余裕もなかったから、距離が近いと驚くくらいで特別意識もしなかったんですけど……今はなんだかやたらと……』

　話している途中で、専務の指に顎をすくわれる。

　強引に目を合わせられる形になり、慌てて抵抗しようとしたけれど、片手には専務からもらったケーキを持っているし、もう片方は専務の手に掴まれて動かせない。

　顔がじわじわと赤くなるのが自分でもわかるせいで、いっそう恥ずかしさが増す。

　せめてと目を伏せても、すぐ近くから見つめられているのがわかってしまい、胸が壊れそうなほどに暴れていた。

　そんな私をじっと見つめたまま、専務は満足げに目を細める。

『顔が赤いし、目に涙が浮かんでる』

『……恥ずかしいので。あの、解放してください』

『初日もドキドキするって言ってたけど、そのときはもっと平気そうな顔だった。だから、あまり感情が顔に出ない子なのかもしれないとも思ったんだ。でも……今のほうがかわいい。本当に俺を意識してくれてるんだってわかる顔をしてる』

　逃げられないように押さえつけたまま顔を観察されるなんて、もう羞恥プレイだ。

　しかも相手は、誰よりも綺麗な顔をしている専務なのだから、いたたまれない。

　堪らず『あの、離してください……っ』と睨むように見た私に、専務はふっと笑う。

『二週間も顔を合わせてきたのに』

『だって、この二週間は特別な感情はなかったから……』

『それは、今は俺に特別な感情があるってことでいい？』

　核心を突かれ、思わず黙る。

　たしかに私は専務を意識はしている。

　でもそれはほんの十時間ほど前からで、生まれたてのこの気持ちを恋だと決めつけるのはまだ早い気がする。

　だって、専務みたいなカッコいい人に迫られたらきっと誰の胸だってときめくだろう。鼓動が跳ねるからなんて、たぶん、恋の決定打にはならない。

　……けれど。

『専務はあるんですか？　特別な感情』

　期待する胸を抑えながら聞くと、専務はにこりと微笑んで『あるよ』と即答した。

『気が強いところもしっかりしているところもいいなと思ってたし、一緒にいる時間が心地よくてしっくりきた。俺は結構神経質だから、一緒にいてリラックスできる相手ってそういないんだ。だから割と早い段階から好意を態度に出してたのに、まるでつれないから余計に夢中になったっていうのもあるけど……今日の水野さんを見て、完全におとされた』

　目を細めた専務が、私をじっと見て続ける。

『もう、泣かせたくないって思ったんだ。水野さんが上手に息抜きができないなら俺が隣にいて、涙が溜まって溢れる前にしっかり甘やかしてあげたいと思った。まぁ、泣き顔もかわいいからたまにはいいけどね。でも、もう、あんな風に悲しんで泣いている姿は見たくないかな』

　ややつらそうに目元を歪めて微笑む専務に、胸がきゅうっと締め付けられる。

『好きなんだ。俺と付き合ってほしい』

　専務の手はまだ私の顔を固定したままなので、真正面からノーガードで告白を受けてしまい、心臓が苦しいと悲鳴を上げていた。

『……一応確認しますけど。断ったらクビですか？』

『まさか。仕事とプライベートは関係ないよ。でも、うなずいてくれるまで付きまとうかな』

　サラッととんでもないことを言う専務に、驚いてから、思わずふっと笑みがこぼれる。

『本当に私でいいんですか？　令嬢でもなんでもないですよ』

『もちろん。俺は水野さんを好きになったんだから、家柄は関係ない』

『それに、たぶん、一度好きになったらしつこいタイプですよ』

『それは俺もだからなんの問題もない。……ああ、ただひとつだけ確認させてほしい』

　真面目な顔になった専務が聞く。

『泣いていたとき、私生活でいろいろあったって話だったけど、それは男関係？』

　眉間に寄ったシワが不機嫌を表していて、気づいたら笑ってしまっていた。

　あんないつでもにこやかな専務が、私のことでこんな顔をするのがおかしかった。

『いえ……家族のことでちょっと。ここ一年くらい、恋愛はしていませんでしたから、そういった心配は無用です』

　専務は私の答えを聞くと、『それならよかった』と安心したように顔をほころばせる。

『それで、告白の返事は？』

『……今のこの気持ちが恋かどうかはまだはっきりとはわかりません。でも、私も専務との時間は心地よく感じていましたし、この先、専務と恋愛したいとも思うので……うなずきたいです』

　じっと見上げ『この答え方でもいいですか？』と聞いた私に、専務は嬉しそうに『好きになってもらえるよう努力するよ』と微笑んで、唇を合わせた。

　それが、専務……響一さんと、私の始まりだった。










◇覚悟を決めた日




　そこからの付き合いは順調だった。

　秘書期間を終え、私が元の仕事に戻ると社内でのつながりはなくなったけれど、響一さんはどんなに忙しくても私との時間を作ってくれたので、会えない時間に寂しさを募らせたり、不安になったりなんてことは一度もなく過ごした。

　付き合い始めて一年が経った頃には響一さんは副社長としての仕事にも慣れたようで時間にも余裕ができ、会う頻度も増し、その頃には週の半分をどちらかの部屋で過ごす生活になっていた。

　休日は外に出るか、響一さんの部屋で、平日は私の部屋でというのがいつの間にか決まったルールだった。

『あの、響一さんに報告したいことがあるんですけど……いいですか？』

『……今じゃなきゃダメ？』と聞く響一さんの顔には、少しの不満が浮かんでいる。

　響一さんは相変わらず会社ではポーカーフェイスで常に穏やかで紳士的な態度だけど、ふたりきりのときは不満や不機嫌を覗かせるので、それが嬉しい。

　八歳も年上の男性を捕まえてかわいいなんて言ったら怒られるだろうから声にはしない。でも、正直かわいいと思うし、それは私だけが見られる特権のように感じていた。

　ベッドに押し倒された体勢で報告があると言いだした私にも問題はあるものの、二泊三日の出張から帰ってきてすぐに触れてくる響一さんも悪いと思う。

　スーツ姿のまま迫られドキドキする胸を抑え込んで、未だ眉を寄せている響一さんを見上げた。

『電話やメッセージで説明すると誤解が生まれそうで嫌だったし、仕事の邪魔もしたくなかったので言わなかったんですけど、二日前、ほかの部署の男性に食事に誘われたんです』

　言った途端、響一さんがまとう空気が変わる。

　いつものしっとりとした大人の雰囲気が、ピリッとした緊張感を伴うものに変化したのがわかった。

　すっと冷たく細められた目に見つめられると、いくら相手が響一さんでも逃げだしたい思いに駆られる。

　初めてこういう響一さんを見たときは、かなり驚いた覚えがある。

　たしか、他部署の部長にセクハラ発言をされたと報告したときだった。

『へぇ。それで、千紗はどうしたの？』

　ゆっくりと聞かれる。

　その間も響一さんの目は観察するように私を捉えたままなので、悪いことをしているわけじゃないのにうろたえてしまいそうだ。

『もちろん断りました。響一さんの名前は出さずに、付き合っている人がいるのでって。相手も、そういうことなら仕方ないねってすぐに引いてくれて……それで終わりです』

　じっと見ながら報告した私を、響一さんは少しの間見つめてから、ふっと表情を和らげ、コツッとおでこ同士を触れさせる。

『そっか。ありがとう。報告してくれて』

『約束だったので』

　付き合い始めて数ヵ月した頃、そういったことはきちんと報告し合おうと約束した。

　もっとも、私が異性に好意を寄せられる機会なんて響一さんの十分の一にも満たないので、こんな報告は今回が初めてだ。

　一方の響一さんからの報告は驚くほどの頻度なのだけれど、今のところ、私はとくに不安になったりはしていない。それはたぶん、響一さんのフォローが手厚いからで、そんなところからも大事にされていると実感していた。

『約束を守ってくれるのは嬉しいけど……やっぱりほかの男に誘われたなんて聞くと、おもしろい気分ではないかな。千紗のことをそういう目で見ていたのかって考えると、どうにかなりそうだ』

『どうにもならないでください。それに、月に何度もほかの女性に誘われたって報告してくる人がなに言ってるんですか。こっちの身にもなってください』

『でも、俺は千紗にしか興味がないから。自分の気持ちなら自信を持てるけど、千紗の気持ちは見えないしわからないからやっぱり心配だな』

　そう話しながら、響一さんが私の着ていたパジャマのボタンを外していく。

　夏用のパジャマは、半袖のシャツタイプのトップスとショートパンツだけで、その下はすぐに下着なので、ボタンを外された場所からエアコンで冷やされた空気が肌に触れる。

『心配しなくても、私、嘘はつきません。嫌いですから』

『それはわかってても心配なんだよ』

　嘘が嫌いだという話は、付き合ってすぐに伝えてある。

　だから、嘘はつかないでほしいとも。

　理由を聞かれたので、少しためらいつつも、両親の話をした。

　私が小学校の頃から両親は不仲で、喧嘩の声もよく聞こえていた。なのに私の前では取り繕って仲よくしていて、親としての愛情だったにしても、私はそれがすごく嫌だったからだと。

　そのとき、響一さんの両親の話も聞いたのだけれど、響一さんのお母様は十五年ほど前に亡くなっているという話だった。

　お母様が亡くなったとき、響一さんは初めて、お父様……つまり社長が泣いているところを見たと教えてくれた。

　後にも先にも、社長の涙を見たのはその一度だけだったと。

　お母様をとても愛していらっしゃったんですねと言うと、響一さんも目を細めうなずいていた。

　なんとなく、ここまで大きな企業の社長ともなると冷たいイメージを勝手に持っていたけれど、それが変わった瞬間だった。

『……ん』

　下着のホックが外され、響一さんの手がじかに触れる。

　すぐにたどり着いた指先がそこを優しく撫でるので、思わず声がもれた。

　響一さんはその日の気分によって、本当に泣き出したくなるくらいに焦らしてきたりするけれど、今日はそういう日ではないらしい。

　邪魔だと言わんばかりに荒々しくネクタイを外し、ワイシャツのボタンを開ける姿にドキッとする。

　もう、付き合い始めて一年以上が経つのに、漂う色気にあてられることには一向に慣れそうもない。

　目の前の響一さんを、私はいつまでカッコいいと、堪らなく魅力的に感じて欲しがればいいのだろう。

『あっ、それ……や、だ……んっ』

『そう？　俺には気持ちよさそうに見えるけど』

　胸に舌で触れながら下半身に伸びた指をゆっくりと動かされ、腰が反る。

『あ、待って……響、一さん、ぅあ……っ』

　度を超した快感が怖くて逃げだしたいのに、浮いた腰を抱き寄せられ固定されてしまうと、毎回のことながらもうどうにもできない。

　やだやだと言いながらも響一さんにされるがまま感じさせられ、響一さんの指や舌だけでぐったりしてしまうのも毎回のことだ。

『千紗。こっち向いて、かわいい顔見せて』

『ん……っ』

　まだ余韻から抜け出せない私の肩に、響一さんが唇を寄せる。

　そのわずかな感覚さえ快感として拾うようにされた身体は、敏感になりすぎてつらいほどだった。

　私の足に手をかけた響一さんが、ゆっくりと腰を進める。

　ベッドでしか見られない、響一さんのなにかに耐えるような顔はとても色っぽくて、私がこの人を独り占めしているんだと思うと嬉しくて、落とされたキスに夢中で応えた。




　響一さんは、付き合いだす前に言っていた通り、私を思う存分甘やかした。ちょっと話題に挙げたつもりだっただけの人気スポットに数日後には連れていってくれたり、私の好きそうな映画が上映されれば私よりも先に誘ってくれたり。

　ベッドでこれでもかというほど愛されることには未だ恥ずかしさがともなうものの、響一さんに求められている実感がわかりやすく湧くので、素直に嬉しかった。

　まさにいたれりつくせりな生活で、それはときに呆れてしまったりもしたけれど、幸せ一色だった。

　それは、私が生きてきた中でも今が一番満たされていると自信を持って言えるほどで……そのためにいろいろ見えていなかったのかもしれない。

　付き合い始めてからの約二年間、響一さんの立場について一度も考えなかったわけではない。でも、響一さんはいつもそんなことは気にしなくていいと言っていたし、それに、響一さんのご両親が恋愛結婚で、社長が奥様をとても愛されていたという事実も、私の安心を後押ししていて……だから、油断、していたのだと思う。

　浮かれていた、と言われればそれまでだろう。

　だから、妊娠検査薬に陽性のラインが出たときも、驚きはあったとしても私の感情を占めていたのは喜びだった。

　響一さんは毎回必ず避妊してくれていたから、妊娠の確率は数パーセントあるにしても、まず大丈夫だろうと安心しきっていた。

　結婚しているわけでもないし、なんの覚悟もしていなかったので、望んだ妊娠ではない。

　それでも、驚きという感情の次に生まれたのは嬉しさで、報告したらきっと喜ぶはずの響一さんの顔を想像すると自然と頬が緩んだ。

　一刻も早く妊娠の事実を伝えたくて、翌日の夜、響一さんに部屋に来てもらうようメッセージを送った。

　そんな、幸せが待っていると確信していた一月下旬のある日。

　日中、社長室に呼び出されたことで、響一さんとの未来に影が落ちた。




『交際しているというのは事実だろうか』

　突然呼び出された社長室には、社長と私だけで、秘書などほかの人の姿はない。

　太陽の光がとてもよく入り込むほかのフロアとは違い、重厚な造りの社長室は全体的に暗く、そして重たい雰囲気が充満していて息苦しさすら感じた。

　窓を背にして座る社長とは、ふたりきりで話すのはもちろん初めてで、問われた質問も含め、緊張していた。

　どうしてここに呼ばれているのかがわからなかったし、響一さんはこのことを知っているのかという点も気になる。

　でも、私ひとりを呼び出しているのだから、あまりいい話ではないのだろう。それを雰囲気から感じ、余計に戸惑っていた。

『事実です』という、たった五文字を声にするだけが難しいほど、気持ちが強張っていた。

　私の答えを聞いた社長は、ひとつ息をついたあと、私を見る。

『水野さんの仕事ぶりや人となりは、総務部部長の神田くんから聞いている。真面目な優良社員という評価だ。そこから判断するに、響一から近づいた、ということで間違いはないか？』

　たしかに、歩み寄ってくれたのは響一さんからで間違いはない。

　けれど、ここでうなずくのはまるで責任を響一さんに押し付けるようで嫌だった。

　責任なんて言うと、響一さんと私の交際が悪いことみたいだけれど……正直、社長からは、そう思っているような空気がにじみ出ていた。

『いえ。お互い同じ気持ちでしたので、どちらからという話ではありません』

　ドッドッと心臓が不穏な音を弾く。

　それでもなんとか言った途端、社長の目つきが険しくなった。

『一社員が自社の次期社長と対等な付き合いをしているとでも言いだすつもりなら、うぬぼれがすぎるが……まぁ、君もさすがに自分の立場は弁わきまえているし、いつまでも続く関係だとも考えてはいないだろう？　一時的なものなら、私も問題にするつもりはない。別れ話になった際、すみやかに受け入れてくれるならそれでいい』

　緊張がすごくて、言われた言葉の意味が全部はわからなかったけれど、社長がこの交際に反対だということだけは理解でき……幸せなだけだった響一さんとの時間に、大きくて厚い壁が立ち塞がったような錯覚に陥った。

　咄嗟に、まだペタンコの自分のお腹を見つめていた。

　普通なら、親の反対をそこまで気にする必要はないのかもしれない。お互い自立した大人だし、親に反対されたからといって別れるなんてパターンは少ないと思う。

　けれど……響一さんの立場を考えれば、お父様の、社長の反対は、逆らえるものではない。

　逆らえば、響一さんの将来に確実に影響する。

　……もちろん、悪いほうに。

　帰国してからの約二年、必死に仕事と向き合ってきた響一さんを一番近くで見てきたのは私だ。だからこそ、彼の未来を壊したくなくて、でも、社長の言葉を受け入れることもできない。

　無意識に歯を食いしばっていた。

『響一もいい大人だ。私生活に口出しなど、私もできればしたくない。けれど、響一には立場もある。間違った道を選ぶことは会社的にも世間的にも許されない』

『間違い……？』

　私との付き合いを間違いだと言われ、呆然とする。

　響一さんと私は、軽い気持ちで付き合ってきたわけじゃない。ふたりとも本気だった。

　だから間違いなんて言葉で片付けるのはひどい侮辱だし、そんなんじゃないと否定したいのに……それができないのは、私自身、どこかでそう思っているからだ。

　間違いではないかもしれない。

　でも……じゃあ正しいかと聞かれれば、副社長で、しかも次期社長候補でもある響一さんの隣を本気で歩き続けられると思っていたかと聞かれれば……きっとうなずけない。

　響一さんには立場がある。

　それをわかっていたつもりで、たぶん私はなにもわかっていなかったし、もしかしたら、現実を見たくなくて逃げていたのかもしれない。

　突然突き付けられた現実を前になにも言えなくなった私に、社長が近づく。

　そして、私の前に立つと、一枚の台紙を差し出した。

　開いたページには、綺麗な女性が映っていた。

　まるでお見合い写真だ……と思うと同時に、これが誰のお見合い写真なのかが咄嗟にわかり頭が真っ白になる。

『古い日本家屋の修復や修繕に力を入れている会社の相談役を務めている方のお孫さんだ。彼女自身も家業に興味を持ち、日々勉強している。響一と一緒になれば切磋琢磨してくれるだろう。このお嬢さんのほかにも数人、同じような条件を持つ女性がいる』

　黙って、写真の女性を見つめる。

　社長の声が、一音一音、鉛のような重さを持って上から降ってくる。

『響一には、いずれ私が選んだ女性と結婚させるつもりでいる。家柄的にもなんの申し分もない女性で、教養もある。きっと会社にとってもプラスになるだろう。君は、この女性よりも響一の人生を豊かにする自信があるだろうか』

　ずしりとした重力を持った問いに、一度口を開いて……なにも言えないまま閉じる。

　答えられなかった。

　見た目も綺麗で、響一さんの仕事のサポートもできて、家柄も申し分ない女性。

　そんな方がたくさんいる中で、響一さんが私を選んでくれたとして、ほかの方はどう思うのだろう。

　協力会社の方は？　親族の方は？

　ただ手放しで喜んで応援してくれる？

　なにも持っていない私が認めてもらえなかったら、響一さんにもつらく惨めな思いをさせるんじゃないだろうか。

　御曹司だとか、社長だとか、そういう世界をなにも知らない私が思いつくだけでも不安の種なんてたくさんあるのだから、現実ではもっとのはずだ。

　倍？　それとも、もっとたくさん……？　どれくらい頑張れば納得させられるの？

　先の見えない未来を想像しようとするだけで、どっぷりとした暗闇に呑み込まれ、足元がなくなるような錯覚に陥った。心臓が耐えられないと言わんばかりに大きく鳴る。

　私は……そこまでの覚悟を持てるだろうか。

　頑張れるだろうか。

　響一さんが好きだし、大事にも思っている。ずっと一緒にいたい。

　それなのに……うなずけない。

　黙ったままの私に、社長が軽くため息をつく。

『すまない。少し酷な質問だった。けれど、響一と一緒になるということは、そういうプレッシャーとずっと戦い続けなければならない。それは君にとってもつらいだろう。……私が言いたいことは伝わっただろうか』

　これまでより、ほんの少しだけ柔らかい声で聞かれる。

　さっきまで、緊張と怖さで心臓がうるさいくらいに鳴っていたのに、今は身体の内側がとても静かだった。

　感情すら眠ってしまったかのようだ。

『……はい』

　こんなにも自分の気持ちが遠くに感じるのは初めてだった。




　響一さんはその日の夜、約束通り私の部屋にやって来た。

　なにも知らない様子の響一さんは、夕飯を作る間も私のうしろにべったりとくっついたままで、いつも通りの彼の様子に内心ホッとした。

『それにしても、千紗から会いたいなんて誘ってくれるのは珍しいけど、なにかあった？』

『あ……いえ。ただ、なんとなく顔が見たくなって。忙しいのにわがまま言ってすみません』

『いや。こんなかわいいわがままならいくらでも言ってほしいな。千紗は全然俺に甘えてくれないから』

　やや嫌味っぽく笑う響一さんから、そっと目を逸らし、唇を噛みしめた。

　私が社長になにを言われたかを知ったら、きっと響一さんは社長を責めるだろう。

　せっかくふたりきりの親子なのだから喧嘩はしてほしくないし……それに、社長が言っていたことは間違っていない。

　私が、覚悟のないまま付き合っていただけだ。

　社長の言うように、響一さんとのこの先を考えるなら、逃げていないでしっかり考えなければならない……ううん、考えなければならなかったんだ。こうなる前に。

　昨日の夜は喜びをかみしめながら響一さんにメッセージを送ったのにな、と考えると、あまりの感情の落差に、自分自身で苦笑いがこぼれる。

　こんな状況なのに、不思議と気持ちは冷静で、それが不思議だった。

『あまり納得はしていないんだけど、来月末からまた長期で海外に行くことになりそうなんだ。社内への公表は二週間後。今日、社長から話された』

　夕飯を食べたあと、切り出された話に驚く。

『海外って、またですか？　帰国して二年も経ってないのに……』

『うん。今度、ヨーロッパに支社を作るからその立ち上げメンバーとしてって話だった。俺はオーストラリアのときも責任者として現場にいたから、経験を買われてってところだけど……正直、今回の内示には納得がいかない。立場的にも普通ならまずありえないし適任者は俺以外にもいるはずなんだ。第一あまりに急すぎる』

　響一さんの言う通り、経験や腕が買われたという理由もあるのだろう。それでも、あまりに突然の内示の裏に、社長の意思を感じざるを得なかった。

　諦めろと言われているようだった。

　不可解そうに目元をしかめた響一さんが続ける。

『でも、いくら言っても社長が譲らないんだ。あそこまで頑なになるのは珍しいから、俺じゃなきゃいけない事情がなにかあるのかもしれない。……まぁ、経験としては悪くないし、断れる立場でもないからいつまでも不貞腐れてないで行ってくるよ。今回の海外赴任が終われば、もう今後はよほどのことがない限りは国内で腰を据えて仕事ができるって話だから』

　諦めたような微笑みを浮かべる響一さんの横顔はとても頼もしくて、魅力的に映った。

　好きだと強く思う。

　私をどこまでも甘やかしてくれる大きな手も、愛しそうに名前を呼ぶ声も、いつくしむような微笑みも……響一さんのなにもかもが好きだ。

　でも……。

　日中、社長に言われた言葉が頭をよぎって、目を伏せる。

　自信なんて、今の私にはない。

　それが、一日考えた答えだった。

　好きだという気持ちさえあればいいなんて、嘘だ。

　いくら想っていたって、どうにもならないことはある。

　だって、私、なにも持ってない。

　社長にさえ認めてもらえない私が、響一さんに１００％寄り掛かって子どもを産んで、それが響一さんのためになるのだろうか。

　そもそも……妊娠を、喜んでくれる？

　次々に浮かんでくる不安は尽きず、気づけば目の前は真っ暗で、思考がそちらに引っ張られるのが自分でもわかるのに止められない。

　いつの間にかずっと言い訳ばかりを探している自分が悔しくて、自然と顔が歪んでいた。

　――響一さんと社長の仲をこじらせたくないから。

　――きっと別の女性と結婚したほうが響一さんは幸せになれるから。

　――自信が、ないから。

　私、どうにか理由をつけて、この場所から……響一さんから、逃げだしたがっている。

　みっともなくて情けない本音を前に、ぎゅっと目をつぶった。

　逃げるもなにも、こんな私に、隣にいる資格はない。

『準備期間として一ヵ月。そこから一年かけて海外支社の立ち上げ……一年以上も千紗に会えないと思うとうんざりするけど、頑張ってくるよ。だから千紗、俺のことを待っていてほしい』

　響一さんを前に嘘はつけない。だから、うなずくことはできなくて、せめてと返した笑みは曖昧なものになってしまった。

『我慢して笑おうとしなくていいよ。寂しい思いをさせてごめん』

　私が浮かべた笑みを勘違いした響一さんがくれる、愛情たっぷりの眼差しや声が、優しく触れる手が、胸を罪悪感で押しつぶすようだった。




　響一さんが海外に発つのを待って、退職届を出した。もちろん、彼には内緒で。

　未婚の妊娠は周りの興味を引く。

　会社に妊娠がバレていろいろ詮索されたくもないので、お腹が目立つ前に辞める必要があった。

　産婦人科に通う姿を社員に目撃されるわけにもいかないため、悩んだ末、受診は退職後に見送ることにした。

　祖母の介護が必要になったからという嘘の理由はすんなりと通り、誰からも指摘も詮索もされずに済んだので内心ホッとした。

　神田部長や宮前さんにはとてもよくしてもらったから、嘘をついての退職は心苦しくもあったけれど、背に腹は代えられない。

　なによりも守らなければならないものが私にはあったので、迷いはなかった。

　退職した翌日に市役所で保険証を発行し、その足で産婦人科を受診して、すでに十八週目となっていた赤ちゃんのエコー写真をもらったときには、今まで受診できず放置してきたことに申し訳なさが襲い、診察室で声を詰まらせてしまった。

　後日、市役所から送られてきた国民保険料の支払い用紙。

　当たり前のように並ぶ万単位の支払い用紙に、浪費家じゃなくて本当によかったと思った。

　働き始めてまだ四年だけど、学生時代もバイト代はできるだけ貯金していたから、それなりに蓄えはある。

　臨月頃までは妊娠中でもできそうな仕事を探して、出産してからも保育園に申し込んで働きだせばなんとかなる。シングルマザーなら、それなりの支援があるはずだ。

　ひとりでも出産して育てられるよう、夢中でいろいろと調べたり計算していくうちに、感じていた不安は少しずつ解消されていった。

　わからないから怖いのであって、きちんと理解できれば引っかかっている問題がわかる。問題がわかれば、それをひとつひとつどうにかすればいい。そんな作業を繰り返していくうちに、最初ほどの怖さはなくなっていた。

　それでも、誰にも頼れないという事実はとても重たくのしかかってきたけれど……どうしようもない恐怖に襲われたときには深く息を吸って、自分で決めた道なのだからと自分自身を叱咤激励した。

　そんな中で一番悩んだのは、響一さんへの報告の仕方だった。

　本当のことを言ったら、きっと責任感から結婚すると言うのが目に見えていた。

　でも、ほかに好きな人ができただとかそういった嘘を、頭がよく、私のことをよくわかっている響一さん相手につきとおせる自信もない。

　そんな私が選んだのが、響一さんが勝手に誤解をするというシチュエーションを作ることだった。

　電話やメッセージで別れたいなんて告げたら、帰国されかねない。音信不通になるのも同じ理由でダメだ。

　となると、響一さんが帰国してから別れるのが一番スムーズだろう。

　響一さんが間違っても自分を責めないように、すべて私の身勝手な行動のせいだと思わせるにはどうしたらいいのか、たくさん考えた。

　あまり響一さんのショックを受ける顔は見たくないけれど、子どもを抱いて会いに行けば……そして、無駄なことはなにも言わずにただ謝れば、きっと自分以外の男性との子どもなんだと勘違いしてくれる。

　私の口から嘘を言いたくないのなら、響一さんが勘違いするような方向に持っていくしかない。きっとそれが一番真実がバレない方法だ。

　誰だって、自分自身で考えてたどり着いた答えは信じようとする。

　だから私は、響一さんが海外にいる一年一ヵ月間、普通にメッセージを返し、電話で話した。いずれバレるだろうから〝心配させたくなくて黙っていたけれど〟という前置きをして、退職したことも打ち明けた。

　その日から、響一さんからのメッセージに祖母を気遣う文言が足されるようになり、返信するたびに胸が痛く……そして、あんなに嘘が嫌いだと言っていたくせに自分勝手な嘘をついている自分が許せなくてどんどん息苦しくなっていった。

　最初は、いずれ別れるのに騙している状態に堪らなく罪悪感を抱いたけれど、最後の数ヵ月間、私が抱いていた感情は寂しさだ。

　響一さんが帰国して顔を合わせたときが、ふたりの関係が終わるときだから。

『もうすぐ帰るから』

　電話越しでも、柔らかい表情で言っているのがわかり、そんな言葉を聞くたびに寂しさで胸がえぐられるようだった。

『早く会って抱き締めたい』

　心が、砕けそうだった。




　そして三日前。

　帰国した響一さんを……最愛の人を、私は裏切った。










◇偶然、再会した日




　私と生後六ヵ月の息子の奏そう太たがふたりで暮らすのは、駅から徒歩十五分ほどの場所にある二階建てアパートの一室。

　大通りから少し入ったところにある築三十年が経つアパートは、綺麗にリフォームされているので、見た目的にも耐震強度的にもなんの問題もなく住み心地もいい。

　白い玄関ドアに、オールドブルーの外壁というかわいい色合いはアパートのオーナーの趣味らしい。

　ちなみに室内の壁紙は白で、レンガ調の立体的な柄が入っていてこちらもとてもかわいくて気に入っている。

　立地もそれほど悪くない上、リフォームが済んだばかりの好条件の物件に私が格安価格で入居できたのは、この部屋が築三十年という古い建物だからではない。

　ここのオーナーとひょんなことから知り合い、融通をきかせてもらったからだ。

「紫し乃のさん、おはようございます」

　駅から延びる大通りの一角。奏太を片手に抱きながら、〝ＣＬＯＳＥ〟というプレートがかかっているドアを開ける。

　頭上でカランとドアベルの音がした。

　今まではドアの内側にあったドアベルを、先週外側に付け直したのだけれど、無事綺麗な音を響かせていて安心する。

「あらー、奏太ちゃん、待ってたわよー。紫乃おばちゃんが抱っこしてあげましょうねー」

　キッチン奥にある和室から出てきた紫乃さんは、奏太を見るなりニコニコとし、両手を伸ばす。

　奏太も生まれてすぐから一緒にいる紫乃さんに嬉しそうな顔で〝抱っこ〟のポーズをとった。

　もうすぐ七ヵ月となる奏太から発せられる言葉は、まだ〝あー〟とか〝うー〟が多いけれど、こうして意思を行動で表せるようになってきたので、それが紫乃さんはかわいくて仕方ないようだった。

　もちろん、一番メロメロなのも喜んでいるのも私だと思うのだけれど……紫乃さんの猫かわいがり具合を見ていると、少し自信がなくなるのも事実だ。

　五十代という年齢もあってか、奏太を孫のようにかわいがってくれている。

　紫乃さんが奏太の相手をしてくれている間に、私は持ってきたマザーズバッグを奥の和室に置き、髪をうしろでひとつに結ってから〝ＹＵＫＡＲＩ〟という店名が胸に印字されているエプロンをつけた。

　駅から延びる大通り沿いにある〝ＹＵＫＡＲＩ〟は紫乃さんの経営する飲み屋で、早い話がスナックだ。けれど、アフターなどお客様との直接的やり取りはないので、健全な雰囲気のお店だ。

　私は奏太を出産して一ヵ月が経過した日からここで従業員として働かせてもらっていて、もう半年近くとなる。

　十九時の開店に合わせて準備するため、十八時に出勤して、お客さんが少なくなった午前一時過ぎに帰るという生活をしているので、奏太のお風呂は夕方前には済ませている。

　私が仕事を終える頃には眠っている奏太を、起こさないように気をつけて帰る日々だ。

「今日のお通しは、だし巻き卵でいいですか？　先週特売で買ったタマゴがたくさん残ってるので」

　冷蔵庫を覗きながら聞いた私に、紫乃さんは奏太とキャッキャと笑いながら答える。

「そうね。千紗ちゃんのだし巻き卵はお客様にも好評だったし、それでお願い。千紗ちゃんが料理上手で本当に助かるわ。ああ、そうだ。じゃがいもたくさんいただいたから、帰りに持っていってくれる？　残った分はお通しで使っちゃって」

「わかりました。ありがとうございます」

「奏太ちゃんは、じゃがいもはまだダメなんだっけ？」

「いえ、大丈夫です。マッシュにしたり、にんじんと一緒に柔らかく茹でてツナと和えたりしてるので……。ただ、奏太、私が作ったものより、市販されてる離乳食のほうが好きなのかよく食べるんですよね」

　冷蔵庫からタマゴのパックを取り出しながらため息をついた私に、紫乃さんは「別にいいじゃない」と、問題などなにもないような顔で言った。

「市販のものだってちゃんと栄養価は考えられているんでしょ？　だったら別に手作りにこだわる必要はないんじゃない？　どうせあと十五年もしたらとんでもない量食べるようになるんだから、今のうちは楽すればいいのよ」

　抱っこした奏太に「ねー」と笑いかけながら言う紫乃さんに目をしばたたく。

　それはたしかにその通りで、私もわかってはいたのだけれど、こうして紫乃さんに言葉にされると励まされるというか、それでもいいのだと思え、つっかえていたものがとれた気分だった。

　そういえば、少し前にも同じ感覚に陥ったことを思い出し、ふっと頬が緩んだ。

　そもそも紫乃さんと出会ったのは今から約七ヵ月前、奏太を出産した産院でだった。

　私は、出産は無事したものの、母乳がまったく出なくて落ち込んでいた。

　同じ日に出産したほかのママは皆きちんと出ているのに、私だけが出なくて、それは助産師さんがいくらマッサージしてくれても変わらなかった。

　五日間の入院期間、周りの人たちは落ち込む私に『ミルクのほうが腹持ちがいいし』だとか『乳腺炎とかなるとすごい痛いから』だとか励ましの声をかけてくれて、私も笑顔を返していたけれど、本当は自分が情けなくて仕方なかった。

　そんな中、たまたまほかの方のお見舞いに来ていた紫乃さんに話しかけられ、少し雑談しているうちに感情が溢れた。

『あら。じゃあ、シングルマザーなのね。いろいろ事情はあるんだろうけど、これからが少し大変ね』

『はい……。頼れる人もいないので、退院してからこの子とふたりの生活になるのが本当に不安で……。この子の命を守れるのは私しかいないんだからしっかりしなきゃって思うのに、母乳すら出なくて……ほかの人ができていることが私だけできなくて、情けないです』

　話しながら、涙がこぼれていた。

　出産してから、ここからが新しいスタートだから頑張らなくちゃと思った。

　母乳が出なくても、落ち込んでいる暇なんてないと無理やり自分の気持ちを奮い立たせた。

　それでも、ほかの病室から聞こえてくる〝おめでとう〟と喜ぶお祖父ちゃんお祖母ちゃんの声だとか、赤ちゃんの誕生に涙する旦那さんだとか、私がこの子から奪ってしまったものを目にするたびにどうしようもない罪悪感に襲われた。

『でも、頑張らなくちゃ』と妊娠してからは口癖になりつつある言葉を口にしたとき、紫乃さんが言った。

『あのね、今からそんなんじゃすぐにパンクするわよ。どうやったって頑張らなくちゃならないときはくるんだから、手を抜けるところは抜いていいのよ。割り切ってミルクで育てればいいだけの話でしょう？　いいじゃない。子どももすくすく育ってメーカーの売り上げにも貢献できるんだから、胸張りなさい』

　明るく、そして力強く背中を押され、目が覚めた気分だった。

　そのときの気持ちと、今が重なり笑みがもれる。

　あのとき、産院で泣いたのは私のキャパがオーバーしたという理由はあっても、きっかけは紫乃さんの話しやすさだったと思う。

　明るくてサバサバしていて、でも情に厚い紫乃さんが私の気持ちに寄り添ってくれ、自然と涙が誘われていた。

　そう話すと、紫乃さんは『その言い方だと私が泣かせたみたいじゃない』と笑うのだけれど……でも、本当に紫乃さんの温かみのある雰囲気が私を泣かせたのだと、いい意味でそう思っている。

　身寄りがないことだとか、ひとりで出産したことだとかを私から聞きだした紫乃さんは、私の背中をさすりながら『じゃあ、もううちに来なさい』と言った。

『そうしないと私が後悔するもの。この後何十年も、ああ、あの子たちどうしたかなって答えのわからない心配をし続けるのなんて考えただけで地獄だし、無駄でしょ。せめてこの子が走り回れるくらいまでは見届けさせてほしいわ。こう見えて私、経済力もあるし、ついでにあんたに貸せるような不動産もあるのよ』

　私の〝でも〟〝やっぱり〟をすべて全拒否した紫乃さんに押し切られ、紫乃さんがオーナーをしているアパートの一室を破格で借りる運びとなった。

　それから約七ヵ月、紫乃さんには本当によくしてもらっていて、もう頭があがらない状態だ。

　産後一ヵ月が経った頃、働きたいと言った私に、この職場を用意してくれたのも紫乃さんだった。

　最初は、さすがにスナックの仕事は時間帯的にも厳しいかもしれないと思った。でも、奏太のことは、私が見られない間は紫乃さんが見てくれているし、眠くなったら奥の和室で布団に寝させられる。そんな環境は、かえって私にとってはいたれりつくせり状態で、安心して働けている。

　紫乃さん自身もシングルマザーで男の子をひとり育てているから、余計に気にかけてくれたのかもしれない。

　紫乃さんは、『食材くらいなら面倒見てあげられるから、奏太ちゃんが一歳になるまではせめて働かないでゆっくりしたら』とも言ってくれたのだけれど、それはさすがに断った。

　紫乃さんの厚意は嬉しい。

　でも、それを当たり前に受け取るだけにはなりたくなかった。

　紫乃さんがくれた厚意と同じだけを返すのは無理でも、私も誠意を持って少しでも返したい。

　だから、バイト代のいくらかを紫乃さんに受け取ってもらえるようにお願いした。

　もっとも、それでも格安で借りているアパート代の補填分にも足りないだろうけれど。

　焼き上がっただし巻き卵に包丁を入れていたとき、壁にかかっている時計が十九時を知らせる。

　ドアのプレートを紫乃さんが〝ＯＰＥＮ〟に変えた途端、ドアが勢いよく開き、ドアベルの音が響いた。

　入ってきたのは、麻ま希きちゃんという二十歳の女の子。明るい茶髪を腰付近まで伸ばした麻希ちゃんは細身で、今時の子といった感じだ。

　私と同じくバイトだけど、麻希ちゃんはいわゆるフロアレディという役割で、紫乃さんと一緒にお客様の相手をして一緒に飲んだりもする。

　麻希ちゃんは常に笑顔で明るく、お客様からしてもとても気持ちのいい子だと思う。客層は五十代六十代が多いので、見ている限りだと麻希ちゃんを孫のように見て接しているお客様が多い。

　……けれど。

「麻希ちゃん、おはよう」

　カウンター内から声をかけると、麻希ちゃんは私を一いち瞥べつしたあと「おはよ」とぼそりと言うだけ。

　このお店で働き始めた初日、挨拶をしたら『年上でしょ？　敬語いらない』と言われたっきり、私と麻希ちゃんの会話は〝おはよう〟と〝お疲れ様〟のふたパターンのみ。

　お客様相手のときとは違いにこりともしないので、どうやら嫌われているっぽいけれど、それも仕方ない。

　先に働いていたのは麻希ちゃんで、そこにある日突然、私みたいな子どもを連れて出勤する新人が入ってきたらおもしろくない気持ちもわかる。

　しかも、麻希ちゃんは紫乃さんの所有するアパートに住み、部屋は私の真下。

　バイト時間だけでなく、きっとアパートでも奏太の泣き声で迷惑をかけているのはわかるので、せめて必要以上にイライラさせないよう、話しかけないように気をつけている。

　アパートまで同じとなればせっかくだし仲よくもしたいところだけれど、自分の立場をわかっているだけにこの七ヵ月、とくに距離は縮められないままだ。

「麻希ちゃん、遅刻よ」と言う紫乃さんに、麻希ちゃんはわずかに苦笑いを浮かべた。

「すみません。前のバイトが延びちゃって」

　フリーターの麻希ちゃんはバイトをここ以外にもいくつか掛け持ちしている。

　お客様を相手にしているとき以外麻希ちゃんは基本的に無気力な感じなので、そういう話題を聞くと、見た目と違ってパワフルなんだなぁと感心する。

「着替えてきまーす」と低いトーンで言った麻希ちゃんが奥に入っていくと同時にドアベルが綺麗な音を響かせお客様の来店を知らせる。

　入ってきたのは織お田ださんという中年女性の常連さんで、紫乃さんが抱っこしている奏太を見るなり、目尻を下げた。

「よかったー、まだ起きてたのね。この間は二十一時に来たらもうねんねしてたからおばちゃん寂しかったのよー」

「最近、織田さんみたいなお客様が多いのよ。売上順位とったら奏太ちゃんがぶっちぎりで一位なんじゃないかしら」

「しょうがないわよ。だってこんなにかわいいんだから」とひとしきり笑った織田さんが、カウンター内にいる私に顔を向ける。

「千紗ちゃん、これね、娘の家に余ってたオムツなんだけど奏太ちゃんに使えるかしら？　パンツ式のＭサイズなんだけど」

　カウンターに封の開いていないオムツをどんと置かれ、驚く。

「はい。奏太、今ちょうどこのサイズなので……でも、いいんですか？　いただいちゃって」

「いいのいいの。奏太ちゃんが使ってくれるなら私も嬉しいわー」

　紫乃さんにチラッと視線を移すと、微笑んでうなずかれる。

　なので、申し訳なく思いながらもいただくことにした。

「ありがとうございます。助かります」

「それにしても、奏太ちゃんのパパはよっぽどの美形なんでしょうね。こんなかわいい顔の赤ちゃん、なかなかいないもの。ああ、もちろん、千紗ちゃんもかわいいからって意味よ。美男美女なんだろうなって」

　このお店に来る常連のお客様は、私がシングルだということは知っているけれど、詳しい事情はなにも知らない。

　それは紫乃さんも同じだ。

　響一さんとの事情はなにひとつ説明せず、ただ未婚でひとりで出産したということしか言っていない。

　いつか話すかもしれないけれど、それは今ではないと思い、笑顔を作って話題を変えた。

「そういえば、織田さんが好きだって言ってたアイドル、スキャンダルが出てましたね」

「そうなのよー！　もうショックでショックで」

　一瞬で移った話題にホッとしつつ、だし巻き卵をお皿に載せていく。

　それを織田さんが座ったテーブルに出し、紫乃さんから奏太を預かった。

　紫乃さんにも織田さんにもかわいいかわいいと愛でられたからか、ご機嫌な奏太は、まだ言葉にはならない声を発し、ニコニコと笑っていた。

　本当に……奏太のこういうにこやかな顔は、響一さんにそっくりだ。

　高校生くらいになったら響一さんに似てくるかもしれないと考えると、もちろん嬉しいけれど、未だ割り切れていない複雑な思いが胸の端で痛んだ。

　でも、そんな思いも響一さんへの恋心も、時間と共に風化して消えていくんだろう。

　目がとろんとしてきた奏太に微笑みながら、背中をとんとんと優しく撫でる。

　抱き癖があるせいで、奏太が生まれてから私の腕の筋肉量は順調に増加中だ。

　どんなに工夫を凝らしてもお昼寝は布団ではしてくれないから、一時間から二時間ずっと抱っこし続け、あげくにお手製の離乳食は拒否され続ける毎日。

　ミルクを冷やすために用意する氷水は指の感覚がなくなるくらい冷たいし、夜中、奏太に泣かれながらミルクを準備していると、母乳が出たら待たせずにあげられるのに、なんて未だに思いひとりキッチンで落ち込むこともしばしばだ。

　それでも。

「いっぱい遊んでもらえてよかったね。ゆっくりねんねしなね」

　いろいろな人に気をかけてもらえる私は、恵まれていると思うから頑張れる。

　出産前は、初めての育児を前にきちんとできるかが心配で、不安で堪らなかったけれど、その頃に比べたら今は気持ちも生活も落ち着いていた。

　なにより目の前にいる奏太が……響一さんとの間にできた奏太が、愛しくて仕方ない。

「いい子」

　ぐずりもせずに寝入った奏太の顔を見て、自然と頬が緩んでいた。




　お店自体は深夜二時閉店のところ、紫乃さんの心遣いで、私はお客様が少なくなってくる一時頃に帰宅させてもらっている。

　お店を出るのが一時、そこから徒歩五分の場所にあるアパートに帰り、自分のお風呂を一瞬で済ませて布団に入るのが二時から二時半。

　朝は七時頃に奏太が起きるので、寝ぼけ眼まなこでミルクを作る……というのが一日のパターンだ。

　週の半分は夜中の三時頃にミルクを欲しがって泣くので、私の睡眠時間はだいぶ細切れではあるものの、日中の奏太の昼寝時には抱っこしたまま私も横になって眠っているため、全体的な睡眠時間は確保できている。

　食事だって……まぁ、自分のことなのでおざなりになっているのは否めないにしても、三食なにかしらは口に入れているから、問題はない。

　にも関わらず、最近眩暈めまいがしたり疲れが一向にとれないのは……。

「やっぱり歳かな……」

　お店のドアを閉め、外に出たところでひとり呟く。

　ここのバイトの前に別のバイトをしている麻希ちゃんは、最後まで残って頑張るというのに、すでにボロボロの自分が情けない。

『産後の身体で無理するのはやめなさい』

　産後一ヵ月で仕事に出たり、いろいろ勉強したくて寝る時間を惜しんで読書していた私を見て紫乃さんが口を酸っぱくして言っていた言葉が、今さら身に染みる。

　もう三月も終わりなので、外気は冬ほど冷たくない。

　それでも、空気が一番冷え込むこの時間は、まだコートが手放せない。

　街灯があるとはいえ、深夜にひとりで奏太を抱いて帰宅するのは怖いため、いつでも通報できるよう携帯を片手に持ちながら歩くようにしている。

　なので、今日も、バッグから携帯を取り出そうとしたところで、ふと昔のことを思い出した。

　響一さんと付き合い始めてすぐの頃の話だ。

　響一さんの部屋で会い、帰宅する際、毎回送ってくれるので遠慮したことがあった。

　だって、外で会っているならまだしも、響一さんの部屋にいるのに、わざわざ響一さんが私を家まで送る必要はないと思ったから。

　だからやんわりと断った私に、響一さんは眉を寄せ不満を露わにした。

『もし送らせてくれなかったら、俺は千紗から帰宅したっていう連絡がくるまでずっと心配して待つことになるし、その間なにも手につかない。俺が千紗にすることはすべて俺のためだと思って諦めて受け入れてほしい』

　付き合いだしてから気づいたけれど、響一さんはとても過保護だ。

　まだ人通りも少なくならないような時間でも、必ず部屋まで送り届けてくれた響一さんを……別れ際にしたキスを思い出し、キュッと唇を噛みしめた。

　まただ。

　響一さんと離れてからの一年一ヵ月。なるべく考えないように意識しているのに、ふとした瞬間に思わぬところから想い出が溢れ出し、ノーガードだった心が震え、堪らなく切なくなる。

　四日前の空港での響一さんの顔が脳裏に浮かび、また胸が締め付けられる。

　あれからどうしただろう。

　食事はきちんととってるだろうか。

　ちゃんと、元気に過ごせているだろうか。

　傷つけた私が心配する権利はないけれど、どうしても気がかりで仕方ないのが本音だった。

　でも、いくら考えたところで、今後私が響一さんの現状を知る機会など訪れないのだから……とひとりで首を緩く振り、気持ちを切り替えて歩き出そうとしたときだった。

「――千紗？」

　想い出の中と同じ声で呼ばれ、咄嗟に顔を上げる。

　視界に映ったのは、間違いなく響一さんで、驚きのあまり声を失った。

　ここは、響一さんの会社からもマンションからも、少し離れている。

　最寄り駅は乗り継ぎができるような大きな駅じゃない。それなのにどうしてここに、しかもこんな時間に響一さんがいるのかがわからず困惑していた。

　スーツ姿の響一さんは、私をじっと見たあと、店内からの明かりが溢れる〝ＹＵＫＡＲＩ〟に視線を移す。

　誰かと一緒ではなくひとりだった。

　空港で会って以来の再会に、じわじわと響一さんへの愛しさが膨らみ胸をいっぱいにするので、慌てて気を引き締めた。

　喜んでいる場合じゃない。

「こんな遅くに子ども抱えてなにしてるんだよ」

　響一さんにしては珍しくピリッとした声色と、少し強引な口調だった。

「この店から出てきたよね？」とすぐに問われ、内心焦る。

　もしもここで働いているなんて知られたら、〝旦那はなにしてるんだ〟って話になるのが簡単に想像できる。

　そうなったら、ごまかせる自信はない。

　だから「あ、えっと、知り合いに会いに……」と話し始めたところで、背にしていたお店のドアが開く。

「ああ、千紗ちゃん。よかった、まだいて。明日なんだけど、ちょっとやってもらいたい作業があるから十七時に入れる？　奏太ちゃんのお昼寝の時間とかあるなら……あら。ごめんなさいね。お邪魔だったかしら」

　顔を覗かせた紫乃さんが、話している途中に響一さんに気づき、口元を縦にした手で隠す。

　目の前に立つ響一さんの顔が、紫乃さんの言葉にわずかに強張った気がした。

「あ、いえ。わかりました。十七時に来ます。おやすみなさい」

　笑顔を作って振り向く。

　紫乃さんは、響一さんを見て思うことはあっただろうに、なにも言わずに「おやすみ。気をつけて帰るのよ」と微笑んで手を振った。

　パタンとドアが閉まると同時に、沈黙が落ちる。

　なにも言わない響一さんの視線がまるで私を責めているように思え、目を伏せた。

「今の女性は、この店のオーナー？」

「……はい」

「じゃあ、千紗は普段、十七時から深夜までここで働いているってことか」

　今の紫乃さんとの会話からそう解釈したらしい響一さんに、首を振る。

「あ、いえ。違います。普段は十八時から……」

「始業時間の誤差はどうでもいいよ。俺が確認したいのは、この店で千紗が深夜まで働いているかどうかって点だけだから」

　じっと見ながら「答えは？」と聞かれれば、嘘はつけなかった。

「働いてます」

「子どもを連れて、こんな時間まで？」

「はい」

　でも、本当によくしてもらっていると伝えようとしてやめる。

　私がここでどんな扱いをされていようが響一さんには関係のないことだと思ったから。

　響一さんだってもう、勝手に子どもを生んでいた私となんて関わりたくもないだろうに、彼は私の進路を塞ぐように立ったまま動こうとしなかった。

　緊張感からか足元がグラつく。

「立ち入ったことを聞くけど、千紗の〝旦那さん〟は、今どこでなにをしてるの？　まさか、子どもを抱えた千紗を働かせて自分は家で寝てるなんて言わないよな」

「いえ……その、仕事で」

「仕事？　こんな遅くまで？　それが事実だとして、それなのに自分の妻を夜の店で働かせないと暮らしていけない経済状態なら、今の生活や職場についてよく考えてみたほうがいい」

　私がなんとかついた嘘の説明に、響一さんの正論がかぶさってくる。

　響一さん相手に嘘はつきたくないのに、一向に立ち去ってくれないどころか質問を畳みかけてくるので、焦りから心臓がドクドク鳴っていた。

　あまりに速く動くせいで眩暈を感じ、ぐっと足を踏みしめるも、間に合わずに一歩よろけてしまう。

　そこを響一さんが支えてくれた。

　しっかりと肩を支える腕に本当だったらドキドキしていたのだろうけれど、そんな余裕はなく、ただただ視界がぶれることからくる気持ち悪さに耐えるのに精いっぱいだった。

　奏太を抱く腕に力をこめる。

「千紗？」

「あ、すみません……ちょっと眩暈がして」

「眩暈？」

「大丈夫です。薬も飲んでるし、時間が経てば少し治まると思うので」

　眩暈を感じるようになったのは数ヵ月前から。常に感じるというよりは、調子の良し悪しがあって、日によって症状の強さは変わる。

　病院を受診して、漢方薬も処方してもらっている。

　自律神経の乱れが原因なので、即効性のある薬を飲んで治すのではなく、漢方薬を服用して神経や体質を整える治療がいいと説明を受けた。

　漢方薬を飲み始めてから数ヵ月が経つけれど、その効果はまだあまり感じない。

　だから、奏太が夜泣きせずに眠り続けるようになるまではこのままでも仕方ないんだろうなと覚悟していたものの、まさかこんなときに症状が出るなんて、と呑気にかまえていた自分を恨む。

「薬……突発的な眩暈じゃなくて、継続的に症状があるってことか」

　下手に薬なんて言ってしまったせいで、目元を歪めた響一さんがそう呟く。

　ふらついただけだと説明すればよかったと後悔したけれど、もう遅かった。

「タクシーを呼ぶから、少し我慢できる？　俺の車にはチャイルドシートがついてないし、用意するよりもタクシーのほうが早い」

　片手で携帯を操作しながら言われ、首を横に振る。

「いえ、あの、本当に大丈夫……」

「もしもこの子を抱いたまま転んだら危ないよ」

「それは……じゃあ、お店に戻って休ませてもらうので、響一さんはもう……」

　顔を上げて訴えている途中に、響一さんが言う。

「こんなに顔色の悪い千紗を放って帰るような男だと思われているなら心外だな」

　その言葉に思わず黙った私を見て、響一さんがわずかに目を細めるので……諦めて、うつむいた。

　それは以前、響一さんと付き合う前にも言われた言葉だ。

『こんなにボロボロ泣いている水野さんに背中を向けて仕事に戻るような男だと思われているなら心外だな』

　副社長室でふたりで過ごした時間が蘇って、もう拒否する気力なんて消えていた。

「……前にも聞きました」

「そうだね」

　ボソッと言っただけの私の声に、響一さんが優しいトーンで相槌を打つ。

　たったそれだけなのに、嬉しくて泣きそうだった。




　響一さんが呼んでくれたチャイルドシートつきのタクシーはキッズタクシーと言うらしい。

　運転も穏やかで奏太も目を覚ますことなく眠っていたので、私もホッとして目を閉じようとしたとき、助手席の響一さんに話しかけられる。

「その子の名前は？」

　なんでもない質問なのに答えに一瞬ためらったのは、響一さんの名前から連想する文字を使っているからだった。

〝響〟が音に関係するから、〝奏でる〟の漢字を選んだ。

　響一さんみたいに素敵な男性になってほしいと思ったから。

　もしも響一さんが奏太の名前を知ったとき、なにか勘づかれる可能性は考えた。それでも……譲れなかった名前だ。

「……奏太です」

　震える声で告げた私に、響一さんはしばらく黙ったあと、運転席のうしろに座る私に視線を向けた。

「奏太、か。いい名前だね」

　優しく微笑まれる。

「……少し、休みますね」

　うっかり泣きそうになった顔を隠すため、窓のほうを向き目を閉じ……そのまま車に揺られた。




　そして、ほどなくして到着したのは高級そうなホテルで、フロントでチェックインを済ませた響一さんに連れられるまま入ったのは、どっからどう見てもスイートルームだった。

　ベッドルームのほかに、リビングのようなくつろげる部屋やキッチンがある造りで、照明だとかベッドのサイズだとか、いたる場所に高級感がちりばめられている。

　付き合っている頃は何度か泊まったことがあるし、スイートルーム初体験というわけでもないのにやっぱり腰が引ける。何度来ても慣れるものではなさそうだ。

　響一さんが私をベッドに座らせ、横になるように促す。

　とりあえず、大きなベッドの真ん中に奏太を寝かせたところまでは覚えているのだけれど、そこから先はプツリと電源が切れたように意識が途絶えた。










◇白状した日




　目が覚めて一番に視界に映ったのは、絞った照明の中で主張するダマスク柄のグレーの天井だった。

　欧州のイメージが強い柄を、オシャレだなぁと思いながらぼんやりと眺めていてハッとする。

　気を失う前のことを思い出したからだ。

　咄嗟に右隣を見て奏太を確認する。一応キングサイズのベッドの中央に寝かせたとはいえ、寝返りを二度三度繰り返せばベッドから落ちてしまう可能性もある。

　記憶と同じ位置で落ち着いてスヤスヤと眠っている奏太に、とりあえず胸を撫で下ろした。

　それから、呑気に寝ている場合じゃないと上半身を勢いよく起こそうとしたところで、横から伸びてきた手に止められる。

　視線を動かすと、ベッド横に置いた椅子に座った響一さんが私を見ていて……重なった眼差しに胸がグッと押し付けられたように苦しくなった。

　ワイシャツ姿の響一さんに「気分はどう？」と聞かれ、戸惑いながら答える。

「あ、えっと、少し動いてみないとわかりませんが、眠る前よりはだいぶよさそうです」

　こうして迷惑をかけている以上、下手に隠すのもよくないと思い正直に体調を説明する。

　響一さんは「そっか」と安心半分、心配半分の顔をした。

「あの、今って何時ですか？　もしかして私、すごい寝てたんじゃ……」

　カーテンが閉まっているから外の明るさはよくわからない。

　けれど、頭のスッキリ具合がこの七ヵ月感じたことのないレベルだったので、相当眠っていたんじゃ……？と思い聞いた私に、響一さんは「九時前だよ」と教えてくれた。

「九時前……」

　どうりでスッキリしているはずだ。

　寝入ったのが二時だとして、七時間近く寝ていた計算になる。それだけまとまった睡眠時間がとれたのは、出産後、退院してからは初めてだった。

「そうだ。これ、千紗の鞄。奏太くんの月齢で調べたら、まだ夜ミルクを飲む子もいるってあったから、哺乳瓶とミルクを出すために一度開けたんだ」

「え……っ」

「事後報告になってごめん」と申し訳なさそうに謝る響一さんに動揺する。

　だって、マザーズバッグの中には母子手帳が入っている。

　表紙にある父親の名前は空欄のままだし、私の名前も〝水野〟という旧姓のまま。もしも見られていたら疑問を持たれて当たり前だ。

　だから焦っていたのだけれど、響一さんは勝手にバッグを漁ったことを私が怒っているととったようだった。

「ごめん。千紗が知ったらいい気はしないとは思ったんだけど、もし持っていないならホテル側に用意してもらう必要があるし、確認したかったんだ」

　再び謝られたので、慌てて上半身を起こし首を横に振った。

「いえ、いいんです。それで、奏太は泣きましたか？　私、全然気づかなくて……」

　いつもだったら気づくのに昨夜はまったくわからなかった。

　慣れない場所でそこまで熟睡していたのか……。

　自分自身に驚きながら聞くと、響一さんが困ったような顔で笑った。

「千紗が起きないように細心の注意を払ったからね。奏太くんが泣き出しそうになったところですぐにミルクをあげたから。知らない俺に抱っこされながらだと不安だろうから、千紗の鞄に入っていたタオルを奏太くんの顔の近くにあてたんだけど、泣き出さなくてホッとしたよ。ああ、お湯はちゃんと煮沸したものを用意してもらったから」

「そうだったんですね……すみません、なにも知らずに呑気に寝てて」

「いや。千紗にしっかりとした睡眠をとらせることを最優先したかったから。ぐっすり眠れたならよかった」

　にこりとした顔で言われる。

　様子を見る限り響一さんの態度に変わったところはないので、母子手帳は見られていなそうだと内心ホッとしていた。

「あ……でも、夜ずっと見ていてくれたんですか？　もしかして響一さん、寝ていないんじゃ……」

　奏太が泣き出しそうになったところでミルクをあげたってことは、ずっと奏太の様子を見ていてくれたってことだ。

　きっと、ミルクをあげたあとも見守ってくれていたんだろう。

　だって、いつも私は眠っていても、奏太の軽いぐずりにも意識が浮上するのに、それすらも一度もなかったから。

　二時から九時まで、七時間もずっと……と思い申し訳なさでいっぱいになっている私に、響一さんが微笑む。

「いや、あっという間だったよ。ふたりの寝顔を眺めて……いろいろ考えていたら朝だった」

　組んだ足に頬杖をついた響一さんが、私たちをじっと見つめながら言う。

　向けられる眼差しが意味深に思え、堪らず目を逸らす。

　響一さんは洞察力があるし、目を合わせていたら、私の気持ちなんてすぐにバレてしまう気がした。

　眠っている間もこうやって見られていたのだろうかと思うと恥ずかしさが襲ってきたけれど、ドキドキと軽快に響きだした胸にハッとする。

　本能のまま響一さんに恋心を弾ませていてはダメだ。

　響一さんと私は別れたのだし、いくら体調が悪かったとはいえ、同じ部屋に宿泊するべきじゃなかった。

　せっかく空港で必死の思いで、響一さんを追いかけてすがりたくなる気持ちを止めたのに、こんなところで揺らいでいたら意味がない。

「響……いえ。国峰さん。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。この部屋の宿泊代は私が持ちます」

　一線引いて接するべきだと思い直し態度を変えた私に、響一さんは明らかな不満を表情に出す。

　そして、私を見る目を冷たく細めた。

「あまり俺を煽らないほうがいいよ」

　別に喧嘩腰の態度をとったつもりはないだけに眉を寄せると、響一さんが続ける。

「千紗、自分がどれだけ勝手なことをしたかはわかってるよね。……まぁ、それが千紗の本心からとった行動かどうかは別としても、真面目で優しい千紗は、俺に対して申し訳ないと思っているし、俺のためだったらお詫びになんでもしたいくらいには感じてるはずだ」

「……だから、宿泊代なら」と言いかけたところで遮られる。

「俺の言うことをなんでも聞いてくれるのなら、そういう他人行儀な態度はやめてほしい。距離を作ろうとされるのは……正直、耐えられない」

　響一さんの綺麗な顔が悲しさに歪む。

　それを見た途端にどうしようもないくらい胸が締め付けられ、息がつまった。

　空港で別れ話をしたときだってそんな顔しなかったのに、どうして今さら……。

　私だって、本当は――。

　うつむき、白い布団をギュッと握りしめると、手の甲の骨が浮き上がる。

　うっかり膨らんだ想いを衝動のまま口に出しそうになったとき、奏太の「うー」という声で我に返った。

　目を覚ました奏太がベッドの上で寝返りを打ち器用にお座りをする。

　最近覚えた一連の動きが上手に決まり、本人も嬉しそうに笑うので、つられて笑顔になった。

「奏太、おはよう。上手にできたね」

　褒めながらも、奏太がそのうちにミルクを欲しがって泣き出すのはわかっていたので、バッグの中から哺乳瓶を探そうとして、夜中に響一さんが使ったことを思い出す。

「すみません、あの、哺乳瓶は……」

　奏太を見て目を細めていた響一さんが、「ああ、そうだった」と立ち上がり、キッチンに向かう。なので、奏太を抱き上げて続くと、作業台の上で乾燥中の哺乳瓶が置いてあった。

　その横に並んでいるのは、小さい桶サイズのプラスチックの容器と、私も使っている哺乳瓶専用の消毒液。

　哺乳瓶を消毒液に浸からせるためのプラスチック容器も消毒液も、私の持ち物ではない。

　驚いて見上げた私に、響一さんは哺乳瓶の口をタオルでしっかりと拭きながら言う。

「実は、ミルクの温度だとかネットで調べた情報だけだと心配だったから、秘書の梶に電話したんだ。梶のところも一歳の子がいるから詳しいかと思って。夜中だし申し訳ないとは思ったけど、奏太くんになにかあったら嫌だからそっちを優先した」

　そういえば、私が二週間秘書をしたあとはベテランの梶さんが担当するという話だった。

　今も変わらず梶さんのままなのか……。

　会社での雰囲気を思い出し懐かしくなっていると、響一さんが乾いた哺乳瓶を持ち移動するので続く。

「一緒に必要な消毒用品も聞いて、ホテルの使用人に揃えてもらったんだ。ミルクは１２０でいいの？」

　当たり前のように準備にかかってくれる響一さんに、戸惑いながらもうなずく。

　本来なら遠慮すべきところだ。

　でも、脳裏にさっきの響一さんの悲しそうな顔がチラつくせいで、よそよそしい態度はとれない。

　空港でひどくつらい思いをさせたのはわかっているだけに、これ以上悲しませたくなかった。

　でも、そんなのは私の都合のいい言い訳であって、もしかしたら本心ではただ響一さんと普通に話していたいだけなのかもしれない。

　そんな自分にため息をつきながらついていくと、響一さんがティーカップやアメニティーの置いてある棚の前で足を止めた。

　ポットの横には、私がバッグの中に小分けにして入れている粉末ミルクが並んでいる。

　三連になった容器に入れているのだけれど、ひとつはバイト中にお店で、ひとつは夜中に響一さんが使ったため、残りはひとつだけだった。

　本来ならひとつで足りるのだけれど、万が一のためにと、常に三連にして持ち歩いていてよかったと思う。

「ところで、千紗は毎回どうやって冷ましてるの？」

「真冬は水道の流水で冷やしてますけど、基本的には氷水です」

　私の答えを聞いた響一さんが「だからか」と納得した声を出す。

「手が荒れてるから」

　言われて確認すれば、たしかに手の甲は赤く荒れ、ところどころひび割れている。

　最近は、奏太が食べてくれる離乳食づくりに躍起になっていたし、バイト先でも調理する機会が多いので、おのずと水仕事が増えていた。

「ダメだよ。自分のことも大事にしてくれないと」

　つらそうな微笑みで言われ黙ると、響一さんが哺乳瓶にお湯を注ぐ。

　けれど、１２０ミリまでいかないところで止め、水筒の横に置いてあったペットボトルを手に取った。

「ミルクの湯冷まし専用の水だから安心してくれていい。これで薄めればすぐに飲める温度にできるって梶が教えてくれたんだ。ネットで購入できるし、今の住所を教えてくれれば何ケースか送るよ」

　人肌になったミルクを響一さんが手渡してくれるのでお礼を言って受け取る。

「ありがとうございます。でも、大丈夫です」

　住所は、教えられない。

　もともとバイト先だって教えるつもりはなかったし、もう二度と会うつもりさえなかったのだ。

　まさかの偶然が重なってこうして今同じ部屋にいるけれど、この先、響一さんとのつながりを持つべきでないことくらい私だってわかっているし、もとよりそのつもりはない。

　だから断ると、響一さんは私をじっと見つめた。

　観察するような眼差しが私を暴こうとしているみたいで、心臓がギクッと鈍い音を立てる。

「ひと晩帰らなかったのに、連絡ひとつ寄越さない男に義理立てする必要はないと俺は思うけどね」

「え……？」

「俺だったら、心配で千紗の携帯の着歴が埋まるくらい電話するし、とっくにＧＰＳなりで居場所を突き止めて乗り込んでるよ。でも、千紗の携帯は夜中も今も、一度も鳴っていない」

　ドクッと大きく鼓動が跳ねる。

　携帯が鳴らないのは当然だった。

　だって、帰りが遅くて心配するような人は、誰もいないから。

　その事実がバレるのが怖くて、ごまかすように笑顔を作った。

「それぞれ、いろんな事情があるんです。たしかにうちは普通とは違うかもしれない。でも、それでも私は……この子の父親が大好きだから。これでいいんです。響一さんは口を出さないでください」

　はっきりと告げた私に、響一さんはひとつ息をついたあと目を細めた。

「心配くらいはさせてほしい。あと、ミルクはできるなら俺があげたい」

「ダメです。私の特権なので」

　ビシッと言うと、響一さんがおかしそうに笑った。




「それで、この間の、奏太ちゃんに似てる超美形は誰なの？」

　響一さんと偶然会った日から四日後。

　いつも通り十八時に〝ＹＵＫＡＲＩ〟に入り、お通しのポテトサラダを作っているところで紫乃さんに問われる。

　本当なら、響一さんと顔を合わせた翌日に聞いてきてもよさそうなのに日を置いたのは、紫乃さんの心遣いだろう。

　それがわかったので、ごまかしはなしで答える。

　紫乃さんにはいずれ話せたらと思っていたから、今がそのときだ。

「奏太の父親です」

「そうだと思った。そっくりだものね」と言い微笑む紫乃さんはお見通しのようだった。

　皮を剥いたじゃがいもとニンジンを蒸かしている間に、玉ねぎをスライスして水にさらす。

　奏太は奥の和室でお座りをして、ひとりで知育玩具で遊んでいた。

　最近は、私の姿さえ見えればひとりで一時間くらいは平気で遊べるようになった。正直助かるものの、そんな長時間私は見守り状態でいいのだろうかと保健師さんに相談したら、集中している間はひとりで遊ばせていていいと言われた。それも成長過程で大事だそうだ。

　なので、飲み込んでしまうサイズのものを排除した上で好きに遊ばせている。

「ひとりで生んだって言ってたし、頼れる人もいないって言うからなにか事情があるんだろうとは思ってたけど……どうして別れたの？」

　カウンター席に座った紫乃さんが聞く。

　そうしながらも、視線はチラチラと奏太を確認してくれている。

「彼……国峰響一さんって言うんですけど、国峰プロダクツの御曹司なんです」

「え、国峰って……あの？　建築関係ですごく有名よね？　大きな駅前には必ずといっていいほど国峰のホテルがあるし……え、相当の御曹司よね？」

　驚いた様子で言われ、苦笑いをこぼす。

「はい。私も元は国峰プロダクツで社員として働いていたんです。そこで出逢って付き合うようになったんですけど、響一さんのお父様、つまり社長は別の女性と響一さんを結婚させたがっていて……。なので、彼には内緒で奏太を生んだんです」

「待って。それじゃあ、国峰さんは奏太ちゃんが自分の子だって知らないの？」

「はい。たぶん、私がほかの男性との間に作った子だと思っているはずです。……響一さんがそう勘違いするように話を持っていったので」

　ポテトサラダに入れるハムを包丁で切りながら続ける。

「親に反対されたまま結婚するのは嫌だったし、家柄がしっかりした女性と結婚したほうが響一さんのためになるという社長の気持ちもわかるので……それに、私も頑張るだけ頑張ったし、納得の上での決断なんです」

　野菜室からきゅうりを取り出し、薄くスライスしていく。

　それを器に入れ塩をひと振りして、水気が出るのを待つ。

「紫乃さん、タマゴまだ余ってるならポテトサラダに入れます？」

「ああ、そうね。千紗ちゃんの味覚は信頼してるし適当にしてくれていいわ。それより、ずいぶん聞き分けよく別れられたのね。普通、もっと自分の気持ちのまま突っ走っちゃうものだと思うけど」

「聞き分けよくなんかなかったですよ。むしろ、私ほどあがくのは珍しいくらいだと思います」

　自嘲して笑った私を見て、紫乃さんは思い当たる節があるのか、苦笑いをもらした。

「たしかにそうだったわね。よくあがいてた。お料理の勉強も知識を増やすための読書も、資格も、全部……なるほどね。やっとつながったわ」

　そこで一旦話を切った紫乃さんが聞く。

「でも、そこまで好きなら駆け落ちとかは考えなかったの？」

　冷蔵庫から取り出したタマゴを水の入った鍋に入れ、コンロの上に置き火をつける。

　十五分でタイマーをセットしてから紫乃さんと目を合わせた。

「国峰プロダクツの御曹司が駆け落ちなんてしたら、ニュースになっちゃいますよ」

「まぁ、それもそうだけど」

「それに、うちの両親がまさにそんな感じだったんです。反対されたのは学生結婚だったからみたいですけど。両家から勘当される形になってまで結婚したのに、結局、私が物心つく頃には不仲になって、私が高校卒業すると同時に離婚してました」

　そんなだから、私には親族はいないに等しい。

　唯一、父方の祖母からは手紙がたまに届くけれど、それも数年に一度程度。親しくないというだけでなく、学生結婚に反対していた祖母には未婚での出産はどうしても言えなかった。

「そうなの……ああ、だから千紗ちゃんには身寄りがないのね。両親はそれぞれ新しい家庭を持ってて、両家の祖父母からは勘当状態。……あまり人様の親を悪く言いたくはないけど、勝手な話ね」

　眉を寄せた紫乃さんに曖昧に微笑んでから、奏太に視線を移す。

　奏太は、ぬいぐるみのカバの大きく開いた口にブロックを詰め込んでは取り出すという作業を延々と繰り返していた。

　なにが楽しいかはわからないにしても、親馬鹿ながら一生懸命遊んでいてかわいいなと思う。

　響一さんのときとはまた別の場所がキュンとなる。

「そういうことを身を持って知っていたっていうのもあるし、響一さんと社長の関係が私のせいでこじれるのが嫌だっていう気持ちもあって……なんて。いろんな言い訳ができますけど、一番は怖気づいたんです。私」

『響一には、いずれ私が選んだ女性と結婚させるつもりでいる。家柄的にもなんの申し分もない女性で、教養もある。きっと会社にとってもプラスになるだろう。君は、この女性よりも響一の人生を豊かにする自信があるだろうか』

　あの問いにうなずけなかった時点で、すでに私は逃げ腰になっていたんだと思う。

　あれが……社長室でのあのときが、きっと、ひとつ目の分岐点だった。

「私の持っているできる限りで、響一さんを幸せにしたいと思ってました。そうなるものだとも、たぶん、どこかで思い込んでいたんだと思います。でも、そんなのうぬぼれでした」

　私の持っているものなんてたかが知れている。

　写真の女性が持っている、家柄、教養、コネクション。そういう目に見える響一さんの未来を輝かせるものを前に並べられたとき、私が戦えるカードなんて一枚もなかった。

　それを思い知って、わからなくなった。

　気持ちだけで突っ走っていいのかどうか。

　それが許される相手ではないんじゃないかって……怖くなった。

「今まで響一さんだけを見て都合よく付き合ってきたけど、そのうしろにある国峰って名前の大きさに初めて気づいて、なにも言えなくなった。気持ちだけは負けないと思ってたし、好きだって想いは確実に私の中にあるのに、急に、自信が持てなくなったんです」

　蒸かし終えたじゃがいもとニンジンをボウルに入れる。

「妊娠に対する不安だとか、響一さんの婚約者候補の存在だとか、響一さんの海外赴任だとか……現実を前にして、私、もういっぱいいっぱいで、一瞬、逃げ腰になったんです。そんな自分が許せなかった」

　怖かった。

　受け入れる体勢も覚悟もなにひとつ整っていないのに、次々に投げつけられる現実に、どうしていいのかわからず、でも誰にも相談できなくて、不安や恐怖に耐えきれなくなった。

　でも、そんなものよりも一番ショックだったのは一度でも逃げたいと思った自分だった。

「国峰さんには自分の気持ちをなにひとつ伝えずに、国峰さんの気持ちも聞かずに無視して別れたってわけね」

「はい。……でも、そんなひどい仕打ちして逃げたのに、四日前に偶然会っちゃって」

「なるほどね」

　ふーと長い息をついた紫乃さんは、店名の入った細長い手のひらサイズの紙袋に割り箸を入れながら私を見る。

「まぁ、事情が事情だし、千紗ちゃんの気持ちもわかるけど。私だったら別れるにしても、子どもを武器に国峰パパを脅して、三年分くらいの生活費をもらってから別れたわね」

　思わず「えっ」と声をもらして振り向いた私に、紫乃さんは眉を寄せる。

「当然じゃない。こっちは本当に好きなのに別れるっていう選択肢を選ぶんだから、相応のものはもらわなくちゃ」

　最後に「本気だったんでしょ？　それくらいわかるわよ」と力強く言われ、うなずくより前に涙がこみ上げた。

　そんな私に気づいた紫乃さんが「あ、もう、また？」と困り顔で笑う。

　仕方ないんだから、と聞こえてきそうな顔をする紫乃さんから優しさが伝わってきて、熱い涙が頬を伝っていた。

　押し付けるように何枚もティッシュを渡され涙を拭いていると、紫乃さんが呆れたようなため息をつく。

「でも、それくらいのことが千紗ちゃんにできていたら、産後一ヵ月から働くような事態にならなかったのにね。あまりに〝大丈夫です〟って言い張るし少しでも稼ぎたいのはわかるから強くは反対しなかったけど、産後きちんと休まずに無理し続けたら、今はよくても後からボロがでるものなのよ」

「……すみません」

　何十回目かわからない助言をされ、謝る。

「ただでさえひとりで育てていて大変なのに、眩暈なんか出ちゃってかわいそうに……。もっとズルく自分勝手に生きられれば楽でしょうにね」

　まったくといった顔で言われ、ふっと笑みがこぼれた。

「十分勝手ですよ。私、妊娠してるってわかったときも、響一さんと別れなくちゃならない可能性を考えたときも、不安はあっても一度もおろそうとは考えませんでした。きっとひとり親じゃ苦労させるし、奏太の気持ちを考えれば喜んでなんかいられないのに、嬉しいって思いはずっと変わらなかったんです。響一さんとの子どもだから」

　涙の水分を含んで重たくなったティッシュをゴミ箱に捨て、手を洗う。

「私は自分の幸せのために奏太を生んだんです。だから、私、十分勝手です」

　ふふっと笑っていると、ひとり遊びに飽きたのか奏太がうーうー唸りだす。

「待ってね。ママが今行くよー」

「紫乃おばちゃんも行っちゃおうかなー」

　私のうしろに続いて和室に入ってきた紫乃さんに思わず笑ってしまう。

　もしも、普通の家庭に育って子どもを連れて実家に帰ったらこんな感じなんだろうなと思うと胸が温かくなった。




　アパートに戻り、奏太をそっと布団に寝かす。

　落ち着いて寝ているのを確認してから、五分ほどで急いでお風呂を済ませ、バスタオル一枚の状態でまた奏太の様子を見る。

　烏の行水とはまさに子どもを持つ母親のお風呂タイムを言うのだと思う。

　いかに音を立てず、いかに素早く済ませるか毎日己との戦いだ。

　弱風のドライヤーで髪を乾かしてから布団に入り、枕元のライトをつける。

　そして、手を伸ばし本棚から日本家屋について書かれた本を取り出しペラペラとページをめくり眺めた。

　深夜二時過ぎ。部屋には奏太の寝息と時計の秒針の音が響く。

「石場建てと土台敷き……どっちのほうが木が持つんだろ。風が入るほうが湿気は逃がせそうだけど」

　構造の違いを不思議に思い呟き、自分の声にハッとする。

　もう、こんな風に勉強する必要はないのに、この一年一ヵ月でついた癖がなかなか抜けない。

「もう、無駄なのに」

　まだ私はあがき足りないのだろうか。

　未だここからどうにかならないかという希望を捨てられないなんてどうかしている。

　諦めの悪い自分に苦笑いをこぼし、枕元のライトを消す。

　隣には誰よりも大事な奏太が寝ているっていうのに、心が響一さんを求めてやまない。

　秒針の音が響くたびに胸が軋むようで、その痛みに目をきつくつぶった。










◇想定外の日々




　人生とはなかなか思い通りには進まないものだ。

　予期せぬ妊娠でも、その直後の社長室への呼び出しでも、そして二週前の響一さんとバッタリ事件でもそれをわかっていたつもりだったけれど、まだ甘かったらしい。

〝ＹＵＫＡＲＩ〟のカウンター席に座る響一さんの姿を見てそう思う。

　このお店の前で再会してからというもの、響一さんはちょこちょこ顔を出すようになり、今週はもう三回目だ。

　最初は焦ったし、会うと気持ちが揺れてしまうから、できたら来てほしくないというのが本音だった。

　けれど、お客様として来ていると言われれば、来ないでほしいなんて口にできない。なにか言いだしそうな私に気づいてか、紫乃さんが睨みをきかせているから余計に。

　奏太は奥の和室で静かに寝息を立てている。

　慣れなのか、いつの間にかこの環境でも眠れる子になっていたので、家で寝ているときも周りの物音に鈍感でとても助かっている。

　二十一時を過ぎた頃に来店した響一さんが飲むのはウーロン茶。

　響一さんが初めて〝ＹＵＫＡＲＩ〟に来たのが先週の木曜日。その日、お店で扱っているアルコールの中で一番高いボトルを入れたのに、まだ手をつけていないのが不思議だった。

　決して弱いわけでもないのに。

　もしかしたら、ボトルを入れたのは挨拶代わりだったんだろうか。

　喜んだ紫乃さんはすっかり響一さん贔屓になったため、響一さんには来てほしくないと思っている私がアウェー状態だ。

　響一さんが『千紗が住所を教えてくれないから、ここに持ってきた』と言い持ち込んだミルクの湯冷まし専用のペットボトルふたケースと、やたらいい香りがして伸びも持ちもいいハンドクリームも本来なら断るところなのに、紫乃さんが『ご厚意なんだからちゃんと受け取りなさい』と言うのでお礼を伝えやむを得ず家に持ち帰った。

　最初は渋々だったけれど、実際に使ってみると、ミルクの湯冷まし用のペットボトルもハンドクリームもとても重宝していて今となっては欠かせないほどだ。

　なので、それを伝えると、響一さんは嬉しそうに微笑んでいた。

「でも、ありがたかったですけど、もう大丈夫ですから」

「そこは俺の好きにさせてもらう」

「お客様のご厚意は素直に受け取るものよ、千紗ちゃん」

「いえ、私、接客要員としてじゃなく、裏方で雇われてるので、そういうのは……」

　別の席にいるっていうのに、響一さんと私の会話に大声で割り込んできた紫乃さんに返していると、響一さんが言う。

「俺も〝ただの客としての厚意〟のつもりはないよ。だから千紗がどういう雇用契約を結んでいるかは関係ない」

　目を細め告げられた言葉に、マカロニサラダを出そうとしていた手がピタリと止まる。

　付き合う前、響一さんが好意を隠さず見せてくることに戸惑っていた頃を思い出した。

『まさか、なにも気づいてなかった？』

　そう聞かれたのは三年前。

　そのときと同じ顔で私を見てくる響一さんに、なにも答えずマカロニサラダののったお皿を出した。

「これ、千紗の手作り？　この間来たときのお通しもそうだったよね。鶏肉ときゅうりの梅和え」

「そうです。お通しは任せてもらっているので」

「味付けも要領のよさも、付き合っている頃と少し変わった。相当努力したのがわかる。……ああ、昔も十分おいしかったからそこは誤解しないでほしい」

　料理の練習を重ねたのは事実だった。

　響一さんが日本を発ってからたくさん料理本を読み込んで、毎日三食しっかり作って勉強した。

　必死に料理の腕を上達させようと頑張りながら、いつか響一さんにも食べてもらえたら、とは考えていた。

　だから、機会が訪れたのは嬉しいのだけれど、当然ながら望んでいた形ではない。悲しめばいいのか喜べばいいのかわからずに曖昧な笑みがこぼれそうになったとき、響一さんの視線が私をとらえた。

　身動きを封じるような重たい眼差しに身体が強張る。

「〝旦那さん〟も喜んでるだろうね」

　突然の言葉に、心臓がギクッと音を立てた。

　それまでとは変わった、ピリッとした緊張を含んだ雰囲気が場にただよう。

　下手な受け答えをすれば響一さんは私の隠している事実に気づくだろうから慎重に考えなければ……と内心焦っているうちに、ほかのテーブルに挨拶に回っていた紫乃さんがカウンター席に戻ってきたからホッとした。

　今はまだお客様ひと組だけで、麻希ちゃんが接客をしていた。

　紫乃さんは響一さんの隣に座ると「国峰さん、本当にいい男ねー」と感心したような声を出す。

「それだけの容姿をしてて、しかも御曹司なんて肩書まであったら無双状態じゃない？　今までどれだけの女泣かせてきたのかしら」

　始まったのが恋愛話だったので、それとなしに紫乃さんを見る。

　響一さんと私の関係は話してあるのにどうしてわざわざこんな話題を選ぶのだろう。そう思っていると、紫乃さんはパチンとウインクした。

　紫乃さんはとてもとてもいい人でもちろん感謝しているけれど、若干、お節介な節があるので、正直、嫌な予感しかしなかった。

　響一さんは困ったように微笑んで答える。

「誤解ですよ。俺はそもそも潔癖なところがあるから、本当に好きになった子としか付き合わないし、適当な気持ちで遊んで傷つけたこともない。……ああ、でも、最近ひとり泣かせちゃいましたね」

　そう言った響一さんのトーンは下がっていて、申し訳なさが滲んでいた。

「泣いて負の感情を発散させるのが苦手な子だったから、その子が少しでも笑って過ごせるように、俺がそばにいて支えようと決めて、うまく甘やかして泣くにしても俺の前でだけにさせようと思ってたんですけどね」

　響一さんがゆっくりと視線を私に向ける。

「たぶん、陰で泣かせてたと思います」

　じっと私を見つめながらの言葉に動揺し、心臓が掴まれたように痛くなる。

　響一さんが私のことを言っているのはわかった。

　……そして、たぶん、まだ想い続けてくれているんだということもわかってしまった。

　ほかの男性との子どもを生んで、もう新しい生活をしているのだと知れば、きっと呆れて諦めると思ったのに……。

　そんな仕打ちを受けたら、普通だったら絶対に二度と会いたくないと思うはずなのに。

　響一さんは傷ついた顔も見せず、私に恨み言すら言わず、何度も私のいるこのお店に来る。

　今のこの状況は完全に想定外だった。

　だって、ひどい裏切り方をした元恋人になんて、誰が会いたいと思うのか。

　あまりに普通の顔をして来店するものだから、私のことはもうどうでもよくて、単純にこのお店の雰囲気が気に入ったから足を運んでいるだけなのかもしれないとも考えた。

　それは……とても勝手なことを言えば、やっぱり悲しいけれど、私のことなんてどうでもよくなったなら、それでいい。響一さんにとっては絶対にそのほうがいいんだ。

　そう自分自身を納得もさせていた。

　でも……そうではないのだと、重なったままの眼差しから感じる想いに確信し、唇を噛みしめて目を伏せる。

　――そんな、愛しくて堪らないと訴えるような目で見ないで。

「一途だなんて、ますます素敵。でも、国峰さんくらいの立場になると、縁談だとかそういったお話もたくさんあるんじゃなくて？」

　紫乃さんのおかげで、やたらと甘く色づいて留まっていた空気が変わる。

　蜂蜜に浸かってしまったように身動きがとれなくなっていたのでホッと胸を撫で下ろしていると、響一さんは紫乃さんを見て苦笑いをこぼした。

「話はあっても、俺には興味のないことですから」

「あら。そうなの？　お嬢様タイプは苦手？」

「タイプだとかは別に。ただ、あいにく恋愛でも仕事でも常に追う立場でいたいし、まして親の決めた相手とっていうのは少しも気持ちが動かなくて。まぁ、俺がこんな感じなので、父親はイライラしているみたいですけどね」

　響一さんを傷つけてまでして逃げだしたのは私だ。勝手に響一さんとの未来を放棄したのも私。

　そんな私に、今さら響一さんの縁談についてなにかを思う権利はない。

　それなのに、響一さんの言葉に、無意識にホッとしていた。

　例の彼女との縁談が順調に進んでいるわけではないと知ったからだったのだけれど、安心してから、自分勝手すぎる感情に嫌悪を抱いた。

　最悪だ。

「愛されるよりも愛したいのね。わかるわ、私もそうだから。それで、陰で泣かせちゃった子って……」

「し、紫乃さん、私今、すごく紫乃さんの歌が聞きたいです！」

　紫乃さんが話しだしたところで慌てて口を挟む。

　どういうつもりなのかわからないけれど、このまま話を続けさせていたら危険な気がした。

　明らかに会話を阻止しようとしている私に気づいた紫乃さんは、眉を寄せ呆れた声で言う。

「千紗ちゃんね、私、これでもここのママよ。身内のお願いでほいほいマイク握るわけないでしょう。国峰さんがリクエストしてくれるなら何曲だって歌うけど」

「じゃあ、リクエストしてもいいですか？　紫乃さんの得意な曲で……そうだな、奏太も寝てるみたいだしバラードがいいかな」

　そうリクエストした響一さんに、紫乃さんは「じゃあ、マイクの音量下げて歌わせていただきますね」と笑顔で席を立つ。

　紫乃さんは歌が上手だから、店内の一角にあるステージに紫乃さんが立つと、ほかのお客さんからもすぐに歓迎の拍手があがった。

　その様子を眺め胸を撫で下ろしていたとき、「千紗。座って」と、それまで紫乃さんが座っていた席をすすめられる。

「あ、いえ。私は裏方なので、お客様の隣に座るとかは……」

「客のオーダーが聞けない？」

　私が断りにくい聞き方をされ、仕方なくカウンターの外に出る。

　いつも開店前に私がひとつひとつ拭いているカウンター席。なのに、こんなに隣との距離が近かったんだと初めて気づいた。

　隣に座るのが響一さんだから、余計に意識しているのかもしれない。

　すぐに「眩暈は？　体調は問題ない？」と聞かれ、そろそろと視線を合わせる。

　ここに来るようになってからというもの、響一さんは毎回私に同じ質問をする。

「大丈夫です」

「睡眠時間はきちんととれてる？」

「はい」

　まるで問診だ。

　タイミング悪く響一さんの前で眩暈を起こしたのがいけなかったんだろうな、と反省していると、「立ち入ったことを聞くけど」と切り出される。

「出産は、ひとりでしたの？　千紗のことだから、両親には妊娠の報告すらしてないんだろ？」

　私の両親の話は響一さんも知っている。

　付き合っている頃、挨拶がしたいと言いだした彼に伝えたから。

　もうお互いにつながりは求めていないのだと話したら、響一さんは悲しそうに眉を寄せたあと、私を抱き寄せた。

『千紗のそばにはずっと俺がいるから大丈夫だよ』

　あの頃は『ありがとうございます』と素直に響一さんに腕を回せたのに……と、過去をうらやむ自分に気づいてハッとする。

　私がこんなグラグラしていたらダメなのに、響一さんが手を伸ばせば届く距離にいるせいで、気持ちが暴走しそうになる。

　そんな自分を厳しく律しながら、ゆっくりと視線を上げて響一さんを見る。

「私たち、この前別れましたよね」

　たったそれだけの言葉が、喉に張り付きなかなか音にならなかったせいで、掠れた声になった。

　直後、喉元から胸にかけてじわじわと鈍い痛みが広がる。

　空港でも感じた、心を割いて落ちていくような重たい鈍痛。

　それに耐えながらも目を逸らさずに見ている私に、響一さんはじっと視線を返してから微笑んだ。

「別れたよ。だから、これはただの世間話だ」

　どう考えても、そうは思えなかったけれど……もう釘は刺した。

　ここはお店だし、響一さんを突き放すような言葉を口にしてこれ以上の痛みに耐えるのは、なんの覚悟も決めていない今は無理だと諦める。

　空港での別れは、一年一ヵ月かけてやっとだったのだ。

　ふらっと現れた響一さんに、なんの気持ちの準備もできていない状態では挑めない。

　ノーガードの心がズタズタに傷つくだけだ。

「ひとりで生みました」とうつむいて答える。

　紫乃さんがステージで歌う曲は、とても有名なフォークソングで、店内をしっとりとした雰囲気に包んでいた。

「でも、先生も看護師さんもとてもよくしてくれたから大丈夫です。それに安産でスルッて生まれたので」

「それでも大変だっただろ。初めての出産育児なのに、ひとりであそこまで育てるのは」

　響一さんは、奏太がほかの男性との子どもだと思っているはずだ。

　だから、さっきから〝ひとりで〟という部分は引っかかっていたものの、私が奏太の父親は仕事で忙しいと話したからそういう質問の仕方になったのだろうと解釈する。

「そうですね。布団に下ろした途端に泣き出すから、最初の頃は私もずっと奏太を抱えたまま座って寝てたりして、そこがちょっと大変でした。やっと布団に下ろせたと思っても、私が離れるとすぐ気づいて泣いちゃって……」

　夜はひとりでも寝てくれるのに、お昼寝は本当に布団じゃダメだった。

　あまりに抱っこしたままだと、首だとか背中の骨がおかしな感じで固定されるんじゃないかと、そういう部分も心配で、一度検診のときに相談した。

　そのときに言われたのは、『お子さんとふたり暮らしかー。じゃあ、お母さんの不安が伝わっちゃってるんだろうね』という、きっとほかの人からしたらなんでもないものだったのだけれど、未婚の部分を責められた気持ちになり、次の検診ではなかなか同じ質問を投げるまでに勇気がいった。

「でも、ここ一週間くらいはずりばいするようになって運動量が増えたからか、よく寝てくれるんです。起きている間は動き回るから目は離せないですけど、夜はだいぶ楽になりました。本人もできることが増えて嬉しいみたいでよくにこにこしてくれるし、すごくかわいくて……」

　私が奏太のことを話せるのなんて紫乃さんくらいだ。

　でも、正直奏太のかわいさも育児相談もいくら語っても足りないし、紫乃さんと話すときはどちらかというと紫乃さんが〝かわいいかわいい〟言っていて私は聞き役になることが多い。

　なので、こんな風に奏太の話をできるのが嬉しくて、ついつい喋りすぎている自分に気づいてハッとする。

「あ、ごめんなさい。私の話ばっかり……響一さんは興味ないですよね」

　一方的に話しすぎたことを謝った私に、響一さんは「まさか」と首を振る。

「千紗が頑張ってきた証拠だし、いくらでも聞きたいくらいだ。千紗がほかの人に言えない弱音を聞くのはずっと俺の役目で特権だったし、こうしてまた聞けて嬉しい」

　優しい眼差しに乗る溢れそうなほどの情にうっかり言葉を失ってから、取り繕うように笑顔を作った。

「あ……でも、そんなのなんでもないって思うくらいかわいいから大丈夫です」

　響一さんから向けられる、甘さを多分に含んだ視線に耐えきれず、目を伏せて続ける。

「その瞬間はいつも必死で、やっぱりつらいとか苦しいとか負の感情ばかりに気がいっちゃうことも多いけど、一日が終わると、やっぱりかわいいなって、愛しいなって、それしか残らないんです」

　隣にいる響一さんに惑わされ揺れてきた気持ちが、奏太のことを話しているうちに、じょじょに落ち着いていく。

　そうだ。こんなことで動揺している場合じゃないと、気が引き締まる。

「奏太を生んでから、毎日生きていることが当然なんかじゃないんだって思うようになりました。新生児の頃なんて、心臓が止まってないか一日に何度も確認しなくちゃ安心できないくらいで……命の不安定さにハラハラしっぱなしでした」

　夜、ミルクを飲ませてから三時間以上経っても眠り続けていたときは心配で、でも起こすわけにもいかなくて、奏太が泣くまで眠れなかった。

　げっぷをさせたらミルクを吐き出したときは、パニックになった。

　育児は、睡眠不足だとか抱っこ地獄だとかただ身体的に大変なだけじゃなく、常に心配と不安がつきまとうのだと、子どもが大事だからこそ一時も気が休まらないのだと、経験して初めて知った。

「今日も無事に生きてくれてよかったって……毎日、ああ、大事だなって思います」

　紫乃さんの、胸に訴えかけるような歌声が聞こえる店内。

　しばらく黙っていた響一さんが、私を見る。

「千紗は、奏太の父親のことも同じように大事に想ってるって前に言ってたけど……その気持ちは今も変わらない？」

　再会してから、響一さんはたまにこういう聞き方をする。

　それはきっと、私が架空の〝旦那さん〟が仕事ばかりで忙しいと言っているから、そんな男性と一緒で本当に幸せなのかという意味合いなのだろうけれど……こういった問いに答える際、いつも切なさがごった返して堪らなくなる。

　響一さんに、目の前で告白している気分になると同時に、裏切っている気持ちになるから。

「はい。奏太も……もちろん、奏太の父親も、愛しくて仕方ないです」

　真っ直ぐに目を見て告げた私に、響一さんはつらそうに微笑み「仲がよくてうらやましいな」と呟く。

　そして、ウーロン茶の入ったグラスに手を伸ばす。

　その横顔を見て、ふと目の下にあるクマに気づいた。

　そういえば、あまり顔色がよくない。

「響一さん、ご飯、ちゃんと食べてますか？」

　体調がよくないからアルコールではなくウーロン茶を注文したのかもしれない。

　そう考えるとつながり、心配になって覗き込むように顔を傾ける。

　響一さんはそんな私の疑惑から逃げるように視線をグラスに落とし、頬を緩めた。

「さっきの俺みたいだね」

「ふざけてないで、真面目に答えてください。……あまり食べてないですよね？」

　よく見れば、少し痩せた気がする。

　顔をしかめて言うと、響一さんは観念したように微笑んだ。

「最近は忙しかったから」

「忙しかったのに、ここに何度も来てたんですか？　そんな時間があるなら身体を休めたほうが……」

　響一さんが案外無茶するのは知っている。

　多忙な上に仕事熱心だから、常に身体が休まらないのは付き合っていた頃からだ。

　それなのに私との約束は一度もキャンセルしなかったし、時間だっていつもとってくれていた。

　響一さんのそういう部分に気づいてからは、私が定期的に彼の部屋でのデートを提案して少しでも休めるように意識していた。自室であれば、響一さんもリラックスできるだろうから。

　でも、ある意味ストッパーだった私はもうそばにはいないし、もしかしたら響一さん、休む暇もなく働き詰めているんじゃないだろうか。

　そう心配になって話し出した私の口に、響一さんの指先が触れる。

　まるで〝黙って〟とでもいうような仕草だ。

　触れられたことに驚いて黙った私に、響一さんは「ずいぶん意地悪なことを言うんだね」と目を細めた。

「千紗に会いたくてここに通ってることくらい、気づいてるだろ？」

　直球で言われ、目を見開く。

　私だって響一さんの気持ちには気づいていた。

　そもそも、真面目だからいくら私がひどい裏切り方をしたところで、たった十九日で気持ちを切り替え、想いを捨てられるような人ではない。

　でも、別れた以上、私たちの間にはこの話題はタブーだと思っていた。

　それなのにはっきりと言葉にされ動揺から目が泳ぐ。

「そ、れは……」

「たしかに最近はとくに忙しかったから疲れは溜まってるかもしれない。でも、だからって、俺にとっては千紗に会う時間を減らす理由にはならない。三年前からずっとそうだ」

　付き合っていた頃と同じように言う響一さんに、声を失う。

　彼が今、どういうつもりでこんな発言をしているのかがわからず困惑していた。

　別れたらそれで終わりだと思っていたのに、ちっとも想定通りにいかない展開に、頭の処理能力が追い付かず、ただ困ることしかできない。

　そんな私に、響一さんが笑みを向ける。

「千紗は迷ったり困ったりすると、いつも唇を結んで目を泳がせる。そんな顔をされるとキスしたくなるって言っただろ？」

「あ……」

　たしかに付き合っている頃に言われた。

　いつも変なタイミングでキスしてくるから、どうしてかを聞いたらそう答えられた覚えがある。

「でも、今はそれだと困るんだろ？」

　あてられてしまうほどの色気を含んだ眼差しと、鼓膜が溶かされるような甘い声色に身体の奥がキュッと締め付けられる。

　意地の悪い言い方をする響一さんを睨んだけれど、余裕の微笑みが返ってくるだけで、負けて目を逸らしたのは私のほうだった。

　……やめて。そんな目で見ないで。

　私のことなんて早く忘れてほしい。

　そうじゃないと、いつまでもこんな言葉をかけられ続けたら、諦めの悪い恋心に駆られ手を伸ばしてしまう。

　大きく呼吸をして、溢れる気持ちを押し込めてから席を立つ。

「私は奏太の父親が本当に好きですし、私たちはもう別れました。だから、今みたいなことを言われるのは困ります」

　ひと息で言ってからカウンターの内側に戻り、水を入れた小鍋をコンロに置いた。

〝キスしたくなる〟なんて言われたせいで、恥ずかしくて口元を手の甲で隠しながら響一さんを見る。

「でも、そんな顔色で来店されたら、相手が誰だろうと心配にはなります」

　コンロの火をつけ、冷凍してあった白米を取り出す。

「響一さん、卵の雑炊好きでしたよね。疲れてても、雑炊なら消化もいいですし、私、作るので食べてください」

　私からの申し出に驚いた顔をしている響一さんをチラッと見て「ペットボトルとハンドクリームのお礼ですから」と言い訳みたいに付け足す。

「ありがとう」とお礼を言う響一さんの顔を目にしたら、きっとどうしようもなく胸が啼なく気がして、とてもじゃないけれど見られなかった。










◇不器用な優しさに触れた日




　月曜日は毎週、保健センターで赤ちゃんに関するなにかしらの教室が開かれているので、出向く機会が多い。

　毎日慌ただしく過ごしていると、奏太を連れていくのは、近所の公園やスーパー、それと〝ＹＵＫＡＲＩ〟くらいに限られてしまう。

　だからというのもあるし、同じくらいの月齢の子と遊べたり、そのママと話せる場所なので、少し無理してでも月曜日は保健センターに行くようにしている。

　奏太が生まれてからはほとんど毎週教室に参加していて、もう道中が大変という意識もなくなり習慣と化していたのだけれど……。

　ちょっとした事情から、今日はいいかなと思いやめた。

　いつも保健センターに行く日は慌ただしく十二時半に家を出るので、その時間にのんびりしているのはなんだか不思議だなぁと思いながら、奏太とゆっくりめのお昼を食べていたとき、インターホンが鳴った。

　この部屋に住み始めてから、インターホンが鳴ったのは数えるほどなので、少し驚きながらもドアホンを確認して、今度はものすごく驚く。

　映っていたのは紛れもなく麻希ちゃんで……血の気が引くのを感じながらも、玄関に近づいた。

　なるべく静かに暮らしているつもりではあるけれど、きっと下の部屋に住む麻希ちゃんにとってはうるさいこともあると思う。

　十中八九クレームだろう。

　謝って許してもらえるかな、と不安に思いながら玄関を開ける。

　私を見た途端、麻希ちゃんの眉間にシワがよったのがわかった。

「あの、いつもうるさくしてごめんね」

　謝った私に、麻希ちゃんは「は？」とシワを濃くしてから、面倒くさそうに片足に体重を乗せた体勢で言う。

「別に無事ならいいんだけど……いつもなら、月曜のこの時間ってバタバタして出てくじゃん。なのに今日は音がしないから気になったっていうか。もし、あんたになにかあって倒れてたとかだと、その子がひとりになっちゃうし。そういうの考えだしたら、なんかアレだったから」

　自分の長い髪をいじりながらぼそぼそ言われキョトンとする。

　てっきり怒られるつもりでいたから、麻希ちゃんの言葉は意外だった。

　つまり、私たち親子を心配してくれたってことだ。

　普段うるさくしているのに気にしてくれたなんて……と感動してしまい、声が詰まる。

　それでも、麻希ちゃんが「無事ならいい。じゃあ」と帰ろうとするので、慌てて引き止めた。

「麻希ちゃん、お昼まだなら食べていかない？　今、奏太と食べてたんだけど、作りすぎちゃったから」

　誘ったものの、普段の麻希ちゃんの態度を見る限り断られると予想していた。

　けれど麻希ちゃんは、しばらく黙ったあと「あー、うん。じゃあ」と歯切れ悪くもうなずいてくれたので、もうなにが起こっているのかわからなかった。




　昨日半額で買った、今日が賞味期限のホットドッグ用のパンはひと袋四つ入り。

　五十円という価格に惹かれて買ったものの、どう考えてもひとりで四つは無理があった。

　夜は〝ＹＵＫＡＲＩ〟で賄いを食べるから残りは明日食べるしかないと考えていたところだったので、麻希ちゃんが食べてくれるなら私としても助かる。

　ふたつのパンにそれぞれスライスしたきゅうりを並べ、底には玉子サラダを詰める。その上に、ひとつは炒めたウィンナーを、もうひとつは缶詰の焼き鳥を載せる。

　ウィンナーのほうにだけ、ケチャップとマスタードをかけ、最後にふたつに飾りのパセリを振りかければ完成だ。

　ウィンナーも缶詰も、麻希ちゃんの分を作るとちょうど使い切ったのでよかった。

　部屋の中央にあるテーブルにお皿を置く。

　麻希ちゃんは、絵本の動物を指差しながら「う！」とか「あ！」とか言っている奏太をただ眺めていた。

　ちなみに、いつ〝わんわん〟だとかの幼児語を話しだすのだろうとワクワクして待っているのだけれど、残念ながらまだ発してくれていない。

「あれってなに？　もしかして資格とるのが趣味な人？」

　麻希ちゃんが指したのは、部屋の一角に置いてある本棚。

　中には、奏太の絵本や育児に関する本のほかに専門書が何冊も並んでいる。

　福祉住環境コーディネーターや、空間設計、宅建士。それに日本住宅に関しての本が数冊。建築に関係のある書物は、響一さんに別れを告げた日に処分しようと手に取ったけれど、捨てきれなかったものだ。

　捨てきれなかった……想いのかけら。

　麻希ちゃんは私が元々国峰プロダクツで働いていたことを知らないため説明の仕方が難しくて「昔使ってただけだよ」とだけ返す。

「誘っておきながらすごく簡単なご飯でごめんね」

　マグカップに入れたコーンスープもスーパーで格安価格で売っている即席だし、本格的に申し訳ないな、と謝ったけれど、麻希ちゃんは「別に」と首を振った。

「あんた普通に料理うまいじゃん。店でもお通しが劇的においしくなったってお客さん皆言ってるし。紫乃さんも私も料理下手だから、あんたが来るまではあの店、お酒も雰囲気もいいのに、料理メニューだけ壊滅的だったんだよ」

「え……それ、本当だったの？　最初の頃に紫乃さんから言われたけど、私に〝ＹＵＫＡＲＩ〟にいてもいいんだって思わせるための優しさからくる思いやりの言葉だと思ってた」

　驚いた私に、麻希ちゃんは「そんなわけないじゃん」と少しだけ笑う。

「賄いも手作りのおいしいものが出てくるから、結構、楽しみ」

　手を合わせた麻希ちゃんが「いただきます」とペコッと頭を下げてホットドッグに手を伸ばす。

　麻希ちゃんは、焼き鳥の載っているほうをひと口食べると、「うま」と小さく呟く。

「これ、缶詰の？」

「うん。駅前のスーパーで売ってるのだよ」

「私も第二、第四の水曜は駅前のスーパーで缶詰とチーズまとめ買いしてる」

「一緒だ」

　ふふっと笑う。

　駅前のスーパーは第二、第四水曜日は缶詰とチーズ、そして冷凍食品の特売日だ。

「私、まともな料理作ったことないし、こういうの作れるのすごいと思う」

「私もちゃんと作るようになったのはここ一年くらいだよ。それまではそこまで頑張ろうとも思わなかったし、レトルトとか買ってきたもので済ませてた。野菜ジュース飲んでおけば大丈夫かなとか思ってたし」

　付き合いだした最初の頃は、その辺はよく響一さんに注意されたっけ……と思考回路が勝手に響一さんとつながるせいで、突然襲ってきた切なさにうつむきそうになっていたとき、麻希ちゃんが言う。

「え、大丈夫でしょ。豆乳か野菜ジュース飲んでれば」

　ケロリとした顔の麻希ちゃんに、思わず笑みをこぼしながら「やっぱりそう思うよね」と同意する。

　意外な共通点が嬉しくて笑っていたけれど、そのうちに奏太がボールで遊び始めたので、テンテンと小さなバウンドを繰り返す様子を見ていてハッとした。

「麻希ちゃん、ごめん。うち、うるさいよね。麻希ちゃん真下の部屋だし、相当ストレスになってるんじゃないかって気になってて……」

　気をつけてはいるつもりでも、きっといろいろ物音は出てしまっている。

　だから謝ったのだけれど、ひとつめのホットドッグを食べ終えた麻希ちゃんは、「いいよ」と首を振った。

「こんなちっちゃい子いるんだから、音が出て当然だし。私は気になんないから平気。っていうか、逆に静かなほうが気になる。だから、今日も悩んだ末ピンポンまで押したんだし」

　バツが悪そうな顔で言われる。

　そういえば、さっきそんなようなことを言っていたっけ、と思い出した。

『別に無事ならいいんだけど……いつもなら、月曜のこの時間ってバタバタして出てくじゃん。なのに今日は音がしないから気になったっていうか。もし、あんたになにかあって倒れてたとかだと、その子がひとりになっちゃうし。そういうの考えだしたら、なんかアレだったから』

　冷静に考えれば、とてもありがたい言葉で……とても、温かい心配だ。

　誰でもない麻希ちゃんがそんな風に思ってくれていたのが嬉しくて、自然とにやけてしまっていた。

「ありがとう」

「別に」

　そっけなく言いながら、ふたつ目のホットドッグを食べる麻希ちゃんに頬が緩む。

　ボールで遊んでいる奏太の相手をしながら「嫌われてると思ってた」とこぼすと、麻希ちゃんは心当たりがあるようで、気まずそうに口を開く。

「別に嫌いとかじゃなくて、人見知りだから、接し方が微妙だっただけ。だから、この子も、全然嫌じゃないんだけど、赤ちゃんって身近にいたことないから接し方とかわかんなくて」

「そうなんだ」

「私、元彼に貯金とか全部持ってかれたから、他人に対して警戒心すごくて。だから、慣れるまで余計に時間がかかる」

　私が「え!?」と大きな声を出したせいで、奏太が身体を揺らす。

　キョトンとしている奏太に、慌てて笑いかけながら背中をさすった。

　そうしながら、麻希ちゃんを見る。

「そんなひどい目に遭ったの……？　え、今は元彼とは？」

「私からとれるもんは全部とっただろうし、さすがにもう関わってこないから平気。きっと今頃ほかの女に寄生してる。二年前、そういうことがあって途方に暮れてたら紫乃さんが拾ってくれたの」

「そうだったんだ……」

　このアパートに住んでいるって時点で、なんとなく事情があるのかなとは思っていた。

　けれど、思っていた以上に重たい過去を背負っていたので、それ以上言葉が出てこない。

　元彼に全部持っていかれちゃったから、麻希ちゃんはいくつもバイトを掛け持ちしているのか……と考えると、知らない元彼が憎くなる。

「普通に窃盗だよね」と堪らず声に出した私に、麻希ちゃんは「だよね」と軽く笑ってからコーンスープの入っているマグカップに手を伸ばす。

「それで、あんたは？　最近よく店に来る国峰っていう男から逃げてるの？」

　突然そんな聞き方をされて、びっくりもしたけれどおかしくて笑ってしまった。

「違うよ。……ううん、違くはないのかな。でも、響一……国峰さんはなにも悪くないの」

「でも、国峰さんってどう見てもあんた狙いじゃん。視線からも態度からも、全部であんたのこと口説いてるのがわかるし」

　どう答えればいいのかがわからず、苦笑いを浮かべ目を伏せる。

　でも麻希ちゃんがボソッと言った「中途半端にしてると、どっちもキツイだけだと思う」という言葉が胸に刺さり、唇を引き結んだ。

　その通りだ。

　期待させるような言動はしていないにしても、だからといって響一さんへの気持ちを完全に隠せているとも思えない。

　きっと、私がどんなに抑えているつもりでも、表情や言葉の端々からこぼれていて、それに響一さんも気づいている。

　私がほかの男性と結婚していると勘違いしている響一さんは、来店するだけでそれ以上は求めないからいいだろうと、どこか甘えていたけれど、このままでいいはずがなかった。

　そもそも、空港で別れたつもりだった。

　顔を見られて嬉しいとこっそり喜んでいちゃダメなんだ。

　誰のためにもならない、その場しのぎでしかないとわかっていたのに……この距離でいいから、このまま関わっていたいなんて……ダメなのに。

　自分のズルさを認識して黙った私に、麻希ちゃんが不思議そうにするので、笑みを浮かべた。

「元々は付き合ってたんだけど、響一さんの親に付き合いを反対されたの。そのときにはもう奏太がお腹にいた。どうしようか考えたけど、私には響一さんをさらう勇気はなかったから、ひとりで逃げた……って感じかな」

　私が転がしたボールを奏太が追いかけようとずりばいの体勢になる。

　けれど、いまいちコツが掴めていないらしく、なぜかどんどんバックしてしまう。その歯がゆさになのかぐずりだすので、四つん這いになりボールをとり奏太の前に置いた。

「なんか、いろいろあったんだね。ひとりで生むとか、すごいと思う。親になるって簡単じゃないし」

　ぼそぼそと言う麻希ちゃんに、ふっと頬を緩める。

「ううん。親には誰でもなれちゃうんだよ。ちょっとした手違いでも、何年も望んでやっとでも、同じ親なの。……この間、保健センターの離乳食教室に行ったときに、ほかのママに言われた」

　先週の話だ。

　同じグループになった、私よりも十歳ほど年上のママに言われた。

『未婚で生むなんてすごい決意だね。望んでできたわけでもないんでしょ？　私はなかなか妊娠できなくて相当悩んだ身だから、水野さんみたいのは、ちょっといろいろ甘いんじゃないかなって思っちゃう。無責任じゃないのかなって』

　未婚での出産が、当たり前のように〝無責任な行為〟につながってしまうのかとショックを受けた瞬間だった。

　周りの反応を見て、薄々そうだろうなと思ってはいたものの、はっきりした態度をとられたのは初めてだったから驚いたし……ムッとした。

『私は、生みたくて生みました。ひとり親ですけど、きちんと育ててますし、この子がなにより大事です。その気持ちに、既婚も未婚もない。子どもの前で平気な顔して今みたいな発言ができるあなたに、無責任だなんて言われたくないです』

　話し始めたときには微笑みを浮かべていたのに、後半はもう眉間にシワを寄せながら言っていた。

　結局雰囲気を悪くさせてしまったので私はそのまま途中で教室を出て、奏太を抱っこしながらの帰り道、いろいろ考えた。

　私が未婚でいると、奏太にまで変なレッテルを貼られるのだと実感したからだ。

　そんな人ばかりではないだろうけれど、きっとそういう人がいない場所はない。

　そういったわけで、今日は月曜日だけど行かなかった。

「奏太が外から攻撃される理由を、私が作ってるんだなって思ったら……本当に私の身勝手で生んだんだなって思っちゃって。そういうのをちゃんと覚悟して、それでも私が守るって決めたのにな。実際に経験したらうまく対応できなくて、逃げたも同然みたいになっちゃった。ダメだよね」

　いつもそうだ。

　社長と対峙したときも、今回の件も。

　そもそもの私の覚悟が軽いから、どっしりかまえていられずにうろたえる。

　本当にどうしようもない。

「だからって、お腹にきてくれた奏太をおろそうなんて少しも思えなかったんだから、仕方ないんだけどね」

　そう笑うと、麻希ちゃんは落ち着かなそうにテーブルの上で組んでいた指を動かし、それから私を見た。

「別に普通だと思う」

「え？」

「初めてのことなんか、皆怖いじゃん。話が通じない奴なんかいっぱいいるし、いちいち相手してたら疲れるもん。大事なもの守るためなら逃げてもいいでしょ。私は、あんたの話聞いてて、あんたが悪いって思ったところはひとつだけだったけど」

　麻希ちゃんは「国峰さんを、ちゃんと納得させないまま離れたこと」と言ってから、眉を寄せた。

「あとは全部相手が悪いんだよ。国峰さんじゃなくて、あんたに別れろとか言ってくる国峰さんのお父さんとか、保健センターで嫌味言ってきた奴がおかしい。……ああ、でも、自分の子ども妊娠してる女を逃がす国峰さんも甘いし悪いのか」

「あ、響一さんはこの子が自分の子だとは思ってないの。だから、内緒にしてね」

　お願いすると、麻希ちゃんは動揺したように顔をしかめた。

「は？　じゃあ……え、国峰さんはこの子が、ほかの男の子どもだと思ってんの？　っていうか、なんでそんな重要なこと普通に話すわけ？　うちら、ちゃんと話すのこれが初めてじゃん」

　たしかにその通りではあるものの、麻希ちゃんに対して隠しごとをしようとも思えなかった。

　いい子だと、もうわかってしまったから。

「そうだけど……身寄りがなくて困ってるのは同じだし。それに、麻希ちゃんも私に大事な話してくれたでしょ？　だから」

　笑顔で言った私に、麻希ちゃんは少し居心地が悪そうに目を逸らした。

　でも、そのうちに私を見て頬を緩ませる。

「紫乃さんに拾われたのも同じだしね」

「そうだね」

「うちら、最高についてるよね」

　そんなことを言う麻希ちゃんに、笑いながら「そうだね」と返した。










◇向けられる想いを知った日




〝ＹＵＫＡＲＩ〟の食料買い出しは、水曜日。

　基本的には業者の宅配が週に何度か来ているので、足りない分を買い足す感じなため、そこまでの荷物にはならない。

　だから、私が奏太を連れて出ることがほとんどだけど、気が向くとたまに紫乃さんがついてくる。

　今日もそんな気分のようで、私が詰め替え用の調味料をカゴに入れているうしろを歩いていた。

　今日は第四水曜日で特売日だから、駅前のスーパーは混み合っていた。

　麻希ちゃんもチーズと缶詰を無事買えたかなと思いながら店内を歩く。

　一昨日の月曜日のきっかけ以来、麻希ちゃんとの距離も縮み関係は良好でとても嬉しい。

「そういえば、今日からお店のコンロ変わるんでしたよね。紫乃さんはもう見たんですか？　新しいコンロ」

　紫乃さんが突然『そろそろうちもＩＨコンロに変えようと思って』と言いだしたのは先週。

　今日のお昼前から五、六時間の工事が入ると言っていたのを思い出し聞くと、紫乃さんはホクホク顔でうなずいた。

「もちろん。私立ち会ってたもの。コンロ自体は価格的にもいいものに決まってるにしても、すっごく丁寧な業者で作業も速いし感心しちゃった。さすがよね」

　べた褒めする様子に首を傾げる。

「さすが……って、さすが工事のプロってことですか？」

　なんだか言い方がおかしかった気がして聞いた私に、紫乃さんは慌てたように「そうそう」と強く言う。

「さすがプロ。それよりあれよ。ローズマリー買う子なんて初めて見たわ」

　私がローズマリーの詰め替え用を手に取ったのを見た紫乃さんが言う。そこまで珍しい調味料ではないので、おかしくなりながら返す。

「チキンを漬け込んで焼くとおいしいんです。私も使うようになったのはここ一年くらいですけど」

「ああ、千紗ちゃんが賄いでたまに作ってくれるけど、あれがそう？　いい香りだと思ってたのよね」

　たしかパセリも切れていたっけ、と考えながら足りないものをカゴに入れていく。

　奏太は紫乃さんの腕の中から陳列棚に並んだいろいろな商品を眺めていた。

「千紗ちゃん、いいお嫁さんになるわよ」なんて言う紫乃さんに笑う。

　私が本気に取り合っていないことに気づいたらしく、紫乃さんは「冗談じゃないわよ」と口調を強めた。

「今の時代、子持ちだって結婚くらいするでしょ。だから千紗ちゃんだって、今後そういう機会があるかもしれないじゃない。千紗ちゃんはひとりでいるより、誰かと一緒になったほうがいいと思うのよね」

　いろんなお客様を見てきた紫乃さんが言うのだから、そうなのかもしれない。

　私自身、小さい頃の夢は〝お嫁さん〟だったし、普通に結婚して普通に子どもを生んで、当たり前のように家庭を築くものだと思っていた。

　仕事から帰宅した旦那さんにお風呂が先かご飯が先か聞いてみたかった。

　そんな私だから、響一さんと付き合っていた間は、彼と一緒に住み同じ時間を過ごす毎日を夢見ていたりもした。毎日毎日、幸せだろうなって。

　……けれど。

　それはもう無理なのだと、曖昧に微笑もうとした私に気づいたのか、紫乃さんが言う。

「ああ、別に、国峰さんとヨリを戻しなさいって話をしているわけじゃないのよ。ほかの誰かと恋におちる可能性だって十分あるでしょってこと。まだ二十三なんだから」

　奏太に向かって「ねー。ママにも恋してほしいよねー」と笑いかける紫乃さんに、苦笑いがもれる。

　紫乃さんの言う通りだ。素敵な男性は、探せばいくらでもいるんだろう。

　だから「そうですね」と答えたのに、紫乃さんは不満そうに眉を寄せた。

「なによ。全然納得いってない顔で適当に話合わせないでちょうだい。バレバレよ」

「……すみません」

　調味料コーナーからお肉のコーナーに移動する。

　この間、ホットドッグを麻希ちゃんが褒めてくれたから、賄いにも出そうと思い、パリッとした食感が売りのウィンナーを手に取った。

「で、恋愛に積極的になれない理由、本心はなんなの？」と聞いてくる紫乃さんに……迷った末、ゆっくりと口を開く。

「たとえば、誰かと付き合ったとして……手をつないだとして。私はたぶん、その度に響一さんじゃないと嫌だって思う気持ちに気づかされるんだと思います。比べるとかそういう話じゃなくて、ただ、響一さんがいいなってきっと思い知るんです」

　私に同情するように眉を下げた紫乃さんに「ものすごいわがまま言いますけど」と前置きして白状する。

　飾らない、隠さない、私の心の内を。

「私、手をつなぐのも、キスも、その先も……全部、響一さんじゃなきゃ、嫌なんです。今も、きっとこの先もずっと」

　微笑んで告げた私に、紫乃さんはしばらく黙っていた。

　その後、「両想いなのに、なにやってんのよ」とだけ呆れを滲ませた笑みで言ったのは、紫乃さんもきっとわかっているからだろう。

　響一さんが、ただ感情だけで動ける立場にはない人だって。

　今、お互いに気持ちを確認し合ったところで、社長との問題はなにひとつ解決されないし、勝手に奏太を生んだことで余計にこじれる可能性もある。

　認めてもらえなかった場合、私ひとりのときよりも大事になるのは確実だ。

　それがわかっているから、私も紫乃さんも、それ以上なにも言わなかった。




　奏太を抱いて、紫乃さんと一緒にスーパーを出たときだった。

　ふと駅のほうに視線を向けると一台のタクシーが止まったところで、なんとなく眺める。

　そして、タクシーから降りてきた人物が誰か理解した途端、時間が止まった気がした。

　車内から現れたのは、響一さんと黒髪ストレートの女性。

　背が高くスタイルのいい女性は、響一さんと並んでも十センチほどしか差がなく、とてもお似合いに映った。

　なんとなく見覚えのある女性に思えて見ていると、急に静かになった私に気づいた紫乃さんが、「どうかした？」と聞きながら私の視線を追い、そしてたどり着いた光景に驚いた声を出す。

「え、あれって国峰さんよね」

「……そうですね」

「まだ勤務時間内だし、相手の女性は仕事関係かしら」

　紫乃さんの言葉に、ハッとする。

　そうだ。あの女性は、社長室で見せられた写真の人だ。

　たしか、響一さんといずれ結婚させる予定だと話していた筆頭候補の女性だ。

　響一さんはスーツ姿だけど、だからといって仕事だとも言いきれない。

　あの女性はたしか京きょう都と在住だったから……今日は響一さんに会うためにわざわざ新幹線で来たのだろうか。

　つまり、社長がおっしゃっていた話が進んでいるということだろうか。

　昨日、お店に来たときにはなにも言っていなかったのに……と思い、でも、それもそうかと考え直す。

　響一さんが誰と会おうと私に報告する義務なんてもうないのだ。

『ただ、あいにく恋愛でも仕事でも常に追う立場でいたいし、まして親の決めた相手とっていうのは少しも気持ちが動かなくて。まぁ、俺がこんな感じなので、父親はイライラしているみたいですけどね』

　響一さんはああ言っていたけれど……興味がないと言っていたけれど、社長から強く推されたらきっと拒否できない。

　そして、実際に会ったら、響一さんは無碍にはしないはずだ。優しい人だから。

　こうして遠くから眺めていても、女性はにこやかに笑っていて、それは響一さんが彼女を丁寧に扱っているなによりの証拠だった。

　でも……そうだよね。

　響一さんは今年で三十二歳だ。結婚するにもちょうどいい年齢だし、あの計画が進んでいて当然だ。

　しかも相手は仕事の面でも響一さんを支えられるような方だし、きっと話も合う。どこからどう見てもお似合いのふたりだ。

「あ」と短い声を出した奏太が、響一さんたちがいる方向を指差す。

　きっと、車に反応しているんだろう。

「ぶーぶーだね」と話しかけながら……気持ちが暗い方向へ沈んでいくのがわかった。

　――いつか響一さんは、あの女性と結婚して、ふたりの間にできた子どもをあの腕で抱くのだろうか。

　一度そんな風に考えだしたら、もうダメだった。

　きっと、心配性で過保護な響一さんは、女性が妊娠したらどこに行くにもついていって手を貸すのだろう。

　名づけの本を何冊も買ってどんな名前がいいのか散々悩んで、予定日はまだ先なのにベビーベッドや知育玩具、たくさんのベビー服を買い揃えて、無事出産を迎えたら、今までで一番穏やかで優しい顔で手を握り〝ありがとう〟って〝愛してる〟って――。

　それ全部が、本当は私が欲しかったものなのに。

　おっかなびっくり、でも大事に大事に赤ちゃんを抱っこする響一さんも、初めて〝パパ〟って呼ばれて顔をほころばせる響一さんも、ファーストシューズの小ささに驚く響一さんも、全部、欲しかったのに。

　全部想像できるのに、そのなにひとつも実現しないのだと思い知り、胸を抉えぐるような痛みが襲う。

　あの女性との子どもなら社長も手放しで喜ぶのだろうと考えると、暗い静かな感情の波に頭ごと飲み込まれる。

　奏太を生んだことを後悔なんてしていない。

　何度あの瞬間に戻れるとしても、私はこの道を選ぶ。それは紛れもない本音だ。

　それなのに……どんどん沈んでいく気持ちは止めようがなかった。




　響一さんが来店したのは、その日の二十二時近く。

　連日の来店は初めてだったし、まさか今日来るとは思っていなかったので、響一さんが姿を現したときには驚いた。

　駅前で例の女性と一緒にいるところを見たのは、今日の夕方だ。

　あれから約五時間経つけれど、今まで一緒だったのだろうか。

　響一さんがここに来なければそんなこと考えなくて済んだのに、顔を見たら自然と時間を計算してしまい、胸を黒い感情が覆う。

　響一さんとあの女性が並んでいるところを見てから気が立っていることに自分自身気づいていたので、荒れそうになる気持ちを深呼吸でなだめた。

　そんな私の心の内側なんて知らずに、響一さんは私の前のカウンター席に腰を下ろす。

　最近ではもうすっかり響一さんの指定席となっていた。

「いらっしゃいませ」と言った私に、響一さんは白い紙袋を差し出した。

「これ、お土産。今日、行く用事があったから」

「温泉饅頭……」

「千紗、好きだっただろ？　すぐに渡したくなって、急いで帰ってきたんだ」

　響一さんがお土産としてくれたのは、温泉街で有名な県の温泉饅頭。

　私が好きなこの温泉饅頭は温泉街近くにある老舗でしか売っていない商品だ。その老舗まで、ここからだと電車で一時間以上かかる。

　とんぼ返りで帰ってきたとしても三時間以上……と考え、夕方見かけたふたりの姿が頭をよぎった。

　あの女性と行ったんだ。

　ここの最寄り駅からは温泉街近くまでの特急電車が発着しているから、それに乗って出かけていたんだ。

　ぼんやりしていると、たまたまカウンターに入ってきた麻希ちゃんが「お通しですー」と響一さんに小皿を出す。

　今日のお通しは解凍した枝豆と、チーズ、それに煮卵だった。その理由は……。

「千紗さん、今日おかしかったから、お通しは簡単にしちゃったんです。紫乃さんとか私が作るよりは味が保障されるしいいかなって。ああ、でも煮卵は千紗さんの作り置きですから」

　そう。私が使いものにならなかったせいだ。

　響一さんと女性が並んでいる光景が頭から離れなくて、しばらくその場で呆然と立ち尽くしてしまったため、心配した紫乃さんに火の取り扱いを禁止された。

　そうなると、料理が苦手な紫乃さんと麻希ちゃんがお通しを作るしかなくなり、苦渋の策の解凍枝豆とチーズとなったというわけだ。

　せめて煮卵を作り置きしておいてよかったとつくづくと思った。

　十九時を過ぎて私が落ち着いたと無事判決が下ったので、そこからお客様から受けたオーダーはきちんと作らせてもらっている。

　ちなみに、うちでホットドッグを食べた翌日から、麻希ちゃんの私の呼び方が〝あんた〟から〝千紗さん〟にレベルアップした。

　ふた組のお客様が入っている店内。

　お通し三種類が載ったお皿片手に、お客様のいるテーブルについた麻希ちゃんを目で追っていて、響一さんからの視線に気づく。

「千紗、おかしいって、どこが？　まさか体調が悪いんじゃないよな？」

　真面目な眼差しで問われる。

　私が嘘をついたりごまかしたりしないようにじっと観察するように見つめる瞳は、付き合っている頃から変わっていない。

　目を合わせているうちに心に靄もやが覆い始めるのを感じ、慌てて口を開いた。

「いえ。もう大丈夫です。あ、お饅頭、ありがとうございます。あとでいただきますね」

　安心させるように笑顔を作ってから、これ以上顔を突き合わせているのはまずい気がして背中を向ける。

　響一さんの顔を見ていたらどうしてもあの女性とのことが頭をよぎってしまうし、そんな状態で平静を装うのは無理だ。

　ほかの人ならまだしも、響一さんが相手では難しいし、きっとごまかしきれない。

「千紗？」

　背中を向けると、それを不自然に思った響一さんが私の名前を呼ぶ。

　その声にはまだ心配が窺えた。

　とても好きな響一さんの声なのに……その声で、今日、あの女性の名前を何度呼んだのだろうと考えたら、もうダメだった。

　嫉妬に駆られ、でもそんな感情を私が抱く権利がないのも理解しているからこそ、持て余し、どうしたらいいのかがわからない。

　苦しくて、呼吸が震える。

　気持ちがぐちゃぐちゃだった。

「もう、来ないでください」

「え？」

「そもそも、こんなのおかしいじゃないですか。ちゃんと空港で別れたのに、響一さんだって納得してたのに、こんな頻繁に顔合わせるなんて……」

　嫌なのに。

　もう、響一さんを拒絶するような言葉を言うのは耐えられないのに……どうして、私を切り捨ててくれないの――？

「早く、ほかの誰かと幸せになって」

　胸が切り裂かれるような痛みに耐えながらもなんとか声にしたとき、ほとんど同時に紫乃さんが響一さんに話しかけた。

「国峰さん、いらっしゃい。最近よく来てくれて嬉しいわー」

　ニコニコしながら響一さんの隣に座った紫乃さんが「そうそう」と話を切りだす。

「今日ね、千紗ちゃんと奏太ちゃんと一緒に駅前のスーパーに買い出しに行ったときにね、国峰さんを見かけたのよ。綺麗な女性と一緒だったからびっくりしちゃった」

　私のほうを見て「ね。千紗ちゃん」と同意を求めてくる紫乃さんに、曖昧な笑みを浮かべる。まさか紫乃さんが話題にあげるとは思ってもいなかったので、内心驚いていた。

　響一さんと女性を見かけてびっくりしたのは本当なのだからそう言えばいいだけなのに、さっきまでの流れのせいでなんとなくうなずけなかった。

　どんな返事をするのかが気になってチラッと視線を向けると、響一さんはバツが悪そうな顔で「見られてたのか」と呟くように言ってから苦笑いを浮かべた。

「親からの強いすすめで、簡単なお見合いをしたんです。仕事にも関係する相手だからって、断りきれずに会うだけ会ったんですけど、振られちゃいました」

　お見合いをした、という言葉が響一さんから出たことに、やっぱりそうだったのかとショックを受ける。

　けれど、それを驚きがかき消した。

　今、振られたって言った……？

「あら。そうなの？」と少しびっくりしたトーンで返した紫乃さんに、響一さんがうなずく。

「実は今までにも何度かこういう話はあったんですけど、俺はあまり器用に付き合えるタイプでもないから、だいたい相手側から断られるんです」

　響一さんが言うや否や、さっきまでのことなんて忘れ、思わず「そんなの嘘です」と口を挟んでいた。

　あまりに強い口調だったからか、響一さんと紫乃さんが驚いた顔で私を見ていたけれど、そんなの気にしている余裕はない。

　だって、響一さんが振られるなんて、そんなことありえない。

「きっと、なにか行き違いがあったに決まってます。会っていた時間が極端に短すぎたとか、響一さんがあまりに多忙で、たとえば、寝不足で体調が万全じゃなかったせいで本領発揮できなかったとか、なにかしらのトラブルが重なったんです。そうじゃなきゃ、響一さんが振られるなんてありえません」

　はっきりと言い切る。

　ふたりは相変わらずキョトンとしていたけれど、そのうちに響一さんは私をじっと見て「どうしてそう思う？」と聞いた。

　愚問すぎて顔をしかめる。

「どうしてって、そんなの当たり前じゃないですか。響一さんみたいに素敵な男性が振られるわけないんです。家柄だとか外見だとか、もちろんそういったものも響一さんの魅力の後押しにはなってますけど、それだけじゃなくて……優しいし、いつだって紳士的で、相手の不安をすぐに感じ取って先回りして解決してくれたり、欲しい言葉をくれたり、とにかく響一さんは完璧な大人の男性です。だから、そんな響一さんが振られるわけがな……い」

　思うままを声にしていて、そこまで言ってから我に返った。

　散々好き勝手な発言をした気がして、大丈夫だっただろうかと不安になる。結構とんでもないことを言った気がする。

　恐る恐るふたりを見てみれば、紫乃さんはニヤニヤしていて、響一さんは嬉しそうに微笑んでいたので、全然大丈夫じゃないと悟った。

　酔ってもいないのに、ついカッとなってやらかしてしまった……。

「……っていうのは、私の個人的感想ではなくて、一般論です」

　そう付け足してみたけれど、もう遅いのは私自身でもわかりきっていた。

「ありがとう、千紗」とにっこりとした響一さんがカウンターに頬杖をついて私を見上げる。

　その瞳には満足感が浮かんでいて、これ以上言い訳しても無駄だと諦めた。

「でも、そんなに俺を褒めると〝旦那さん〟が嫉妬するかもね」

　突然そんなことを言いだした響一さんは、さっきの体勢のまま私をじっと見ている。

　探るような眼差しから逃げるように、ぷいっとそっぽを向いた。

　正直、響一さんにあまり私の〝旦那さん〟について話題に挙げてほしくない。架空の話は私には難しいし、嘘をつくのは嫌だ。

　たとえ、嘘をついたにしてもすぐに見破られてしまう気がして落ち着かなくて、結果なにも返せなくなるから困るのだ。

　そもそも響一さんだって聞きたいわけでもないだろうに、たまにこうしてジャブみたいに〝旦那さん〟という単語を挟んでくるのは、たぶん、なにかしら策略があってのことなんだろう。それがわかるから余計に緊張する。

　でも、最近は私も学んでかわし方を覚えていた。

〝旦那さん〟と言わず〝好きな人〟とすれば、嘘をつかずに会話ができる。

「私の好きな人は、そんなに心が狭くはありません」

　本音だった。

　私が好きなのは響一さんで、そして響一さんは器が大きい。

　だから嘘をついたつもりなんてないし、はっきり言えたことに満足していたのに、「本当にそう思ってる？」と意外そうな顔で聞かれるので、意味がわからず首を傾げる。

「思ってますけど……」

　キョトンとした私に響一さんは「だとしたら、千紗が相手を買いかぶってるだけだよ」と笑う。

「どうしてわかるんですか？」

「同じ男同士だからかな」

　一度そこで言葉を切った響一さんが、頬杖をついたまま私を見上げる。

「余裕のある大人に見せてるけど、案外、そうでもないと思うよ。優しく見られたいだけで、頭の中は子どもみたいな嫉妬でどうにかなりそうだったりしてね。……千紗にも心当たりがあるんじゃないかな」

　言いながら私を見て口の端を上げる響一さんにドキッと心臓が反応する。

　今のは、誰を指しての発言だったのか。響一さんからしたら私の〝旦那さん〟に対しての感情じゃなかったのか……。

　でも、最後の言葉が引っ掛かりなにも言えなくなっていると、横から紫乃さんが「あら、それって国峰さんもそうってこと？」と聞く。

　興味津々といった様子の紫乃さんに、響一さんは自嘲するような笑みを浮かべうなずいた。

「そうですね。物わかりいい大人の振りをしていた部分があるので……もっと自分の感情のまま動いてもよかったと今は思ってます。あまりきつく縛り付けて怖がらせたら嫌だと思ったんですけど」

　口を閉じた響一さんが、ゆっくりと私に視線を移す。

　じっと、絡みつくような眼差しにとらえられ息をのんだ。

「縛っておけば、手放さなくてすんだのかな」

　とてもじゃないけれど目を合わせていられず逸らしたのに、いつまでも響一さんのあのどこまでも甘く少しだけ怖い色の瞳が私に向けられている気配がして、期待する胸を押さえ込むのが大変だった。










◇守られた日




　響一さんは、穏やかに見えて案外嫉妬深く独占欲が強い。

　付き合いだしてから薄々気づいていたそういう部分を本格的に実感したのは、会社でのある出来事がきっかけだった。

　休憩スペースでたまたま一緒になった同期男性と話していたとき、あまりに同期の愚痴が止まらないから、強制的に止めた。

『もう大変なのはわかったから、このへんで終わりにして。私の休憩時間、愚痴聞いて終わっちゃったし、新しくオープンしたケーキ屋さんでシュークリームくらい買ってくれないと割に合わない』

　苦笑いで言った私に、同期はおおげさに私を冷たい奴だと非難していた。

　別になんてことのないただの会話だ。

　それなのに、その日私の部屋に寄った響一さんは若干不機嫌だった。

『同期相手だとあんな感じなんだね。俺に対してより距離が近いのも、気兼ねなく見えるのも俺の気のせいじゃないよね。千紗、一度も俺になにかをねだってくれたことないし』

『そんなことは……』

　そもそも響一さんと同期を比べるのがおかしい。

　面倒くさい方向に拗ねた響一さんは、私の腰を抱き寄せると口の端を上げて言った。

『千紗。俺にもなにかねだって』

　じっと見つめてくる瞳には妖しい色が映っていて息を呑んだ。

　意地悪で、色っぽくて、私を戸惑わせる眼差し。

　あのとき私がしたお願いは、たいしたものじゃなかった。

　一方的に抱きついて甘えたいから、響一さんはただ動かずにいてほしいとか、そんなことだ。

　普段だったら、私が抱きつけば響一さんはすぐに抱き締め返してくる。それが嫌なわけでは決してない。でも、一方的に好き勝手に触れて甘えたいときもある。

　動きを禁じられた響一さん的には不完全燃焼だった部分はあるようだったけれど、それでも思う存分抱きつけて満足だと言う私に、とても幸せそうに微笑んでいた。

　私の小さなお願いで、これほどまでに機嫌よく笑う響一さんを見ていたら、特別に想ってくれているのが伝わってきて、嬉しくて堪らなくなった。

　響一さんは、今もあの頃と同じ顔を私に見せる。

『千紗に会いたくてここに通ってることくらい、気づいてるだろ？』

　そんなの、気づいてる。

　空港であんな裏切り方をしたのに、まだ、変わらない気持ちを持っていてくれていることくらい、わかってる。

　だから、困る。

『縛っておけば、手放さなくてすんだのかな』

　そう言ったあと、ほかのテーブルに移った紫乃さんの代わりに、響一さんは私を隣に座らせた。

　いつも通りの軽い問診を終えた響一さんは、さっきあんな情欲のこもった眼差しで私を見て、あんな意味深な発言をしたっていうのに、そのことには触れず軽い世間話をするだけだった。

『そういえば、紫乃さんから千紗が変わったスパイスを使ってるって聞いた。俺が知っている料理と味が変わって感じたのもそのせいかな』

『私が使うのはスーパーでも売っているようなスパイスなので、そこまで珍しいものではないですけど……でも、多少はそのせいもあるかもしれません』

『頑張ったんだな。だけど……そうか。もう、どのスパイスを入れればいいのかわからなくて慌てる千紗は見られないのか。千紗の作るカレー、好きだったんだけどな』

　残念そうに言われた。

　響一さんはスパイスから作るカレーが好きだから、付き合っている間、何度も挑戦したのだけれど、入れるスパイスの種類が多くて毎回キッチンは戦場だった。

　それでも響一さんがひとことおいしいと言ってくれればそれだけで嬉しくて……満たされた。

　あれからまだ二年も経っていないのに遠い昔のことのように思え、胸が痛みで軋んだ。

『カレーの作り方は……』

　あれから変わっていない。ううん、変えていない。だって、響一さんがあのカレーをおいしいって言ってくれていたから。

　そうつながりそうになった声をすんでのところで止め『なんでもありません』と首を振った。

　そんな私を見て、響一さんは少し寂しそうに微笑んでいた。

　その優しい色の瞳を思い出すと、心がどうしようもないほど締め付けられる。

　手を伸ばせばいつでも触れられる距離も、きっとそれを許してくれる響一さんの雰囲気も私をただただ惑わせるばかりで、自分を律するのに必死だった。

　響一さんの甘い視線に触発された恋心が胸の奥で暴れて苦しかった。

　いい加減、見切りをつけてほしい。私のことなんて忘れて、あの女性と幸せな家庭を築くべきだ。

　あんなに会いに来られたら、私だっていつまでも苦しいままで困る。

　会いたい。

　でも、もう会いにこないで。

　早く、ほかの誰かと幸せになって。

　……忘れないで。

　響一さんに別れを告げて以来、私の心の中は、矛盾ばかりだ。




「は？　え、なに、この状況……どうすんの？　いいの？　絶対コロンっていくって」

　部屋に遊びにきた麻希ちゃんが奏太を見て戸惑いの声を出す。

　いつもテンションが低い麻希ちゃんが慌てるのは珍しくて、なんだか微笑ましい。

　どうしていいのかわからずに宙をさまよっている両手は、奏太を支えようか迷っているのだろう。

　ここ数日、奏太は手と足で踏ん張り、腰を高くつき上げるポーズをよくとっていて、今もまさにその状態だった。ヨガにありそうなポーズだ。

「うん。昨日も何度かコロンってなって泣いてた。調べたら、結構皆が通る道みたい。繰り返していくうちに前にハイハイできるようになるっていうんだけど……あ」

　ふたりで見ている先で、奏太が横に転ぶ。

　一応、部屋にはクッションマットが敷き詰めてあるから痛みはないと思う。

　それでも昨日は驚きからか泣いていた奏太だったけれど、今回は泣かずにずりずりとずりばいでバックし始めたので、その成長に感動する。

「私、絶対ひとりで育児とか無理。ずっと携帯片手で検索し続けなきゃじゃん」

「私もそんな感じだよ」

　話しながら準備を済ませ、奏太を抱き上げて部屋を出る。

　今日は麻希ちゃんもスタートから〝ＹＵＫＡＲＩ〟でバイトなので、一緒に出ようと誘ってくれたのだ。

　ホットドッグを振舞ってからも何度かお昼に誘ってご飯を一緒に食べているうちに、だいぶ仲よくなれた。

　最近では、麻希ちゃんは奏太にも少し慣れ、奏太の機嫌のいいときはたまに抱っこしてくれるので、とても嬉しく思っている。

「そういえば、昨日のことなんだけど」

　大通りに向かって並んで歩いている途中で、麻希ちゃんが急に切り出す。

「閉店間近に国峰さんが店に来たんだよね。お客さんももう皆帰ったあとだったから、紫乃さんと私と国峰さんで飲んだの」

「そうなんだ……そういうことって今までにもあったの？」

　私は一時には帰らせてもらっているから、それから閉店までのことはわからない。

　麻希ちゃんは「ううん。昨日が初めて」と否定してから説明する。

「なんか、狙ってあの時間に来たっぽかった。紫乃さんと、あと私にもお礼言ってたし、千紗さんがいないときを選んで来たんだと思う」

「お礼？」

「うん。〝千紗によくしてくれてありがとうございます〟的な、普通親がするような挨拶。昨日、紫乃さん結構酔ってたから、〝私の奢りー！〟って国峰さんにも飲ませて、それで、いろいろ聞いてた」

　そのときの様子が目に浮かぶようだった。

　でも、響一さん、なんでそんなことを言ったんだろう。

　付き合っているなら、響一さんは過保護だしそれくらいしても納得できる。

　けれど別れているのにお礼を言うなんておかしい。

　響一さんだってそれはわかっているはずなのに……。

　私がほかの男性との間にできた子どもを生んだって思いながらもお店に通い続ける理由も、その上で、私をまだ好きでいてくれる理由も、最近は響一さんの考えがなにもわからなくて困惑してばかりだ。

「国峰さん、今、罰を受けてる最中なんだって」

　突拍子もないことを言いだした麻希ちゃんに、思わず「えっ？」と声を出す。

　罰……って罰？　悪いことをした人が受ける？

　まさか、海外でなにか法に触れたとか？

「自分への罰だって。だから、一年一ヵ月、待つんだって。もう紫乃さんがベロベロだったから、あまり話どころじゃなかったんだけど、そんなこと言ってた」

〝一年一ヵ月〟という期間にドキッとする。

　それは……私が奏太を身ごもり出産して、ひとりで育てた時間。

　響一さんは、まだ私を好きでいて、でも、私をひとりにして苦しめたから自分も同じ時間耐えると、そういうつもりなんだろうか。

　ただ、私を見守るだけの時間が、彼にとってはつらいのはわからないでもない。

　心配性で、本当だったら自分でなんでもやってあげたいと思う人だから。

　でも……今の話が本当なら、おかしい。

　だって一年一ヵ月待つって言うなら、そのあと響一さんはどうするの？

　響一さんの気持ちはともかくとして、他人の家庭を壊すような人じゃない。

　私が両親の離婚で心を痛めていたのを知っているし、余計だ。

　もしかしたら響一さん、私が結婚していないことに気づいているんじゃ……。

　その可能性に行きついたとき、麻希ちゃんが言う。

「話の中で知ったんだけど、店の新しいコンロを手配してくれたの国峰さんらしいね。紫乃さんがお礼言ってた」

「え……そうなの？」

「うん。業者の手配もなにからなにまで国峰さんがしてくれたんだって。おかしいと思ってたんだよね。紫乃さん、自分は料理しないから、普通コンロが使いにくくても気づかないじゃん。国峰さんが、千紗さんが調理場に立ってるのを見て、使いやすいように替えてくれたんだよ」

　そうだったのか……。

　あれは、響一さんがしてくれたことだったのか。

　たしかに紫乃さんは料理をしないから、ＩＨとガスの違いはわからないだろうし、急な交換が不思議ではあった。

　知り合いが多いし付き合いがいいから、そういう関係かと思っていたけれど……響一さんだったんだ。

　そう思うと、笑みがこぼれてしまう。

　一年一ヵ月待つって言ったらしいのに、ミルクの湯冷ましといい、ハンドクリームといい、ＩＨコンロといい、手を出したい放題だ。

　全然待てないのは、付き合い出したその日にキスしてきたときから変わらなくて、笑いながらも涙が浮かんだ瞬間。

「え」と小さな声を出した麻希ちゃんの足が止まる。

　どうしたのかと思い振り向くと、麻希ちゃんの瞳は真っ直ぐ前を向いたまま揺れていた。

　顔いっぱいに動揺を広げる麻希ちゃんの視線を追い、〝ＹＵＫＡＲＩ〟の前に立つ男性の姿に気づく。

　ひょろっとした体型で、白いロンＴに黒いジャージ姿。ボサボサの黒髪は全体的に長く、目元を隠しているけれど、たぶん年齢は私と同じくらいだ。

　あの男性がどうかしたのだろうか。

〝ＹＵＫＡＲＩ〟の前でウロウロしているところを見ると、お店に用事があるのはたしかだけれど、まだ十七時四十五分だ。開店までは一時間以上もある。

　入ってもらうにしても一度お引き取りいただくにしても私じゃ判断がつかないし紫乃さんに相談したほうがよさそうだ……と考えていると、男性がこちらを見た。

　すぐに「おー」と笑顔で片手を上げた男性に、隣に立つ麻希ちゃんの肩がビクッと動いたのがわかった。

　表情を見ても怯えている。

　会いたくないような知り合い……？と考え、そういえば、いつだったか麻希ちゃんがしてくれた元彼の話を思い出した。

『私、元彼に貯金とか全部持ってかれたから、他人に対して警戒心すごくて。だから、慣れるまで余計に時間がかかる』

　たしか、そう言っていた。

　こそっと「お金とった元彼？」と聞くと、麻希ちゃんはようやく私の存在を思い出したようにハッとしうなずく。

　そして、私が抱いている奏太をじっと見つめてから元彼を睨んだ。

「なんか用？」

　元彼の方へツカツカと歩いていく麻希ちゃんが心配で、私も後を追う。

　二メートルほど距離を空けて立ち止まった麻希ちゃんに、元彼はニヤッと笑った。

　全体的に清潔感がなく、この距離からでも煙草の匂いがした。

「おまえ今、この店で働いてるらしいじゃん。短いスカートはいて客とってんだろ？　いいなぁ。俺にもちょっと分けてよ」

　終始へらへらしている元彼の態度にも発言にも強い不快感を抱いていると、麻希ちゃんがため息をつく。

「ここはそういう店じゃない。っていうか、あんた二年前に私から金持っていったじゃん。よく平気な顔して会いにこれるよね。煙草の吸いすぎで脳みそ燻製にでもなったんじゃない？　神経疑う」

　さっきの怯えた顔が嘘みたいに勇敢に言い返す麻希ちゃんに驚きながらもハラハラする。

　相手はお金を持ち逃げできるような男だ。普通じゃない。

　でも、だからって強引に店内に逃げ込んだところで追いかけてきそうだし、だったら、人目もある大通りのこの場所で話したほうが安全ではある。

　そう思い見ていると、私たちを一瞬だけ振り返った麻希ちゃんが顔をしかめる。

　さっきもこんな顔をしていた気がして不思議に思っているうちに、元彼のほうを向いた彼女は「っていうか、場所移して」と言った。

「麻希ちゃん。ダメだよ。人通りもあるし、ここで話したほうが安全だと思う」

　慌てて腕を掴んだ私に、麻希ちゃんは目を伏せ、眉を寄せる。

「だって、その子いるじゃん。なにかあったらやだ」

「なにかって……もしかして、殴るような男なの？　麻希ちゃん、殴られたことがあるの？」

　強い口調ですぐにそう返すと、麻希ちゃんは叱られた子どもみたいに黙る。

　その態度を見て、ますますふたりきりにはできないと思った。

「ひどい言われようでうけるんだけど。っていうか、もう時効じゃん。何年前のことだと思ってんだよ。だいたい、俺が金をとったっていう証拠も殴った証拠もないだろ」

　ヘラヘラとする元彼を睨みながら、考えを巡らせる。

　麻希ちゃんの言うように、私の腕の中には奏太がいるし危ないマネはしたくない。

　でも、普通に話し合っただけでこの人が帰るとは思えないし、麻希ちゃんとふたりきりにも絶対にできない。暴力を振るわれた過去があるならなおさらだ。

　とりあえず、誰かに助けてもらったほうがいいと思い、こっそり携帯を取り出す。

　一番に通報が浮かんだけれど、〝ＹＵＫＡＲＩ〟に迷惑がかかるかもしれないという思いがそれを止める。

　麻希ちゃんもたぶん、それは同じだとわかっているからこそ、ためらった。

　私も麻希ちゃんも、紫乃さんのおかげで今、こうして平穏に暮らせている。

　これ以上の迷惑はかけられない。

　でも、誰かに連絡をしなくちゃ。私ひとりじゃどうにもできない。

　周りには人通りもあるのに、誰もこの風貌の元彼と関わりたくないのか足早に通り過ぎていくだけだった。

　その状況が悲しくてうつむいたとき、電話帳をスクロールしていた指が止まる。

　そうだ……誰かに、周りに頼っている場合じゃない。

「麻希ちゃん、お金って現金で持ち逃げされたの？」

　元彼がおかしな動きをとったらすぐ逃げられるよう、視線は元彼に向けたまま聞く。

「え……ああ、ううん。キャッシュカードとられて、それで」

　麻希ちゃんの答えにひとつうなずいてから、元彼に言う。

「じゃあ、引き出し履歴が残ってるし、どこで引き出されたかもわかるから、その場所の防犯カメラ調べれば犯人がわかる。だから、立派な証拠になります」

　私が戦うつもりだと気づいたのか、元彼が顔をしかめる。

「さっき時効だとか言ってましたけど、窃盗の時効は七年です。ちなみに傷害罪の時効は十年です。今、麻希ちゃんが被害届を出せば、あなたは普通に捕まります」

　心臓がドクドクと嫌な音を響かせる。

　隙を見せたくないのに声が震えるのが止められなくて情けなかった。

　それでも睨み続けている私に、元彼が大きく舌打ちして近づいてくる。

　人目があれば手を上げないという判断が甘かったかもしれない。この人にそんな常識通用しなかったのかも。

「麻希ちゃん、通報……」

　握っていた携帯を麻希ちゃんに渡し、彼女を背中で庇うようにして位置を変えたときだった。

　ものすごい勢いで奏太が泣き出した。

　奏太の泣き声はもともと大きめではあるものの、今まで聞いてきた中でもマックスの音量に驚いた。

　一気に母親モードに切り替わった頭で、お腹は空いていないはずだし、オムツも濡れていないし、と可能性を消去していく。

　奏太の大きな泣き声に、さすがに通行人がポツポツと足を止めこちらを窺うように見ていた。

　周りからの視線に元彼が居心地悪そうに一歩距離をとったのを見て、少しホッとしながら奏太の背中をポンポンと叩いてあやす。

「ごめんごめん、ママが怖い顔してたからかな」

　残った原因はそれくらいしかなくて、慌てて笑顔を作り謝っていると。

「違うよな。奏太はママを守ったんだよな」

　そんな言葉が聞こえてきて、びっくりした。

　耳慣れた声は振り向くまでもなく誰だかわかり、奏太を抱き締める腕に力がこもる。

　心細かった今、一番会いたいと思っていたから……顔を見てしまったら、涙が溢れるのがわかって、顔が上げられなくなった。

　私の横で一度足を止めた響一さんは、奏太の頭を優しく撫で……それから、私の頭にもポンと触れたあと、隠すように私たちの前に立った。

　響一さんの登場に、麻希ちゃんの元彼は一瞬怯んだけれど、すぐにまた鋭い目つきに戻る。

「キャバクラ勤務の彼女に、これまで貸した金を返せとでも言われたか？」

　響一さんがそう切り出すと、元彼の表情が変わった。

　響一さんは片手に資料のようなものを持っていて、そこに目を落とす。

「バイトも去年の十月にパチンコ店をクビになって以来していないし、同棲中の１ＬＤＫの部屋の家賃も光熱費もすべて彼女持ち……となれば、彼女だって愛想を尽かすに決まってるだろ。甲斐性がなさすぎる」

　淡々と言う響一さんに、元彼は焦ったように眉を寄せた。

　どうして知っているんだとでも言わんばかりの顔に、響一さんが少し笑ったのがわかった。

「これくらい、調べれば簡単にわかる。俺としてはこんな情報に価値はないけど、欲しがる業者もあるかもしれない。……言っている意味がわかるか？」

　ハッとした顔をした元彼は、悔しそうに舌打ちしながらも背中を向ける。

　そのうしろ姿に響一さんが「今後、この子たちの周りに姿を現した時点で、この情報は一番追い詰めてくれそうな業者に渡す」と言っても、元彼はなにも答えなかった。

　響一さんが見張るようにその背中をずっと見ているうしろで、震える麻希ちゃんを堪らず抱き締めていた。




　そのあと間もなくして始まった紫乃さんのお説教タイム。

　薄いビニール袋に入ったお客様用のおしぼりで、私と麻希ちゃんの頭をポスポスと叩きながら紫乃さんは、眉を吊り上げて怒っていた。

「私は、あんたたちに我慢させたくて面倒見てるわけじゃないの！　少しでも幸せになって笑っててほしいから手を貸してるんでしょ！　それを……本当に、もう！」

　ちっとも痛くないおしぼりの鉄てっ槌ついが何度も頭に落とされる。間違いなく怒られているのになぜか嬉しくて感動してしまう。

　隣に正座をしている麻希ちゃんをチラッと見ると、彼女もどこか穏やかな顔をしていて、きっと同じ気持ちなんだとわかった。

「いい？　今度同じようなことがあったらすぐ頼りなさいよ。私の顔が広いのはあんたたちだってよく知ってるでしょ。腕っぷしが強い屈強な男なんか二、三人すぐ呼べるんだからね」

　紫乃さんからのありがたいお叱りが終わったあと、響一さんが紫乃さんに大きな紙袋を手渡す。それから奥の和室に戻った響一さんは、ひとり遊びしている奏太の隣に当たり前のように腰を下ろした。きっと、お説教タイムの間もそこで奏太を見ていてくれたのだろう。

　紫乃さんが買って置いてくれているたくさんの知育玩具。ぬいぐるみのカバの大きく開いた口に相変わらずいろんなブロックを詰め込んで遊んでいる奏太の傍らに響一さんがいる。

　ずっと、夢見ていた光景だった。

　その光景を目の当たりにした途端、さっきの紫乃さんのお説教で緩んでいる涙腺がさらに刺激されるので、気を引き締めた。

　響一さんは、たまたま通りがかったのではなく、昨日閉店後まで飲んでいたことへのお詫びを持ってきていたらしい。

　しっかりとしたＢ４サイズの缶にはギッシリとおいしそうな焼き菓子が詰まっていて、紫乃さんも喜んでいた。

「響一さん。さっきはありがとうございました。助かりました。……あと、ごめんなさい」

　危ない行動をとった自覚はあるので隣に座りながら謝ると、響一さんがそんな私をじっと見つめ……そしてため息をつく。

「ああいうのはやめてほしい。心臓に悪い」

「すみません」

「千紗は責任感が強いし、ああいうときに黙っていられないのはわかる。でも、一歩間違えたら手を上げられていたかもしれない。そんなことになったら、俺は一生自分自身を許せなくなる」

　つらそうに眉を寄せていた響一さんが、私を見て、わずかに微笑む。

「自分だけのものだと思わないでほしい。千紗のこの手も、身体も、心も、全部」

　私が膝の上に置いていた手を、響一さんの手が上から包むように握る。

　その手の感触に……体温に、なんとなくだけど、やっぱり響一さんは私が未婚だと知っているんじゃないかと思った。

　知っていて、一年一ヵ月待つつもりなんだ。

　咄嗟に嬉しいと思ったけれど、それをすぐに重たく暗い感情が押しつぶす。

　だって、それだけ時間が経ったところでなにも変わらない。

　社長の反対も、響一さんの立場も……私の判断も。

　別れたくなかったから、私だってたくさん考えた。でも、何百回考え直しても、必ず同じ壁に行きついてしまうのだ。どうやっても打破できないことが悔しくて堪らないけれど、思いだけじゃどうにもできないのが現実だった。

「千紗さん。ちょっとだけいい？」

　ぼんやりしていたところを呼ばれて振り返ると、麻希ちゃんが和室の入り口辺りに立っていた。

「うん。麻希ちゃん、少しは落ち着いた？」

　元彼が姿を消すまで、麻希ちゃんはずっと震えていたし顔色も悪かった。

　きっと恐怖でいっぱいだっただろうに、それでも私たちを最初守ろうとしてくれたことを思うと、いい子だと再確認する。

「うん。なんか、私のせいでごめんね」

　申し訳なさそうに言われ、首を横に振った。

「ううん。麻希ちゃんのせいじゃないから大丈夫」

「千紗さん、法律とか風水とかいろんなこと知ってるよね。ドアベルどこにつけるかって話になったときも、外側につけたほうが風水的にはいいって言ってたし」

　窃盗罪の時効は七年。傷害罪は十年。玄関には音のするものや観葉植物などが吉。

　この一年ほどで意識して読むようになった本から得た知識だった。

「ただの受け売りだよ。でも、麻希ちゃんが無事でよかった」

「ん。ありがと」と照れたように言った麻希ちゃんが、思い出したように携帯を差し出した。

「あ、これ。流れで私が持ったままになってたから。千紗さんの携帯……っと、ごめんっ、大丈夫？」

　受け取ろうとして、うっかり携帯を落とす。

　麻希ちゃんは慌てていたけれど、和室だし、そんなに高い場所から落としたわけでもないから問題ない。

　奏太が生まれてからはこれくらいのことは日常茶飯事で、携帯はすでに小さな傷だらけ。だから、新しい傷が増えたところでそれほどダメージも受けなくなっていた。

「大丈夫」と言いながら拾い上げる。

　毎度のことながら一応、きちんと動くかを確認するためにほとんど無意識でホームボタンを押し、一番最初に出てきた画面をたいして見ることもなくタップして……ハッとした。

　すぐに終了を連打したけれど、時すでに遅し。

　響一さんのスーツのポケットの中で携帯が一瞬だけ震え、切れた。

　数秒の着信を不思議に思った響一さんが着歴を確認してから私を見るので、慌てて口を開いた。

「違うんです。さっき、焦ってたから……通報するのはどうだろうって考えたときに、響一さんの電話番号をたまたま選んじゃっただけで、だから深い意味は……」

　しどろもどろで言う私に、響一さんは嬉しそうに目を細め「うん」とうなずく。

　私自身、無理のある言い訳なのはわかっていたのに、そんな簡単に受け入れられたらこれ以上はなにも言えなくなってしまう。

　あのとき……麻希ちゃんの元彼と対峙したとき、怖かった。

　通行人もいて人目もたくさんあるのに、皆私たちを気にしながらも通り過ぎるだけで、誰も助けてくれないのだと思ったら、とても怖くなった。

　そうしたら、指は勝手に一番助けてほしい人を選んでいた。

　国峰響一という、ただの文字の並びを見ただけで勇気が湧いて背中を押された。

　だから、戦おうと前を向けた。

「頼ろうとしてくれていたみたいだから、今回のことは大目に見るよ。でも、もう無茶はしないで」

　甘さの乗った眼差しで私に告げたあと、響一さんは麻希ちゃんに視線を移す。

「彼ももう君には近づかないよう、しっかり約束させるから安心してくれていい。口約束が不安なら、誓約書にサインさせて君にも渡すよ」

「あー……いえ。国峰さんがそう言うなら、それで大丈夫かなって。あいつ、闇金で借金してて結構危なそうな人たちに追われてたりしたから、びびってもう近づかないと思うし」

「わかった。じゃあ、もしなにかあったら話してくれれば対応できるようにしておくよ。千紗が仲よくしてもらっているみたいだし、俺にできることなら協力するから」

「はい。ありがとうございます」

　安心したような笑みを浮かべた麻希ちゃんがフロアに戻る。

　その様子を眺めながら「響一さん」と呼んだ。

「紫乃さんと麻希ちゃん、それにふたりの周りの人間関係を調べたってことですよね」

　さっき、元彼と対峙したとき、響一さんが持っていた束になった資料。

　恐らく、あの元彼にはいくつかの闇金業者から借り入れがある。そして、彼女には見捨てられ返済は滞っている。バイトが続かないどころか、最近は働いてすらいない。

　そんなの、身辺調査でもしなければわからない情報だ。

　ゆっくりと視線を移すと、響一さんは私をじっと見つめてから「ごめん」と謝った。

「千紗がいる環境が安全かどうか確認したかったんだ」

　それはわかっている。

　そして、得た情報を悪用する気がないことも。

　今回は響一さんが情報を知っていたから助かったのだし、責めるつもりはない。

　……けれど。

「いつの間に調べたんですか？」

　どうしてその可能性を考えなかったのか、今となっては疑問だった。

　そんなの、業者に頼めばすぐにでも調べられると私だって知っていたのに……響一さんに調べられる可能性をまったく考えていなかった。

　きっと、響一さんが調べたのは私の周りの人間についてだけじゃない。私も、調査対象者のひとりに入っていたはずだ。

　そうなると……私に〝旦那さん〟がいないことも、奏太に父親がいないことも、響一さんはすでに知っているんだろう。

　私がそう確信していることを、私の様子から悟ったのか、響一さんは諦めたように眉を下げ微笑んだ。

「帰国したその日」

「え!?」

　予想よりもだいぶ早い段階で調査されていたことに驚く。

　てっきり、このお店の前でバッタリ会ってからだと思っていた。

　私の反応が大きかったので、奏太がビクッと肩を揺らして停止する。

　響一さんは、そんな奏太をおかしそうに笑いながら背中をポンポンと安心させるように撫でた。

「ママに似て怖がりなんだな」と愛しそうに奏太を見た響一さんが、私に視線を戻す。

「千紗が俺を簡単に裏切るとはまず考えられなかった。でも、空港で出会った千紗は、覚悟を決めた顔をしていたし本当のことを言うとも思えなかったから、あのときは一回引くのが得策だと思ってそうしたんだ。空港からすぐに電話を入れて、調査依頼して……そこから、千紗と今現在関わっている人間に対象を広げた」

「じゃあ、このお店の前で会ったのは……」

「偶然ではないよ。千紗が出てくる時間はだいたいわかっていたから待ち伏せしてたんだ。でも、その時点では調査はたった数日分だけで通院していることは知らなかったから、体調が悪そうにしていたのには驚いた」

　まさか、あれが意図的だったなんて思いもしなかった。

　でも……考えてみれば、偶然が過ぎる。

　あんな時間に、響一さんが外を出歩くなんてまずない。

　それは、彼と付き合っていた時間の中で知っていたのに、どうして気づかなかったんだろう。

　よほど動揺していたのかもしれない。

「全部知ってたのに、強引に話を進めなかったんですね」

　あのときすでに全部知っていたのに、響一さんはなにも言わなかった。

　それ以降も、何度もここで顔を合わせたのに、知らない振りをしていた。

　それが……麻希ちゃんが教えてくれた〝罰〟のつもりだったんだろうか。

　そばにある奏太専用ボックスを倒して豪快に中身をぶちまけた奏太が、お気に入りのビニール製のおもちゃに手を伸ばす。

　わずかに届かず口をへの字に歪ませた奏太を見た響一さんが、ふっと目を細め、目当てのおもちゃを奏太に手渡した。

「表面上なにが起こっているのかはわかっても、どうしてそういうことになったのかだとか、千紗の気持ちまではわからなかったから。焦って手を伸ばしたら千紗の心は本当に俺から離れていく気がして迂闊なことはできなかった」

　たしかに、なにひとつ解決していない今の状況で強引にこられていたら私は離れたかもしれない。

　もしそうなったら私は響一さんを警戒して住民票の住所だって移さなかっただろうし、そしたらいくら響一さんだって足取りを掴むのは難しかったはずだ。

「それでも定期的に俺への気持ちが変わっていないか確かめたくなって、少し意地の悪い質問はしたけどね」

　自嘲するような笑みで言われる。

　私にも覚えはあった。

『千紗は、奏太の父親のことも同じように大事に想ってるって前に言ってたけど……その気持ちは今も変わらない？』

『でも、そんなに俺を褒めると〝旦那さん〟が嫉妬するかもね』

　意地悪なことを言うときの響一さんの瞳は、いつだって私を試しているようだった。

　もしかしたら、私は意識して〝旦那さん〟という言葉を使わなかったから、そういうところからも響一さんは私の気持ちを計っていたのかもしれない。

　私が嘘を嫌うことを知っていたから……きっとそうだったのだろう。

「それに、始めの頃は、父親が俺じゃない可能性も完全には消し切れていなかったから、嫉妬だとか……あと、自分へのふがいなさもあって、少し強い態度だったと思う。それは謝らせてほしい」

　響一さんが真面目な眼差しで言う。

「え、ほかの男性が父親だと思ってたんですか？」

「千紗が、俺がそう勘違いするように仕向けたんだろ？」

　その通りなだけに黙るしかなくなった私を見て、響一さんは楽しそうに笑った。

「ごめん。意地が悪かったかな」

「……いえ」

「ほぼありえないとは思ってたけどね。だけど、俺が海外にいた一年一ヵ月の間、千紗が心変わりをしなかったかは俺にはわからなかったから、調査結果が出るまで可能性を消しきれなかった。千紗は俺を裏切らないとは思った。でも、気持ちが動くのは千紗自身にも止められないだろうから」

　寂しさの浮かぶ微笑みに、そんなわけないと出かかった声をすんでのところで止めた。

　まさか響一さんがそんなに気弱な可能性を考えているなんて思いもしなかっただけに驚いていた。

　響一さんは自分に自信を持っている人だ。

　決してナルシストだとかそういう意味合いではなく、しっかり努力しているから自然とついてくる自信がある。

　それは男性としても人間的に見てもとても魅力的で、どれだけ周りの人が響一さんに魅了されているのか、本人もわかっているはずなのに……私がほかの男性に心移りした可能性なんかを考えていたのか。

　そんなの、ありえないのに。

『千紗の〝旦那さん〟は、今どこでなにをしてるの？　まさか、子ども抱えた千紗を働かせて自分は家で寝てるなんて言わないよな』

『ひと晩帰らなかったのに、連絡ひとつ寄越さない男に義理立てする必要はないと俺は思うけどね』

　体調不良でホテルで面倒を見てもらったのは、まだ空港で別れてから三日かそこらだった。

　だから、響一さんは私にもしかしたら本当にパートナーがいるかもしれないという可能性を消せずにいた。

　その男性に妬いて……だからあんなことを言ったのかと思うと、なんとなく抱いていた違和感が消える。

　あのときは私もごまかそうと必死でそこまで気が回らなかったけれど、たしかに響一さんにしては少し乱暴な言葉だった。

　それだけ、焦っていたということなのかもしれない。

　別れたのに、響一さんは納得したのに、どうして私のいるお店に来るんだろう、という疑問。

　響一さんは私が未婚だと気づいているんじゃないかという疑惑。

　響一さんが初めて〝ＹＵＫＡＲＩ〟に来た日から引っかかっていたことの答えがわかり、解消される。

　けれど……だ。

　響一さんの真意を知っても、元々の問題はなにひとつ解決されないままだから……結局残った答えは変わらない。

　その事実がわかっただけに終わり、気持ちが静かになっていく。

　この部屋に入ったときには、奏太と遊ぶ響一さんの姿を見て、夢に描いていた光景だと感極まりそうにまでなったのに……落差が激しくて、やっぱり夢でしかないのだということが悔しくて悲しくて、ひとり笑みをこぼす。

　そうだ。私だって何度も何度もあがいた。

　思い描いていた夢を現実にできないかって、この一年一ヵ月、諦め悪くもがき続けた。

　それでもダメだったのに、なにかひとつでも状況が変わるたびに〝もしかして〟と起き上がる期待に呆れる。

　もともとかよわいタイプでもないと思っていたけれど、自分がこんなにもスポ魂だったのだと今回のことで初めて知った。

「千紗」

　名前を呼ばれ顔を上げると、すぐに微笑んだ響一さんと目が合った。

「もう、客の振りをしてこの店に千紗に会いにくるような中途半端なことはやめるよ。もうこれ以上待たない。だから、きちんと話をするための時間をとってほしい」

　優しいのに強い意思を持った眼差しで告げられ、動揺から瞳が揺れた。

　これが最後の話し合いになるのだということは、響一さんの表情からわかったから。

　ふたりで話し合ったところで社長に認めてもらえていない現状は変えられないのだから、答えはもう出ているも同然に思えた。

　でも……本当なら空港で終わらなければならなかったんだ。しっかりとけじめをつけないと、ずるずる傷つくだけだ。

　だから、最後になるならそれでいいと思うのに、嫌だと響一さんに縋すがりたくなる自分もたしかにいて、声が出ない。

　膝の上に置いた手に力がこもり、爪が手のひらに食い込む。

　私を諦めてほしいと思っていたのは本当だ。

　それなのに、実際に手を離されると思った途端、悲しさに飲み込まれ目の前が真っ暗になった。

「ただし、そこでは嘘も隠しごともなしだ。千紗の本音が聞きたい」

　続いて響一さんが言ったのは、六日後の土曜日の十四時という時間と、待ち合わせ場所。ここからほど近い公園は子ども連れでも行きやすいことを考慮してくれたんだろう。

「俺の覚悟は決まってるから、千紗もそのつもりで来てほしい」

　目を逸らさない響一さんに、しばらくしてからうなずいた。










◇リベンジを決めた日




『千紗の本音が聞きたい』

　響一さんにそう言われてから三日。

　ずっと考えていた。

　本音を言っていいのなら、私の気持ちなんて響一さんと付き合っていた頃から一度も変わらない。

　響一さんが好きだし、ずっと一緒にいたい。

　でも、響一さんの立場や社長の反対、そして、強引に響一さんと一緒になったあとの響一さんや奏太へ向けられる周りの目を考えると、私の本音は厚い壁の向こうに見えなくなる。

　誰のせいでもないから、本当に仕方のないことなんだと納得するしかないのだ。

　ただ、縁がなかったんだと受け入れるほかない。

　この三日間、何度考え直しても、結局出た答えは一年一ヵ月あがいたあとでやっと出したものと変わらなかった。

　定さだ岡おか翠みどりさんという女性が〝ＹＵＫＡＲＩ〟を訪ねてきたのは、四月一日、木曜日だった。

　十九時の開店と同時にドアベルを鳴らした黒髪の綺麗な女性は、店内を見回しカウンター内に私の姿を見つけると、私の目の前に立った。

　そして「初めまして。私、定岡翠と申します」と丁寧に頭を下げる。

　それは、先週、響一さんと一緒にタクシーを降りてきた女性で、驚きのあまり一瞬反応が遅れた。

「あ……初めまして。水野千紗です。えっと……ご用件はなんでしょうか」

　きっと飲食目的ではないだろうと思い聞いた私に、定岡さんは、無人のテーブル席に座って作業をしながらこちらの様子を見ていた紫乃さんを窺うようにして言う。

「水野さんと少しお話ししたいと思いまして……お仕事中なのは承知していますので、チャージ料が必要でしたらお支払いします。おいくらでしょうか」

　紫乃さんは私をチラッと見たあと立ち上がると、定岡さんの隣に並んだ。

「いえ。必要ないですよ。ただ、このあとお客様が来店なさると賑やかになるから、大事なお話だったら外でのほうがよろしいかと」

　私を見た紫乃さんがニコッと笑う。

「奏太ちゃんなら私が見てるから大丈夫よ。あと少しすれば麻希ちゃんも来るから。定岡さん……でしたよね。千紗ちゃん、すぐ準備させるので、店の外で待っていてくれますか？」

「わかりました。お仕事中すみません。ご配慮ありがとうございます」

　体よく定岡さんを外に出したあと、紫乃さんが顔をしかめる。

　さっきまでのにこやかな顔が嘘みたいだ。

「ねぇ、今のって先週国峰さんと一緒にいたお見合い相手でしょう？　わざわざ千紗ちゃんに会いにくるなんて、なにが目的かしら……。嫌味でも言いにきたって可能性もあるわよね。加勢しようか？」

　心配そうに言う紫乃さんを苦笑いで止める。

「いえ。大丈夫です。なんの話かはわかりませんけど……別に悪いことはしていないので、なにを言われても堂々と言い返せますし」

　安心させるように笑顔を作ってから、上着を羽織ってドアに手をかける。

　外に出るとお店を背にしていた定岡さんがすぐに目に入り、その立ち姿に思わずため息をつきそうになった。

　ピンと伸びた背中も凛とした横顔もとても綺麗で、彼女の周りの空気だけが違って見える。キラキラして澄んでいるとでも言うのだろうか。

　そういえば響一さんもそういう空気感を持っている人だと今さら思い出した。

　もしも、響一さんと同じ空気を持つ定岡さんに、そもそも立っている舞台が違うのだと言われたら……私はなにも言い返せないかもしれない。

　そう思い声をかけられなくなっていた私に気づいた定岡さんが、こちらを向く。

　夜の少し冷えた風が、定岡さんの黒髪を揺らしていた。

「急にごめんなさいね。国峰さんがあまりに水野さんの話ばかりするから、一度くらい会ってみたかったの」

　紫乃さんにはああ言ったものの、正直なにを言われるか不安ではあったので、穏やかな表情の定岡さんに拍子抜けする。

　とはいえ、本心はどこにあるかわからない。

　……なぜなら。

「あの、気分を悪くされたら申し訳ないのですが。響一さんと私の関係をどうしてご存知なんでしょうか」

　響一さんがお見合いの場で私の名前を出すとは考えにくい。

　はたして、定岡さんはどうして私のことを知ったのだろう。

　その疑問に、彼女は悪戯がバレた子どものような笑顔で「実はね、国峰さんの後をつけたの」と答えた。

「先週会ったとき、私のわがままで温泉街に足を伸ばしたんだけど、国峰さん、そのままどこかに行くようだったから、つい」

「つい……」

　いまいち納得ができずに呟いた私を、定岡さんがじっと見つめる。

「その前に、ひとつだけ聞かせてもらえる？」

「え？」

「ある日突然、家族や恋人があなたのそばから消えたら、あなたはどうする？」

　この質問自体が突然すぎて面食らう。

　漠然とした問いかけに首を傾げたくなりながらも、聞かれた以上、一応考えてみようとしたのだけれど、幸か不幸か、その仮定の話は経験済みだった。

　高校卒業と共に両親はパッと離れていったし、形は違うにしても響一さんも日本を発った。

　そういうときに感じる、じわじわと足元から襲ってくるような拭えない不安は身をもって知っていた。

「どうにかします」

「どうにかって……」

　キョトンとした顔の定岡さんを見て答える。

「生活を立て直すことが一番なので、そこからどうにかして次の一手を考えます。金銭的に不安が残るならそこをまず解決させるために働く場所を探すし、目の前から消えてしまった人たちがまだ恋しい存在であれば、たぶん、諦めません。足場を固めてから追いかけると思います」

　どうにかその壁を打破できないか、方法を探す。

　誰かが手を差し伸べてくれるまで待っているなんて性格的に無理なので、きっとじっとはしていられない。

　そう思い言った私に、定岡さんは目を丸くしたあと笑った。

　呆れているともとれる笑い方だったので少しムッとしていると、定岡さんは「ごめんなさい、違うの」と、まだ笑みの残った顔で言う。

「聞いていた通りだと思ったから。決して馬鹿にしたわけじゃないの。ごめんなさいね」

「聞いていた通り？」

　一体、誰から？

　そんな私の心の声が聞こえたように定岡さんが話し出す。

「説明するには……そうね。まず、お見合いから話したほうが納得してもらえそうね」

　その言葉に、そういえば……と思い出した。

「あの、そのお見合いのことなんですけど、響一さんとの縁談を断ったって聞いてます。本当なんですか？」

　ずっと信じられずにいただけに、疑うように聞く。

　断ったのが事実にしても、一体、どんな理由だったんだろう。短所なんて探しても見つからない響一さんのどこが気に入らなかったんだろう。

　そんな思いから聞くと、定岡さんはキョトンとしたあと、ゆっくりと目を伏せ微笑んだ。

「私もね、最初は今回の話には乗り気だったのよ。家柄も外見も申し分ないし、仕事の上でも協力し合える最高の相手だと思った。実際にお会いした国峰さんは写真以上に素敵で、人生の中で一番胸が高鳴った。……でも」

　定岡さんの声にわずかに落胆の色が混ざる。

「彼、すぐに『定岡さんは、忘れられない人っていますか？』って。最初は、お互いの過去の恋愛を知っておく必要もあると思って話していたんだけど、そのうちにそうじゃないって気づいたの。だって、過去の恋愛を話す私と違って、彼の話す〝彼女〟への想いはちっとも過去の感情じゃなかったから」

　観念したような笑みを作った定岡さんが、私を見る。

「会っている時間の中で、彼は私を一度も否定しなかった。でも……あれだけほかの女性への想いを見せつけられたら、もう無理でしょ。国峰さんはあくまでも〝忘れられない女性〟として話しているだけだったけど、伝わってきちゃうんだもの。その人が今でも大事で大好きで仕方ないんだって」

　定岡さんがハキハキとした声で「だから、もういいですよって私から言ったの」と続ける。

「そう仕向けられていたのはわかっていても、こっちはもう戦意喪失状態だったしね。きっと、今までのお見合いも相手から断らせていたんだと思う。罪な人ね」

　定岡さんの言葉に、響一さんが言っていたことに納得がいった。

『実は今までにも何度かこういう話はあったんですけど、俺はあまり器用に付き合えるタイプでもないから、だいたい相手側から断られるんです』

　響一さんはあたかも相手に一方的に振られたようなニュアンスで話していたけれど、実際は違ったんだ。

　響一さんがそう仕向けていただけだ。

　なんとなく騙されたようでおもしろくない気分になっていたとき、定岡さんが言った。

「だから、そこまで想われる女性ってどんな人だろうと思って、お見合いのあと国峰さんをつけたの」

「そうだったんですね……。すみません、私、失礼な態度をとってしまって」

　てっきり、もっと嫌な理由から調べられたのかもしれないと勝手に思い込み、牽制してしまった。

　だから謝ると、定岡さんは「ううん」と快く許してくれる。

「誰だって勝手に個人情報を知られていたら怪しむもの。警戒して当然だから気にしないで。むしろ、私のほうこそ突然ごめんなさいね。……でも、会えてよかった。これで本当に諦めがつくわ」

　駅まで延びる大通り。交通量もあるので、車の走行音は途切れない。歩道にもスーツ姿の通行人の姿がポツポツあった。

　そんな中、清すが々すがしく言う定岡さんがとても綺麗に見え、いたたまれなくなって目を伏せる。

　私は今、定岡さんにどう映っているのだろうと考えると、怖くなった。

「本当に、諦めがつきましたか？」

「え？」

「私なんかより、響一さんにはご自身のほうがお似合いだと思いませんか？」

　写真を見せられたときから綺麗な人だとは思っていたけれど、こうして対面すると余計に思い知らされる。

　定岡さんは、響一さん側の人だと。

　そんな彼女が、私を見て響一さんへの想いに諦めがつくなんて、そんなわけがないと思うのは私が自分自身に自信がないからだ。

　自分を卑下しているわけではない。

　今までの自分の生き方を恥じているわけでもないし、堂々と胸だって張れる。

　ただ……響一さんの隣に立つには、まだ足りないものが多すぎるということだ。

　そんな弱気が顔に出ていたんだろう。

　定岡さんは目を見開いてから、ふっと表情を緩めた。

「さっきの、あなたのことを誰から聞いたのかっていう質問の答えだけど。国峰さんからよ。なにか問題が起こってもただ困ってるだけじゃなくてどうにかしようって奮起して頑張るところがかわいいんですって」

「え……あ、さっきの質問って試していたんですか？」

『ある日突然、家族や恋人があなたのそばから消えたら、あなたはどうする？』

　唐突だった問いかけを思い出し声を漏らすと、定岡さんがうなずく。

「聞いていた通り勇ましいから、敵わないなと思ってつい笑っちゃったの。ごめんなさいね」

　逆はあっても、定岡さんが私に敵わないなんてことはない。

　そんな気持ちが表情から伝わったのか、定岡さんは目を細め続ける。

「やきもちの焼き方が直球なところとか、幽霊としいたけが苦手なところがかわいいって言ってたわ。馬鹿馬鹿しい惚気話ばかりだったけど、本当に好きなんだって伝わるには十分だった」

　定岡さんの言葉に、いつかの思い出が蘇る。

　響一さんは副社長という立場から、会食が多かった。

　もちろん、相手が女性の場合もあるので、目撃情報が社内で噂になったりもしていて、それは私の耳にも自然と入ってきた。

　会食が仕事の内だというのは理解していたし、響一さんを疑っているわけでもない。それでも、相手がすごく綺麗な方だったなんて聞けば、嫉妬もするし心配せずにはいられない。

『あの、やっぱり気になるので聞かせてください。噂になっている女性とはなんでもないんですよね？』

　ひとりで悶々としていても時間の無駄な気がして、意を決して聞いた私に、響一さんは目を丸くしてから顔をほころばせ、私の頬に撫でるように触れた。

『もちろん。仕事以外で関わりはないし、今後も持つつもりもない』

　猫でもかわいがるように私の顎のあたりをゴロゴロする響一さんが『心配させた？』と聞くので、首を横に振った。

『すみません。うっとうしいかなって思ったんですけど、つい。本気で疑っているわけじゃないんです。でも、響一さんの口からきちんと〝違う〟って言ってもらえると、それで安心できるから』

　じっと見つめて言った私に、響一さんは呆れたような笑みを浮かべた。

『そんなこと言って、俺が嘘ついてたらどうするの？』

『そのときは諦めます。だって、響一さんが私に嘘をついたなら、きっと私のことがどうでもよくなったときだから』

『諦めるって、そんな簡単に……』

　少しショックを受けた顔で言う響一さんに、ふふっと笑った。

『だから、そこからまた好きになってもらえるように努力します。私はたぶん、興味なくされても好きなままだと思うから。響一さんから手を離されない限りは、きっと、ずっと好きです』

　私は響一さんではないから、彼の気持ちはわからない。

　残念だけど、離れてしまうこともあるのかもしれない。

　でも、自分の気持ちはたしかだから、自信があった。

　絶対に好きなままだって……もしも離れなければならなくなったのなら、それは響一さんの心変わりだろうって、思っていたのに。

　――離れたのは、私だった。

「水野さん？」と話しかけられハッとする。

　定岡さんが不思議そうに私を見ていることに気づき、慌てて笑顔を返した。

「響一さんは、私を買いかぶってるんです」

　私は、響一さんの隣に立つのが怖くなって、手を離したのに。

　まだ想い続けてもらえる資格なんてとっくにないのに。

　目を伏せなんとか微笑んでいると、しばらく経ってから、定岡さんが静かに話しだす。

「責任感が強くて嘘がつけない子なんだって、言ってたわ。だから、彼のお父様があなたにした意地の悪い質問にも嘘がつけなくて、そのせいでいつまでも自分を責めている優しい子なんだって」

　定岡さんに言われ、耳を疑った。

　だって、まさか響一さんがあのことを知っているとは思わなかった。

　知っていたとして、一体いつから……と考えだしたとき、定岡さんが言う。

「守れなかったって、自分自身を責めてもいた」

「え……」

「きっと、あなたが国峰さんの隣で幸せにならない限り、彼は自身を責め続けるでしょうね。あなた、国峰さんにそんな人生を歩ませたいの？　あの人にそんな後悔をさせて苦しめ続けたい？」

　優しくも厳しい瞳に問われ言葉を失う。

　だって……そんなことを言われても困る。

　社長に反対されているのに、今さら響一さんの強い想いを聞かされたって……思い知らされたって、がんじがらめになるだけだ。

　響一さんには、祝福される結婚をしてほしい。

　奏太には、私のせいで引け目を感じたり窮屈な思いをさせたくない。

　そのためなら身を引くのなんて、当然だと思った。なのに、私の心には捨てきれない恋心がまだ残っていて……それを、響一さんの眼差しや、定岡さんの言葉が膨らませる。

　必死に抑え込んできたそれが主張して胸を内側から叩くように鼓動が高鳴るので、歯を食いしばった。

「まぁ、国峰さんがあまりに立場がある人だから、あなたが抱える悩みもわからなくもないんだけどね。彼の妻になって本当に支えていけるのかって考えると、それなりの家で育った私でさえ少し尻込みしたもの。責任感が強いって国峰さんが太鼓判を押すあなたなら余計かもしれない」

　定岡さんの優しい表情に目を見張る。

　響一さんに惹かれながらも諦めた上、私の気持ちに寄り添ってくれる定岡さんは、私にとっては眩しすぎる。

　真っ直ぐに向けられる眼差しに背中を叩かれた思いだった。

　私だって、響一さんと出逢う前も出逢ってからも、真っ直ぐな気持ちで前だけを見て歩いてきた。

　社長室で、あの問いをされてからも、ずっとだ。

『響一には、いずれ私が選んだ女性と結婚させるつもりでいる。家柄的にもなんの申し分もない女性で、教養もある。きっと会社にとってもプラスになるだろう。君は、この女性よりも響一の人生を豊かにする自信があるだろうか』

　あの問いは、私の足を止めただけの言葉じゃない。

　私を奮起させるものでもあった。

　だから、響一さんを空港で出迎えたあの日まで前を向いて、響一さんの隣に立つことを夢見続けていた。

　社長の言う通り、響一さんにお似合いの女性は、定岡さんを筆頭にたくさんいると思う。

　実際、定岡さんはとても素敵な人だし、定岡さんがいい人であればあるほど、その問いの重さが増し、弱気になりそうにもなる。

　私といることで響一さんにプラスになることはなんだろう。何度も考えた答えはまだよくわからず、私の中で大事なトピックスとしてあがったまま。

　私が勝っている部分なんて、たったひとつもないのかもしれない。

　それでも……と顔を上げた。

「私、国峰社長に定岡さんの話を聞いてから、日本の建築物について勉強したりもしました。少しでも定岡さんに追いつけたら、認めてもらえるかもしれないなんて夢見て……でも、それもわからないことだらけだし、実際に見て学んでいる定岡さんと私じゃ、そもそも立っている舞台が違う」

　私は本を見て勉強するのが精いっぱいで、疑問を抱いたところで教えてくれる人はいない。

　ネットで調べても、どんぴしゃな答えが載っていることなんてまれだ。

　それに、社長が言っているのはきっとそういう意味ではないんだろうと心のどこかではわかっている。

　社長が言いたい一番は、きっと家柄についてだろうから……私がどれだけ頑張ったところでどうにもならない。

　わかっている。わかっているけれど。

「私よりも定岡さんのほうがきっと〝国峰響一〟という男性には相応しいんだと思います。それでもやっぱり……私は響一さんを譲りたくない。納得してもらえないなら努力するまでだと思ったし、諦められないまま今日まできました。だから……ダメ元でリベンジしてきます」

　このまま、ただ土曜日に別れる答えを出すのを待つなんて、やっぱり嫌だ。

　勝手なのは十分承知だ。でもまだ、もう少しだけ頑張りたい。

　声に出したら覚悟が決まったのか、胸につかえていたものがとれたようにスッキリした。

　春の夜の風が冷たくて気持ちいい。

　目の前の景色がどんどんクリアになっていく。

　宣言した私を「リベンジ？」と不思議そうに見ていた定岡さんだったけれど、前を向いた私の心境の変化に気づいたのか、そのうちにふっと笑った。

「乗り掛かった舟だもの。私に協力できることがあるならするわ」

　その綺麗な笑みを見て、敵わないなと苦笑いがこぼれた。




　二十二時という遅い時間の電話に、響一さんはワンコールで出た。

《千紗？》と私を呼ぶ声には心配の色が窺え、相変わらずの過保護さにふっと笑みがもれる。

　私から電話をかけるのなんて、響一さんが日本を発った日以降初めてだから、なにかあったのかと思われるのも当然だった。

「こんな時間にすみません。……声が、聴きたくなって」

　定岡さんと話して覚悟を決めたら、無性に響一さんに会いたくなった。話したくなった。

　だから、迷った末、休憩時間に携帯に手を伸ばしてしまった。

　眠っている奏太を眺めながら携帯を耳に当てていると、響一さんは少し間を空けてから言う。

《今から会いにいくよ》

「え……あ、いえ。大丈夫です。響一さんに負担をかけるのは嫌ですし、土曜日までは会わない約束ですから」

〝もう、客の振りをしてこの店に千紗に会いにくるのはやめる〟と話していたことを言うと、携帯の向こうから苦笑いが聞こえた。

《あれは別に約束ってわけではないよ。もし俺の体調を気遣って遠慮してるなら、そんなことは全然気にする必要はない。俺は千紗に会えるなら……》

「響一さん」

　話を途中で遮った私に、響一さんが黙る。

　私の声にこもった強い意志に気づいたからかもしれない。

　付き合っている頃から、響一さんはいつだって私の言葉をないがしろにしないで、きちんと聞いてくれた。

　面倒くさそうな顔なんて見せずに、優しい目をして話の続きを待ってくれた。

　そういうところも大好きだったことを思い出し……胸を切なさが襲った。

「私、もう隠し事も嘘もやめます。きちんと向き合います」

　この思いがどこまで伝わるかはわからない。

　一度逃げだしている私の言葉なんて、なんの意味も持たないのかもしれない。

　それでも。私はやっぱり、響一さんを諦めたくない。

　諦めないための努力をやめたくない。

「土曜日、待っててくれますか？」

　慎重に聞いた私に、響一さんは《待ってるよ》と即答した。

《あと……約四十時間か。俺の人生史上、一番時計を確認する二日になりそうだ》

　苦笑しているのが伝わってくる声に、思わず笑みがこぼれた。










◇認められた日




『ただし、そこでは嘘も隠しごともなしだ。千紗の本音が聞きたい』

『俺の覚悟は決まってるから、千紗もそのつもりで来てほしい』

　響一さんはそう言ったけれど、私が自分の気持ちを偽りなく話すためには、その前に会わなければならない人がいる。

　逃げだしたままの私では、響一さんの覚悟に顔向けできない。

　響一さんの言う覚悟が、いい意味のものでも悪い意味のものでも。

　だから、響一さんとの約束の時間前に、ひとつアポをとった。

　定岡さんを通してとった約束は、土曜日の午前中。場所は、いつか私が遠回しに響一さんと別れるように言われた社長室だ。

　以前なら社員だった私は普通に社内に入れたけれど今は違う。

　久しぶりの会社にドキドキしながらも建物前に着くと、社長の秘書らしき男性が私を社長室まで案内してくれた。

　土曜日のため、ほとんどの社員は出社しておらず、社内はシンと静まり返っていた。

　秘書の男性がノックをしてからドアを開ける。

　そして、「水野様が到着しました」と声をかけてから私を室内に通した。

　社長は部屋の奥のデスクではなく、中央にあるソファに座っていて、約一年二ヵ月前の記憶と重なる。

　息苦しくなるような雰囲気も、薄暗い室内も思い出のまま。それはまるで、私への洗礼に思え、臆病な気持ちが顔を出しそうになったけれど、ぐっと足に力を入れて踏みとどまった。

　私が抱いている奏太を見るなり社長は目を見開き……それから、眉を寄せる。

　定岡さんから私が来ることは聞いていても、奏太のことは知らなかっただろうからそれも当然だった。

「ご無沙汰しております。水野です。本日はお時間をとっていただきありがとうございます」

　立ったまま頭を下げると、ややしてから社長から「腰を下ろして楽に……」と声がかかる。

　中途半端に途切れた声を不思議に思い、顔を上げる。

　社長の視線は奏太に留まっていた。

「その子はもう歩けるのだろうか。この部屋は見た通り土足で、テーブルの角もそこまで丸くない。もし動き回ってぶつかったらと思ったんだが」

　思わぬ心配をいただき、緊張が少しだけ解ける。

　社長の言う通り、ローテーブルの角が気にはなるものの、まだ奏太はそこまで自由には動き回れない。

「お気遣いいただきありがとうございます。まだハイハイもできないので、床もテーブルも大丈夫です。おもちゃを渡しておけば、ここで夢中になって遊んでいると思うので」

　言われた通り、ソファに腰を下ろさせてもらいながら話す。

　お茶を持ってきてくれた秘書の男性が部屋を出たところで話を切りだした。

「まず、気になさっていると思うので先に話しますが……この子は、響一さんと私の子です。一年二ヵ月前、社長にこの部屋に呼び出されたときにはもう妊娠していました」

　私の発言に、社長は驚愕し、それからくしゃっと目元を歪めた。

「そうだったのか……」

　申し訳なさそうに顔をしかめた社長は、前傾姿勢になり、片手でおでこを覆いながら言う。

「君が、私が呼び出した二ヵ月後、退職したのは知っていた。勝手なことを言うようだが、仕事まで奪うつもりはなかったから、申し訳なく思っていたんだ。でも、もう一年が経つし新しい生活にも慣れた頃だろうと勝手に考えていた。まさか、あのとき妊娠していたなんて……」

　社長が自身を責めるようなトーンで言うので、どう返せばいいのかわからなくなりながらも口を開いた。

「あの、信じていただけるかはわかりませんが、私の妊娠も出産も、響一さんには一切伝えていませんでした。だから響一さんは、一ヵ月前、空港でこの子を抱いて出迎えた私を見て、初めて知ったんです。……なので、今回の件に関しては全部私が勝手に決めたことです」

　社長と響一さんの間がこじれるのは避けたい。

　そう思い言った私に、社長は長く息をつく。

「そうは言っても、響一にも責任はあるだろう」

「あったとしても、それも全部私が負います。そういうつもりで、響一さんにも帰国された際に一度別れを告げました。あの空港での別れが、私が自分自身で設けたリミットで……分岐点のつもりだったんです」

　空港で別れを告げたときは、これで全部が終わりだと思った。

　私自身、終わらせるつもりだった。

　私の膝の上で、奏太は初めて来る場所だからかキョロキョロと周りを見回したあと、私が手に持っていたおもちゃをとり遊びだす。

　その様子を眺めながら「以前」と切りだした。

「社長に〝響一さんを幸せにする自信はあるか〟と問われたとき、逃げだしたくなったんです。初めての妊娠で、誰にも相談できない不安も手伝って……私がこの子を産んでも誰にも祝福してもらえないかもしれないとか、私と結婚したら響一さんにまで惨めな思いをさせてしまうかもしれないとか、いろいろ言い訳ばかり考えて逃げようとしている自分に気づきました」

　社長の問いにうなずけないどころか、響一さんの前からも逃げだしたくなっている自分がいた。

　それは、自信のなさからくるものだった。

　私自身じゃない。〝国峰響一〟の隣に立つことへの自信のなさが理由だった。

「だから、少しでも響一さんに相応しくなれるよう頑張ろうと思いました。響一さんが帰国するまでに、私だって努力すれば周りが認めてくれる女性になれるんじゃないかって……定岡さんには遠く及ばなくても、知識や資格なら似たようなものが私にも持てるんじゃないかって……そう、思ったんです」

　この部屋に入ったときからあった緊張感は今も続いていた。

　それでも、奏太が膝の上で遊んでいるので、その体温に救われる。

　社長は黙って私の話を聞いていた。

　諦めが悪いと言われればそれまでだ。

　響一さんと別れなくてはならないと思い、そのタイミングとして帰国時を選んだのは、一番説得力があると踏んだからだ。

　海外にいる間に別れ話なんかしたら、飛んで帰ってきそうだという理由も本当だ。

　だから響一さんの帰国時を狙ったのだけれど……そのとき、思ってしまった。

　もし、それまでに周りが納得するだけのものを私が得られれば、別れなくても済むんじゃないかって。

　期待、してしまった。

「そのときから、私は響一さんの帰国をタイムリミットに勉強をして、新しい生活を始めました。響一さんと離れずに済むなら、なんだってできると思ったんです。一年一ヵ月後、私が自分でも胸が張れるくらいになれていたら、別れ話なんかしないでただ笑顔で響一さんを迎え入れられるかもしれないって……その先もずっと、一緒にいられるかもしれないって」

　別れを切りだしたあの空港で、本当は、驚いた顔をする響一さんに、〝響一さんの子です〟と奏太を紹介したかった。

〝黙っててごめんなさい〟って謝って、〝こんな最高のサプライズは初めてだ〟って笑顔で許されたかった。

〝順番が逆になってごめん。結婚しよう〟って、あの空港で、甘く抱き締められたかった。

　でも……無理だった。

　響一さんのいない一年一ヵ月で私が得たものなんて、少なすぎて、だから、諦めて別れるしかないと思った。

　自分で決めたタイムリミットに間に合わなかったのだから。

「最初から私には無理だったんだって、立ってる舞台が違うんだし仕方ないって、ちゃんと諦めようとしたんです。だから、響一さんにだってお別れを言って……もう、二度と会わないつもりでした」

　空港で私はきちんと諦めようと決心していたのに、響一さんはその後も私に会いにきた。

　そのせいで決心はどんどん鈍り……また頑張りたいという気持ちが湧き上がってしまった。

　顔を上げ、社長と目を合わせる。

　真っ直ぐに見つめたまま口を開いた。

「一度別れてみて、諦めようとして、やっぱり響一さんが好きだと気づきました。どうしても離れたくないんです。この子を理由にするつもりはありません。たとえこの子が生まれていなくても、同じ気持ちになりました」

　バッグからクリアファイルを取り出し、テーブルに置く。

　奏太を妊娠して育てながらも、なんとか頑張って唯一形になったものだった。

「宅建士……」と社長が呟くのでうなずく。

　響一さんの仕事の支えになる資格を……と考えて選んだものだ。

「私がこの一年一ヵ月で形にできたのは、この資格と、あとは人に出せる程度の料理を作れるようになったことと、見識を少し広げたことくらいでした。子どもを抱えながらということを言い訳にはしません。これが私の精いっぱいです」

　定岡さんは、こんな資格なんてなくても、それをカバーできるくらいの知識がきっとある。

　家柄だとか人脈だとかそういう面でも響一さんをフォローできるだろう。

　響一さんが困ったら、定岡さんならきっといろいろな方向から手を差し伸べられる。

　でも、私にはなにもないから。

　自分でひとつずつ手に入れていくしか方法がなかった。

　だから、響一さんの仕事の手助けになれるよう、建築物についての本を読み込んだ。風水も学んだ。響一さんが喜んでくれるよう、料理の勉強もした。

「宅建士はそこまで合格率の低い資格ではありませんし、社内にも持ってる人はたくさんいると思います。でも、私、これからも響一さんのお仕事に役立てられるような勉強をたくさんします。響一さんを支えていけるよう、頑張ります。私にはそれくらいしかできないけど、できることを探します」

　必死の思いで見つめる先で、社長がわずかに眉を寄せる。

　みっともないと思われているのかもしれない。諦めが悪いと呆れられているのかもしれない。

　実際、そう映るのはわかっている。

　でも、そんなの気にしている余裕なんてなかった。

　どうしても欲しいものがあるのだから、ほかのことになんてかまっていられない。

「響一さんを幸せにする自信は、まだ持てないです。でも、響一さんをほかの女性には渡したくない。私が響一さんを幸せにしたいんです」

　目を逸らさずに言いきった私に、社長はしばらく黙っていた。

　社長室に落ちる沈黙がどんどんと空気を重たくしていくようで、息苦しささえ感じ始めていた頃、社長がようやく口を開く。

「千紗さん、と言ったな。君と響一は似てる」

「え……」

「たしか今週の日曜日だった。響一は君と同じことを私に言ったよ。〝俺が幸せにしたいのはほかの誰でもなく千紗だけだ〟と。親相手によく恥ずかしげもなくそんな台詞が言えたものだとも思ったが……それだけ本気だということなんだろう」

　そこで一度諦めたようなため息を落とした社長が、背中を背もたれに預ける。

「条件だけで言えば、君以上に響一に合う女性はほかにたくさんいる。けれど、お互いにしかわからない感情はたしかにある。お互いにそう思えるのなら、いつまでも離れているほうが不自然だろう」

　社長が、チラッと奏太に視線を移す。

「なにより、その子が……孫がいる。私には、そんなかわいい子からもう一度父親を奪うようなマネはできない。君が仕事を辞めたと聞いたとき、もう少し考えてフォローするべきだった。不安定な時期に追い詰め、ずいぶん心労をかけただろう。申し訳なかった」

　頭を下げて謝られ、慌てて首を横に振る。

「いえ……社長が私を認めたくない気持ちはわかりますので。私のほうこそ、響一さんの立場をわかっていながら諦められず、のこのこ戻ってきてしまい、申し訳ありません。急すぎるお願いでしたのに、時間をとっていただけて感謝しています」

　私も頭を下げると、社長が「たしかに急だったな」と少し表情を緩める。

「すみません……この後、響一さんに話がしたいって言われているんです。それがいい話にしても悪い話にしても、逃げだした私のままじゃ向き合えないと思って、その前にどうしても社長と話したかったんです」

　覚悟を決めた顔をした響一さんを前に、私もきちんと本音で応えたいと思った。

　もしも悪い話でも、今度こそ気持ちのままに手を伸ばして引き止めたいと思った。

　あの空港みたいに響一さんの背中をただ見送るのはもう嫌だ。

　だから、どうしても響一さんとの約束の前に社長にその許しをもらいたかったのだ。

　そう説明した私に、社長がふっと笑う。

「帰国してすぐだったよ。〝千紗になにを言ったんだ〟と珍しく感情を露わにした響一に問い詰められた。もしかしたら響一は、日本を発つ前から私が君になにかしらのアプローチを計ったと勘づいていたのかもしれない」

「え……」

「海外赴任中も帰国してからも、響一の仕事ぶりは親の私から見ても相当だった。君が安心して響一の元に戻ってこられるよう、私にどうしても君のことを認めさせたかったんだろう。無言の圧力ってものがこんなにも説得力があるとは思わなかった。まざまざと君への気持ちの大きさを見せつけられて最後にはこちらが根負けしたほどだ」

「あの、まさか喧嘩になんてなっていないですよね？」

　問い詰めたという単語に驚いていると、社長が楽しそうに笑う。

「相手がいるからこそできるのが喧嘩だ。私も、一方的な感情で心配をしすぎた。これだけの本気を見せられたら文句はない。君なら大丈夫だろう。響一をよろしく頼む」

「え……」

「大丈夫。響一は私に似て一度執着したものは簡単には離さないし、なにより一途だ。今日の話が悪いもののはずがない。私が保障する。これだけ響一からも君からも本気を見せられたら、反対するほうが野暮ってものだ」

　あまりにあっさりと許可が下り状況についていけずにいる私に、社長がゆっくりとうなずく。

「私が認めたんだ。周りにはうるさく言わせない。……しかし、かわいい子だな。孫は文句なしにかわいいと聞いてはいたがここまでだとは思わなかった。小さい頃の響一にそっくりだ」

　そう目を細めた社長の顔こそが、響一さんに似ているとぼんやり思った。

　大恋愛の末結ばれた社長の奥様も私のように普通の家庭に育ったらしい。

　立場の違いを気にする奥様を、社長が何年もかけて口説き落とし無事一緒になった。

　けれど、結婚後は国峰の名前に重責を感じ、精神的に崩れ早くに他界されている。

　もともと体の強い方ではなかったから余計なのだろうけれど、社長は同じ思いを響一さんにさせまいと、定岡さんたちをすすめたという話だった。

　そう教えてくれた社長の表情には、自身への後悔が浮かんでいて、私の胸まで締め付けられた。

　そこまで聞いて初めて社長の言った『君なら大丈夫だろう』の意味がわかったので、健康にもメンタルの図太さにも自信があると胸を張ったら、社長は『なによりだ』と笑っていて……そして最後に奏太の件について何度目かわからない謝罪を受けた。




　定岡さんに電話をかけ、お礼と結果を報告し、その足で響一さんとの待ち合わせ場所に向かう。

「奏太、疲れてない？　大丈夫……って、寝てたのか」

　ベビーカーの中を覗き込むと、奏太はお気に入りのタオルを握り締めて眠っていた。

「ごめんね。知らない場所で疲れたよね」

　春の日差しは柔らかいけれど、眠っているときは邪魔だろうと思い、日よけで覆う。

　徐々に見えてきた川沿いの公園は、休日とあってそれなりに賑わっているようだった。今の季節は桜が綺麗だから余計だろう。散り始めると、その花びらが川をピンクに染めると地元では有名な場所だ。

　そういえば響一さんが日本を発つ前に話題にあげていたのを思い出す。

『今年は無理だから、来年一緒に見に行こうか』

　ずいぶん昔のことのように感じるけれど、あれからまだ一年二ヵ月しか経っていないのかと驚く。

　たったそれだけの時間で、私の生活は激変した。

　会社を辞めたし引っ越しもしたし、別れも経験したし……そしてなにより、奏太が生まれた。

　挫けそうになっても奏太の存在にどれだけ助けられてきたか、考えたらきりがない。

　空が白くぼやけてくるまで夜泣きが続いて気が遠くなった日も何度もあったし、お風呂なんて奏太が生まれて以来、一度もゆっくり入れていない。

　せっかく保健センターに予防接種に行ったのに、なぜか熱があって受けられなくて帰り道に肩を落とした経験も数回あるし、なんで泣いているのかがわからなくて、私も泣きそうになりながら夜間救急病院に助けを求めて電話したこともあった。

　頼る親もいない初めての子育ては本当に不安と恐怖の連続で、長い長い暗いトンネルを、少しでも気を抜いたら命を落としてしまう奏太を抱きたったひとりで出口がわからないまま彷徨い続けているようにさえ感じた。

　それでも、奏太が笑ってくれるだけでそういう大変さが全部吹き飛ぶ瞬間があって、ちゃんと生きていてくれてる、大きくなってくれてると思うと、涙がこみあげるほど嬉しくなるのだった。

　朝目が覚めて、隣でまだ眠っている奏太の寝顔を見ているときが、私の至福の時間だ。

　橋を渡り、川沿いのなだらかなスロープを下りると、公園手前にあるベンチの前に響一さんの姿があった。

　私に気づくなり目を細めた響一さんはスーツ姿だった。

　社長から聞いた話だと仕事をがむしゃらに頑張っているようだし、もしかしたら今日も仕事だったのかもしれない。

　彼まで一メートルほどの距離の場所で足を止める。

　公園手前のスペースは公園内にある桜の花びらがチラチラと舞い、川の流れる音がかすかに聞こえていた。

　公園は賑わっているのにここだけは静かで、切り取られた空間みたいだ。

　しばらく黙って見つめ合っていたけれど、響一さんが「奏太は寝てるのか」とベビーカーに視線を落とすのでうなずいた。

「はい。少し疲れたみたいで……あの、響一さん。私から話してもいいでしょうか」

　私の申し出に、響一さんは苦笑いを浮かべる。

「悪い話なら、あまり聞きたくないな」

　そんなことを言う響一さんに思わず笑ってから切りだす。

「さっきまで、社長と……響一さんのお父様と会ってました」

　響一さんはそれを聞くなり眉を寄せ真面目な顔になる。

　近づいた響一さんが焦ったように「なにを言われた？」と私の腕を掴むので、慌てて首を横に振った。

「響一さんが心配するようなことはなにも言われていません。会って話がしたいと申し出たのも私ですし、社長はそのお願いを聞き入れてくれただけです」

　そう説明すると、響一さんはようやく落ち着き「そうか」と呟く。

　心底安心したため息をもらす様子を見て「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ」と微笑んだ私に、響一さんは眉を寄せ笑った。

「そういうわけにはいかない。俺は一度別れを切りだされてるし、呑気にかまえてはいられないよ」

　これまでだったら、こんなことを言われてもただ黙るだけだった。

　けれど、もうその必要はないのだと、口を開く。

「別れを切りだした側だからって、私がなにも感じていないと思ってるならそんなの勘違いです。私だって、考えてあがいた末の結論だったんですから」

　いつもと私の反応が違うことに、響一さんも気づいたんだろう。

　驚いた顔をして黙った響一さんに、目を細める。

「響一さんと同じように、私も覚悟を決めてここに来たんです。響一さんに本当の気持ちをぶつけたいから、社長とも話してきました。だからもう、無理やり感情を押し殺したりしません」

　響一さんが帰国してから一ヵ月。私は一度だって本音を見せられなかったから、言いたいことがたくさんあって、どれから言えばいいのかわからなくなるほどだった。

　私の中は、響一さんに聞いてほしいことばかりだ。

「まず、もう知っていると思いますけど、奏太の父親は響一さんです。響一さんが日本を発つときにはもう妊娠していて……それをわかっていながら、響一さんにはなにひとつ伝えませんでした。社長に……」

　そう言いかけたところで、響一さんが言う。

「別れるよう言われていたから、だろ？　帰国してから聞いた」

　自身を責めるような顔で言う響一さんにうなずいてから、「でも」と続ける。

「私、それに従うつもりはなかったんです。最初は落ち込んだり、一瞬でも響一さんの前から逃げだしたくなった自分を情けなくも思いましたけど、そのあとは、響一さんの帰国までに相応しい人間になっていればいいだけの話だって前向きに捉えていたんです。帰国までに社長に認めてもらえれば、そのまま響一さんと一緒にいられると思ったから」

　響一さんは私の身辺調査もしていたと言っていた。

　でも、その辺の事情までは知らなかったんだろう。

　私の気持ちの中までは調べようがないのだから、それも当たり前だ。

　まさか、とでも聞こえてきそうな顔をしていた。

　舞うような風が髪を揺らす中、それを耳にかけ直す。

「だから、ギリギリまで頑張ったんです。でも……資格も、ひとつしかとれなくて、勉強だって全部中途半端にしかできなかった。帰国する当日の朝までどうにかならないかって考えたけど、ダメで……どうしても響一さんに見合う女性にはなれなかった。だから、別れるしかないんだって」

　空港に向かう道中でも散々考えた。社長が認めてくれるようなものをどうにかして手に入れられないかって。リミットを帰国当日としたけれど、なにか目処がつけばなんとかなるんじゃないかなんて、ずるいことも考えた。

　でも、私が持っているものなんて本当に少なくて……きっとこの先に私が手にできるものもたいしたことはなくて。

　その全部を武器にしたって、定岡さんに敵わないと思った。

　だからもう、いよいよ諦めるしかないんだと、自分を無理やり納得させるほかなかった。

　じわりと浮かぶ涙をそのままに、響一さんを見上げる。

「それからは、奏太とふたりで生きていくつもりでした。立ち止まってめそめそしてる時間なんてないんだから、きちんと切り替えなくちゃって。しっかり働いて、この子をどうやってでも幸せにするんだって。響一さんがいなくても、私は奏太がいれば十分幸せなんだからって思っ……」

　言葉の途中で、突然抱き締められる。

　驚く間もなく「そんなこと言うなよ」と、いつもとは違う厳しい口調で言われ、目を見開いた。

「俺がいなくても幸せになれるなんて、千紗の口から聞きたくない」

　切羽詰まった声は、穏やかな響一さんのものだとは思えなくて、心が掴まれ、感情が溢れだす。ずっと抑え込んでいた響一さんへの想いが、トクトクと際限なくこぼれ出していた。

　身動きができないほど力強く抱き締めてくる響一さんが続ける。

「俺は、千紗がいないと幸せになれないし、なるつもりもないよ。だから、俺のためにそばにいてほしい」

　どうしようもなく切なくなりながらも、響一さんのこういうところはズルいとどこかで思う。

　下手に出て私を丸め込むのは、昔から変わらない。でも……そういうところも、大好きだった。

「そういう言い方はズルいです」

「うん。でも、千紗はいつも許してくれるから。……きっと、今回も」

　もう完全に予想を確定しているような声で言う響一さんに、まだ胸の奥にあるわだかまりが反応する。

　もやもやとしたもので内側がいっぱいになり、響一さんに抱き締められたまま、彼の胸を拳で一度ドンと叩いた。

　その拍子に、涙がこぼれる。

「どうして、責めないんですか……っ」と、絞り出した声に悲痛さが混ざる。

「私、逃げだそうとしたんですよ。妊娠がわかって、怖くなって……自分に自信がないからって勝手な理由で、一時だとしても、逃げたいって思ったんです」

「うん」

　響一さんのどこまでも優しい声に、涙も言葉もどんどん溢れて止まらなくなる。

　頭の中がぐちゃぐちゃだった。

「今の私が子どもを生んでも誰にも喜んでもらえないかもしれないって、だから周りを納得させるだけの理由とか、力とか、持てるように必死に探して……だって、諦めたくなかったからっ。響一さんが好きだからっ。せめてできることを増やそうって、料理頑張ったり知識を広げたりして……っ」

「うん」

「でも、離乳食を作っても奏太は食べてくれないし、そもそも母乳すら出なくて……夜泣きの理由もわかってあげられないし、私、立派なママでもないし、それどころか普通のことすらできなくて……あんなに認めてもらえるよう頑張ればいいなんて粋がったくせに、紫乃さんたちに支えられていないと、立っていられないのが情けなくて……っ」

　空港で別れを告げた日。

　帰宅してすぐに、資格関連の参考書や、料理の本、響一さんとの将来を夢見て買ったもの全部処分しようと思った。

　でも、どうしてもできなくて……希望を捨てたくなくて、つい、睡眠時間よりも本を読む時間を優先して眩暈を起こして体調を崩した。

　切り替えようと、響一さんとの未来は諦めるんだと決意したのに、心は全然納得していなくて無理だった。

　私じゃダメだと思い知ったくせに、毎日毎日、響一さんが好きなままだった。

　どうにかして隣に並べないかと、いつもなにかを探し続けてた。

「私、響一さんに相応しい女性になりたくて、いっぱいじたばたしたけど、結局なにもできなくて、響一さんが想ってくれているのを知りながら、あんなに傷つけて別れようとしたんです。だから……もっと責めてください。嫌い……になられるのは嫌ですけど、最悪それでも仕方ないくらいのことを、私は響一さんにしてるんですから」

　勝手に別れて、勝手に出産した私を叱っていい。

　麻希ちゃんの元彼相手に私が出しゃばった行動をとったときみたいに、私が恐縮するような雰囲気でこんこんとお説教してくれていい。

　なのに響一さんは「うん。……いや、ごめん。無理かな」と、尚も柔らかい声で言った。

「俺は千紗が好きだから。千紗がそんなに俺と一緒にいたいと頑張ってくれていたのを知ったら、責めるのも嫌うのも無理だ。ごめんね」

　穏やかな声で言われ、ゆっくりと顔を上げる。

　私がどれだけ身勝手なことを考えて行動していたのか今聞いていただろうに、目が合った響一さんは、声と同じで優しい表情だった。

「千紗がこんな風に大泣きするのは、付き合い始めた日以来だね。あのとき、きっと千紗はうまく息が抜けない子だから、これからは俺が支えて甘やかしてあげようと思ったんだけど……また泣かせた。ごめん」

　涙を拭きながら微笑まれる。

　私の話をきちんと聞いていたのか疑問に思うような甘い態度を取られ、眉を寄せて響一さんを見上げた。

「響一さん。私、逃げだそうとしたんですよ。そんな相手をまた信じられるんですか？　一度逃げ癖がついたら、また難しい局面にぶつかったときに逃げだすかもしれないのに」

『国峰さんを、ちゃんと納得させないまま離れたこと』

　麻希ちゃんの言う通りだ。

　勝手に奏太を生んだとか、ほかに父親がいるよう誤解させて別れようとしただとか、私の悪い点はたくさんあるけれど、元をただせば全部がそこだった。

　響一さんに相談せずに、ひとりで抱え込んだことだ。

　今となれば、それが一番の裏切りだったのかもしれないし、そんな私を響一さんだって今まで通りは想えないだろう。

　そう考えて、身勝手に悲しくなっている私の頬を、響一さんが撫でる。

「千紗はだいぶ自分を責めてるみたいだけど、妊娠して不安になっているところを社長に脅されて、その上、相談しようとした恋人は呑気に海外に飛んで……そんなの俺だって逃げだすと思うよ。それに実際千紗は逃げていないしね。どうにかして俺のそばで踏みとどまろうと努力してくれた。そんな千紗をどうやったら責められるか教えてほしい」

「そうやって甘やかすのやめてください。勝手なこと言わせてもらえば、私は怒られたいんです」

　じっと見上げて言うと、響一さんは「困ったな」と楽しそうに言う。

　その顔にキュッと胸を締め付けられながら目を伏せた。

「それに響一さんは別に、呑気だったわけじゃなくて……私がなにも言わなかったから」

「うん。だからそこは俺も今後はもっと千紗の変化を見逃さないようにずっと千紗を見てるから、千紗もひとりで抱え込む前に俺に話すよう努力してほしいかな」

　響一さんの指先が、すりっと私の頬を撫でる。

「まぁでも、もう逃がすつもりもないから、いらない心配だけどね。無事俺の子だってわかった以上、千紗も奏太も手放すわけがない」

　そう口の端を上げる響一さんに、不思議になって聞く。

「奏太のことも最初からほぼ気づいてたんですよね？」

「奏太が俺の子どもだって？　空港の時点で十中八九俺の子どもだと思ったけど、確信に変わったのは千紗が過労で倒れてホテルで介抱したときかな。母子手帳の父親の欄が空欄だったから」

　やっぱりあのとき、見られていたのか。

　マザーズバッグの中は小さなポケットがたくさんついていて、ひと目でなにがどこにあるかわかるようになっている。

　だから、哺乳瓶を出すときに響一さんが気づかないはずがなかったのだと、今は思う。

　そういえば、奏太の呼び方がいつの間にか〝奏太くん〟から〝奏太〟に変わっていたっけ、と納得する。

「千紗の性格からして、あの短期間にほかの男と関係を持つなんてまずないだろうし、なにか事情があって父親の名前が書けないなら、それはもう俺しかいないと思った。その後、調査結果が出て、男の影はないって判明したけど、その前にはもう確信してたよ」

　まぁ、冷静に考えればそうだろう。

　私が真面目なのは響一さんだって知っているし、きちんと別れてもいないのにほかの男性と関係を持つなんて性格的にありえない。

　それでもごまかせると思っていたのだから……相当追い詰められて思考回路がおかしくなっていたのかもしれない。

「でも、正面から聞いたところで、千紗にも考えがあるのはわかったし素直に答えてくれるとも思えなかったから、どうしようか考えて……まずは俺の問題を片付けて千紗を迎え入れる準備を整えることにした。だから仕事で結果を出して、父親をうなずかせた」

　響一さんの言葉に、さっき社長が言っていたことを思い出す。

『海外赴任中も帰国してからも、響一の仕事ぶりは親の私から見ても相当だった。君が安心して響一の元に戻ってこられるよう、私にどうしても君のことを認めさせたかったんだろう。無言の圧力ってものがこんなにも説得力があるとは思わなかった。まざまざと君への気持ちの大きさを見せつけられて最後にはこちらが根負けしたほどだ』

　そういえば、〝ＹＵＫＡＲＩ〟に来ていたときもやたら疲れていたけれど、それは仕事を必死に頑張っていたからだったのか……と納得がいった。

　そんな思いをしながらも私を諦めようとはしないでくれていたのだと思うと、収まったはずの涙がまた滲みだす。

「悩ませてごめん。父親のことは納得させたから。もう、千紗がひとりで抱える必要はない。千紗も奏太も、俺に支えさせてほしい」

　おもむろに私の左手をすくうように握った響一さんは、私の手の甲に唇を寄せる。

「順番が逆になったけど、俺と結婚してほしい」

　トクトクと喜びの音を響かせる胸を感じながら一度口をつぐむ。

　一度は諦めた未来。

　だからこそ、本当はどれだけ欲しがっていたかを実感した。

　そこに感じる怖さや不安なんかの何倍、何十倍も私は響一さんが好きで……そんな響一さんと一緒にいられるなら、私はきっとなんでも乗り越えられる。

　彼の隣にいるための努力なら、私はなんだってできる。

　桜の花びらが緩い春風に舞う、川岸。

　響一さんをじっと見上げて微笑んだ。

「はい。私、響一さんが好きです。本当はずっとそう言いたかっ……ん」

　返事の途中でキスをされ声が止まる。

　そっと押し付けるだけのキスだったけれど、響一さんとこんな風に触れ合うのはすごく久しぶりだったから、心が震えた。

「俺はずっとこうしたかった」

　至近距離から拗ねたような、甘えたような声で言われ、思わず笑みがこぼれる。

　昂った気持ちのまま抱き着いた私を、響一さんは力強く受け止めてくれて涙が弾けた。




「あの、響一さん……人目があるので」

　私の涙が完全に止まるまで、響一さんはたっぷりと私を腕の中で甘やかしてくれた。

　私はその体温に安心とときめきを覚えながら夢心地でいたのだけれど……そのうちにここが外だと思い出し、慌てて響一さんの胸を両手で押した。

　いくら皆桜に夢中だからといって、こんな場所でしかも真昼間からいちゃいちゃしていられない。

　見たひとは不快になるだろうし、なにより私が恥ずかしい。

　だから腕を突っぱねるのに、響一さんは私の抵抗なんてなんでもないみたいに再度私を抱き寄せてしまう。

「響一さん、あの、ここでは本当に……っ」

　いつまでも抱き合っているわけにはいかない。

　だから必死で言っても、響一さんは聞く耳持たずで、しまいには「あまり大声を出すと奏太が起きるよ」と注意してくる。

　まるで私が悪いみたいに言われ思わず見上げると、それを待っていたようにキスされ、目を見張った。

「千紗」

　至近距離からとろけるような眼差しを向けられ、甘い声で呼ばれる。

　響一さんの親指が私の唇を割り、ふたりの距離が徐々になくなっていき――。

「ほ、本当に無理です……っ」

　響一さんの口から覗く舌を目にした途端、羞恥心だとか緊張だとかいろいろなものが限界を超えガバッとうつむいた。

　少ししてからそろそろと視線を上げ「ここでは、無理です」と小声で付け足す。

　響一さんは少し驚いたあと「ごめん」と嬉しそうに笑っていた。










◇想いが重なった日




　公園内を歩き桜を楽しんだあと、響一さんに誘われるまま部屋にお邪魔することになった。

　私が響一さんのマンションに来るのは一年二ヵ月ぶりだ。海外に行っていたし多少は変わっていたりするのかなと予想はしていたのだけれど、入ってみてその変わりように驚いた。

　３ＬＤＫのうちのひと部屋が、完全に子ども部屋と化している。

　立派なベビーベッドに、絵本がたくさん入った本棚、小物がたくさん入りそうなラックにおもちゃ箱。

　白だった壁紙は水色に張り替えられ、フローリングの上には転んでも痛くないように白い絨毯が敷かれていた。まるで水色の空に浮かぶ雲みたいだ。

　私の胸ほどの高さのラックの上には、快適に過ごせるように、サーキュレーターが置いてあり、気持ちいい空気の流れを作っている。

「すごいですね」と漏らすと、響一さんはふっと頬を緩めた。

「言っただろ？　俺のほうが受け入れる準備を済ませるのが先だと思ったって。遅かれ早かれ千紗も奏太もここに引っ越しさせるつもりでいたから、必要そうなものは揃えた。業者はすぐ手配するから、今千紗が住んでいる部屋にある荷物も早々にこっちに運び込もう。紫乃さんへは俺からも挨拶したいから一緒に報告するってことでいい？」

　もう確定事項のように言われ、戸惑いながらも断る理由はないのでうなずく。

　桜を見ている途中で目を覚ましていた奏太は、部屋の中を見るなり興味を持ち、私の腕から自ら抜け出して、どうにかもがいておもちゃ箱のほうに向かっていこうとしている。

　バック専門だった奏太も、たまに前進できるようになっていたので、必死にバタバタしている姿を見守っていると、見ていられなくなった響一さんがおもちゃ箱を奏太の前に置いた。

「ハイハイできるように少しは頑張らせたほうがいいと思って見てたのに」

　以前も同じようなことがあって、そのときも手を貸していた響一さんを思い出し、クスクス笑いながら言う。

　響一さんは困り顔で微笑む。

「わかってはいるんだけど、かわいそうで見ていられない。そもそも俺は、今までほぼ奏太に関われていないから、もうこれから先はずっと甘やかしたい。本当なら、抱き癖がつくって千紗に怒られながらもずっと抱っこしていたかったし、寝がえりの瞬間を動画に残して毎日見直したかった。だから、全然甘やかし足りないんだよ」

　私なりに考えた上の決断だったとはいえ、その時間を響一さんから奪ったのは私だ。

　だから申し訳なく思い黙っていると、響一さんが続ける。

「甘やかし足りないっていうのは、千紗にも言えることだけどね」

「え？」

「だから、これから先は千紗も奏太も思う存分甘やかすつもりでいる。覚悟しておいて」

　そんなことを言う響一さんに、呆れて、でも嬉しくて、ため息をつけばいいのか笑えばいいのかわからないまま、ふたりのそばに腰を下ろした。

　おもちゃ箱の中は、初めて触れるものばかりで、奏太が夢中になるのも当然だった。

　しっかりと月齢に合わせて選んでくれたんだとわかり、心が温かくなる。

「いいですけど、わがままな子にはしたくないので適当なところで注意はすると思います」

「それでいいよ」

　目を細めた響一さんが、私のサイドの髪を耳にかける。

　眼差しや部屋の雰囲気が変わった気がして戸惑っていると、響一さんが近づき、露わになった私の耳に唇を寄せるので思わず胸を押して止めた。

「……ん？　千紗、どうかした？」

　私を溶かすつもりで出しているような声で問われ、耳が熱を持ったのが自分でもわかった。

「いえ……その、こういう雰囲気が久しぶりで恥ずかしいのもありますし、それに夕方から〝ＹＵＫＡＲＩ〟なので」

　あと一時間もしたらここを出たほうがいい。

　響一さんはピタッと止まったあと、ゆっくりと私から離れる。

　そして、三十センチほどの近距離から私を見つめ眉を寄せた。

「千紗の意見や希望はもちろん尊重したいと思ってるし、結婚したからといって家庭に縛り付けるつもりはないよ。でも、さすがに深夜まで働かせるのは心配だし、それに〝ＹＵＫＡＲＩ〟で働き続けた場合、俺とは完全にすれ違いの生活になる」

　言われて初めて気づく。

　そうか……今までは奏太とふたりだったから気にならなかったけれど、これから響一さんと三人で暮らすのなら、私の今の勤務時間だと完全にすれ違う。

　響一さんが朝出るのが八時として、深夜一時過ぎに帰宅した私はその時間に合わせて朝ごはんを作って見送れるだろうか。

　それに、私が十八時に〝ＹＵＫＡＲＩ〟につくように家を出たあと、響一さんは無人の部屋に帰ってきて、寝るまでひとりの時間を過ごすことになる。

　それはあまりにひどい。

　でも……格安で部屋を貸してくれてバイト先まで面倒を見てくれた紫乃さんにあれだけお世話になっておきながら、結婚するからやめますというのは気が進まない。

　人道に反しているとさえ思えてしまう。

「今までは生活のために仕方なかったのはわかるし、産後一ヵ月から働き続けている千紗は立派だ。でも、今の勤務時間は身体にも悪い」

　響一さんの言っていることもわかるだけに、答えが出せず目を伏せる。

　けれど、三人で新しい生活を始めようとしているのだから、すべて今まで通りとはいかない。

「わかりました。今日、紫乃さんに話してみます」

「うん。もし言いにくいようなら俺から話すから、必要なら連絡して」

「はい。……あの、響一さん」

「ん？」

　眉間のシワを消し、いつも通りの穏やかな微笑みに戻った響一さんを窺うように見る。

「今日はお休みなんですよね？　私はあと一時間で出ますけど……奏太はどうしますか？」

　私が当たり前のように連れていこうと思った。

　でも、しっかりとパパとママになれたのだし、一応確認したほうがいいかと思い聞くと、響一さんは「あー……」と困ったような笑みを浮かべて少し考えていた。

　聞いてはみたものの、さすがにほとんど接したことのない奏太とふたりきりで、しかも夕飯を済ませて寝かしつけるのは大変すぎるだろうと思い、〝今日のところは連れていく〟と言おうとしたところで響一さんが口を開く。

「そうだね。俺が見るよ」

「えっ」

「いや、自信はないけど……まぁ、目を離さないようにはするから。とりあえず、やらなければならないことと、大体の時間帯だけ書いておいてもらえる？　なにかあったら連絡するか……最悪の場合、〝ＹＵＫＡＲＩ〟に連れていくかもしれないけどね。とりあえずは俺が見てるよ」

　そう意思を決めてうなずく響一さんに、私のほうはなかなかうなずくことができなかった。




「あら。じゃあ、国峰さんがひとりで奏太ちゃん見てるの？」

「え、それ大丈夫？　半年奏太眺めてた私でもひとりで面倒見るとか無理なんだけど」

〝ＹＵＫＡＲＩ〟で、今日あった一連の出来事を話すと、紫乃さんも麻希ちゃんもまるで自分のことのように喜んでくれた。

　ふたりしてふた言目には「すごい玉の輿」と騒ぐので、まだその辺にビクついている私の前では、そういう発言は控えてほしいとお願いした。

　覚悟は決めたにしても、御曹司の妻なんて未開の地なだけになにが待ちかまえているのかがわからず怖い。

「そんなの気苦労に終わるわよ」と紫乃さんは笑っていたし、社長や響一さんがいるのだから私が身構えすぎなのはわかっていても、この心配が払拭されるまでにはなかなか時間がかかりそうだ。

　……と、そんな必要あるかもわからない不安よりも問題は響一さんと奏太だ。

「人見知りしない子だし、響一さんには最初から懐いてたから大丈夫だとは思うんですけど……お風呂は入れてきたので、あとは離乳食とミルクをあげればいいだけではあるんです。最近は疲れたらコロンと寝る日も多いし、眠くてぐずるようなことはないと思うけど……」

　ひとりでぶつぶつと言いながら、お通し用の煮物を作る。

　紫乃さんが常連客からもらったマグロのぶつ切りだけど、お刺身として出すには見た目が悪すぎるということで、タマゴと長ネギと一緒に煮込むことにした。

　固くならないように千切りにしたショウガを入れ、ふたを閉める。

　そうしながらも、ポケットの携帯がいつ鳴りだすか気になって仕方がない。

　どこに行くにも奏太を連れていく生活をたまに大変だと思ったこともあったけれど、こんな思いをするくらいなら一緒にいたほうが気が楽だなと思い知った。

「まぁ、実のパパなんだし、大丈夫じゃない？　国峰さんって要領よさそうだし」

　隣に立ってお鍋の中を覗く麻希ちゃんに励まされる。

「うん……要領はいいし仕事もすごくできる人だけど、さすがに育児は……いや、でも、もう信じるしかないよね」

　割り切ろう割り切ろうと心の中で繰り返し念じていたとき、カウンター席に座っている紫乃さんが「それより」と切りだす。

「千紗ちゃん、国峰さんと結婚するならいつまでも今みたいな勤務は続けていられないでしょ。夕方から深夜までなんて働いてたら、夫婦の時間がまったくとれないし」

　まさに今日言おうとしていたことを言われ、紫乃さんと向き合うように立ちうなずく。

「はい。響一さんともそういう話になって……」

　私ひとりがこのお店から抜けたところで、実際には別に誰も困らないのかもしれない。

　でも、気持ち的になかなか踏ん切りがつけられずにいる私に、紫乃さんがカラッとした声で言う。

「じゃあ、午前十一時から四時とか五時までっていうのはどう？」

「え？」

「前からランチタイムも開いてほしいって要望があったから考えてはいたのよね。で、うちの息子が調理師専門学校を卒業したところだし、やらせてみようと思ってたの。そのサポートがひとりいるから、そこを千紗ちゃんにお願いできたらちょうどいいじゃない？」

　思わぬ申し出に、まだあまり状況についていけないままうなずく。

「あ、はい。時間的には全然……でも、私で務まりますか？」

　料理の勉強をしたといっても、せいぜい本を読み込んだくらいだ。役に立てるとは思えない。

　でも紫乃さんは明るく笑う。

「大丈夫よ。これだけ毎日お通し作ってくれてるんだし。息子、社会経験ないし、むしろ千紗ちゃんが鍛えてやって」

「私にできるなら……正直ちょっと自信ないですけど」

　苦笑いを漏らした私に、紫乃さんが笑顔で言う。

「できるできる。〝ＹＵＫＡＲＩ〟のお客様も、もう皆千紗ちゃんのお通しの味に慣れちゃってるし、今さら私や麻希ちゃんじゃ作れないもの。夕方帰る前にお通し作っていってくれると私も助かるの。だから、そういうことでお願いできない？」

「私もここで働けるなら嬉しいです。でも、一度響一さんに相談してもいいですか？」

　きっと響一さんも反対はしないだろうけれど、勝手には決められない。

「もちろんよ」と快諾してくれた紫乃さんにホッとしながら、鍋にみりんを回し入れる。

「じゃあ、私、千紗さんの顔見るついでにランチ食べにこようかな」

「麻希ちゃんは、曲のレパートリー五曲増やしたら格安で食べさせてあげるわよ」

　紫乃さんの提案に、麻希ちゃんが「えー社割があってもいいと思うんですけど」と嫌そうな声を出す。

　辞めなければならないと覚悟してきたのに、話が思わぬ方向に転がり、気持ちが明るさを取り戻していた。

　響一さんと奏太が私のもっとも優先すべき存在だとしても、それでも紫乃さんや麻希ちゃん、それに仕事自体にも思い入れはある。

　だから、なくさずにすんだことが嬉しかった。




　仕事を終え、響一さんが呼んでおいてくれたタクシーでマンションに帰る。

　あらかじめ預かっていた鍵でそっと部屋に入ると、中は静まり返っていた。

　とりあえず奏太の泣き声が聞こえないことに安心して、一応物音に気をつけながら靴を脱いで中に進む。

　普段、〝ＹＵＫＡＲＩ〟で寝ていても起きない子ではあるものの、場所が変われば敏感になり気も立っているだろう。

　せっかく眠っているところを起こすのはかわいそうなので、慎重に子ども部屋を開けた。

　ドアから覗くと、ベビーベッドの上で静かに眠る奏太と、その傍らに座り奏太の寝顔を見つめている響一さんの姿があり……ホッとするというよりも、感動する。

　きっと、こうしてふたりの姿を見るたびに、しばらくはずっと幸せを感じ言葉が出なくなるのだと思う。それほどまでに望んでやまなかった光景だ。

　部屋の中は、プラネタリウムみたいに星が映し出され、それらがゆっくりと動いていた。

　大人が聞いていても眠たくなるようなＢＧＭがかすかに聞こえる。

　私に気づいた響一さんが立ち上がり、奏太に微笑みを向けてからリビングに出てくる。

　そして、静かに子ども部屋のドアを閉めた。

「おかえり。お疲れ様」

「あ、はい。あの……」

「スピーカーの子機を奏太のベッドに置いてある。物音がすれば、こっちの親機で聞き取れるから」

　子ども部屋のドアをしっかり閉めたら、奏太がぐずって起きたときに気づけないかもしれないと、私が不安な顔をしたことに気付いたんだろう。

　安心させるように言われ、ホッとして笑顔を向ける。

「スピーカー、便利ですよね。今までは同じ部屋で寝起きしてたから必要なかったけど、周りのママたちから評判は聞いてました。こんなものまで準備してくれてたんですね。ありがとうございます」

　一体どれだけシミュレーションしてここまでいろいろ揃えてくれたのかと思うと感心するばかりだ。

　私は実際に生活してみてから、これが足りないあれが足りないと騒いでいたのに、響一さんは経験もしていないのに必要なものがわかっている。

　すごいな、と思っていると微笑まれる。

「千紗と奏太が俺のそばがどこよりも心地いいって思ってくれるように結構調べたから」

　響一さんの話によると、奏太はお利口さんに過ごせたという。

　離乳食も嫌がらず食べたし、おむつ替えもミルクも問題なく終え、あとはひたすらひとり遊びに付き合っていたら次第に眠そうな目になり寝たという。

「ここまで手がかからないと逆に心配になるくらいだった」と響一さんは不安そうにしていたけれど、それはきっと、響一さんがいたからだと思う。不思議なもので、奏太は初めて会ったときから響一さんに懐いているから。

　自分だけを気にかけてくれる人がそばにいるのは、きっと子どもだって安心するに決まっている。

『お子さんとふたり暮らしかー。じゃあ、お母さんの不安が伝わっちゃってるんだろうね』

　いつか保健師さんに言われたときにはショックを受けたけれど……あれは、今思えばその通りだったんだろう。

　私の心が安定したから、奏太も安心できたのかもしれない。

　夜泣きが激しかったりしたのが、私の不安が本当に伝わってしまった結果だったのなら奏太に申し訳ないことをしたな……と考えていると、響一さんが私が肩にかけていたバッグを持ってくれる。

「荷物、ソファに置いておくよ」

「あ、すみません。あの、タクシーもありがとうございました。こんな軽いバッグひとつで出かけたのなんて久しぶりで、逆に落ち着かなかったです」

　いつもは大きなマザーズバッグを持ち歩いている上、奏太も抱いているので、今日はスカスカでなんだかおかしな気分だったと笑う。

「奏太がいくらかわいくても息が詰まることはあるだろうし、これからは、千紗が息抜きにひとりで出かける時間も作ろう。……とは思うけど、千紗ひとりで出歩かせるのは心配だし、俺も奏太連れてついていくかもしれないけどね」

「でも、私もそのほうが安心できます。今日、響一さんと奏太をふたりきりで置いてきたことに、ずっとハラハラしていたので。あ、それで、〝ＹＵＫＡＲＩ〟でのバイトの件なんですけど、これからはランチタイムで――」

　紫乃さんから提案してもらった時間帯と仕事内容を伝えると、響一さんは私が負担に感じたりしないのであれば、と賛成してくれた。

　なんとなくだけど、響一さんは私に家にいてほしいのかもしれないとは思う。

　響一さんが悪いわけではないけれど、今までの私の生活に対して彼が罪悪感を抱いているのは感じるから、一緒に暮らすようになったら楽をさせてあげたいと思っているのも伝わってくる。

　生活自体は響一さんの収入だけでもう十分すぎるくらいだし、私が働く必要は金銭的にはない。

　でも、やっぱりあの場所が好きだし、紫乃さんや麻希ちゃんも好きだから……と話すと、響一さんは「千紗の好きにすればいいよ」とうなずいてくれた。




　そこから交代でお風呂を済ませて、奏太が泣いたのでミルクを飲ませ寝かせたあと寝室に行くと、響一さんは上半身を起こし、タブレットを操作していた。

　仕事関係かな、と思いながらも隣に座った私に気づいた響一さんが、手を伸ばし私の頭を撫でてきた。

　大きな手に触れられるのが気持ちいい。

「響一さん、こんな時間まで普通に起きてるんですか？」

　もう二時だ。

　付き合っている頃は十二時頃にはベッドに入っていたのに……と思い聞く。

「いや、普段はもう少し早いよ。でも今日はいろいろあったせいか、まだ目が冴えてるけどね」

　タブレットをサイドテーブルに置いた響一さんが「千紗は？」と聞きながら、私の耳の辺りに触れる。

　伝わってくる体温が熱くて、ドキドキした。

「私は、今まではこのくらいに寝てましたけど、これからは十二時前には寝て、朝はちゃんと響一さんを見送りたいなって思ってます」

　そう答えると、響一さんは「そうじゃなくて」と笑う。

　でも、次の瞬間には色気をたぶんに含んだ眼差しで「もう眠い？」と聞いてくるので、そのギャップに胸が跳ねた。

　するのかな、とは思っていた。

　再び気持ちを通じ合わせられたんだし、もともとは恋人同士だったのだからそれが自然な流れだとも思う。

　けれど、本当に久しぶりすぎて異常なほど緊張していた。

「眠くは、ないです」

「じゃあ、抱いてもいい？」

　直球で聞かれ、目が泳ぐ。

　私がうろたえている間も、響一さんの手が耳周りや首筋を撫でるので、どんどんと身体が熱くなっていくのを感じていた。

「えっと……」

「産後の体調について調べたら、身体の調子とかは個人差があるってことだったから、無理に進める気はないよ。人によってはパートナーに触れられることにすら抵抗を感じるようになるなんて怖いことも書いてあった。だから、そういうのを含めて千紗が嫌じゃなければ」

　そういえば、そんな意見もたしかに聞く。

　でも、私は……この手が嫌だなんて思えない。それどころか、ずっと触れたいと思っていたのだから。

　私の頬に触れていた手を、上から包むように握り、響一さんを見た。

「嫌じゃ、ないです。ママになったのに、はしたないのかもしれないですけど……響一さんに触ってほしいし、触りたい」

　ホッとしたような顔をした響一さんが、ゆっくりと近づき、唇が重なる。

　触れるだけのキスが何度も繰り返されたあと、催促するように舌で唇を舐められるので、ドキドキしながらも口を開く。

　焦らすようにじっくりと合わさった舌に、背中をぞくぞくとした感覚が駆け抜けた。

「ん……」

　緊張もするけれど、どこかで心地よくも思うのは、きっと散々響一さんと繰り返したキスだからだ。

　また、響一さんとこうしてキスできていると思うだけで、幸せで泣きそうになる。

　もっと、と思い、響一さんの首に腕を回す。

　けれど、すぐに押し倒され、主導権は一瞬で響一さんに奪われた。

「今日は俺が触るから、千紗は大人しくしてて」

　至近距離から艶のある笑みで言われる。

「なんで……」

「この一ヵ月……いや、海外に行っていたのも含めれば一年二ヵ月ずっとこうして触れたかった。だから、思う存分俺に触らせて」

　そんなの私だって同じだ。

　でも、反論は強引なキスで塞がれ声にならないまま押し戻される。

　キスしながらも響一さんの手が私の着ているパジャマを脱がせ、下着のホックを外す。

　背中から戻ってきた手がわき腹のあたりから私の形を確認するみたいに丁寧に肌の上を撫でていく。

　それはじれったいほどで、ようやく胸に触れられたときにはおおげさに身体が跳ねてしまい、恥ずかしくなる。

　口元を手の甲で覆った私を見て、響一さんが目を細めた。

「かわいい」

「ん……っ」

　胸の先を親指の腹ですりすりと撫でられ声がもれる。

　もう片方を舌で舐められるとぞわっとした快感が生まれ、腰のあたりに溜まっていった。

「あ……」

　わき腹やおへそに唇を寄せられ、強めに吸われる。

　そういえば、響一さんは跡をつけるのが好きだったな、と思ったけれど、そんなのは追ってきた快感にすぐに覆われ消されていく。

　すべて脱がされた身体に触れる指先や舌が気持ちよくて、声を抑えるのに必死だった。

「んぅ……んっ」

　堪らなくなり、足の間に顔を埋める響一さんの髪を掴む。

　過ぎる快感がつらくてもう嫌だと頭をぐいぐい押すのに、許してもらえなくて涙がこぼれた。

　それどこか浮いた腰に腕を回され、動きを封じられる。

「あ、や……っ、んんっ」

　限界を超えて跳ねた腰を響一さんが捕まえて支えてくれている間も、快感が逃がせなくて呼吸が整わない。

　やっと身体から力が抜けてきたところで入ってきた指に、身体がビクンと反応した。

「千紗、痛くない？」

　ゆっくりと丁寧に動かしながら聞いてくるのは、私の身体を気遣ってだろう。

　妊娠出産を経た身体だから心配してくれてのことだというのはわかっていても、意地悪に思えてしまう。

　だって、私の反応を見れば痛がっているのか気持ちがいいのか、そんなの響一さんにはすぐにわかるはずだ。

「ん……っ、ん」

　それでも答えない限りはどこまでもこの行為が続く気がして、素直にうなずいたのに、響一さんはそれではダメだとばかりに聞いてくる。

「千紗。ちゃんと教えて」

　これも、私のためだ。私の……ためなんだろうけれど。

　至近距離からじっと見つめてくる瞳に恥ずかしさがキャパオーバーとなり、涙がこみ上げた。

「千紗？」

「ん……っ、気持ち、いい、です」

　こんなの、最中じゃなかったら怒っているところだし、終わったあとで絶対に言ってやろうとすでに心に決めてすらいたのに。

「よかった」

　響一さんが、極上の微笑みでそんなことを言うから、決心がぐずぐずに溶かされる。

　完全に私の負けだった。

　愛しそうに目を細めた響一さんが、唇を合わせてくる。

　与えられる快感が怖くて、響一さんのキスが気持ちよくて、ただ夢中になっているうちに指以外のものがあてがわれ――。

「千紗……っ」と、切羽詰まった声で呼ばれる名前が大好きだったこと、壊れるほど強く抱き締める腕にどうしようもない幸せを感じていたこと、これでもかというほどの愛情をぶつけられ、戸惑いながらもずっと嬉しく思っていたこと……そういうもの全部を思い出した。

　愛しくて堪らないこの人と、抱き合える幸せを思い出した。




「本当にお色直し二度されないんですか？　こちらのカラードレスもとてもお似合いでしたし、六月でしたらちょうど新作のドレスも入ってきます。そちらもおすすめですよ」

　ブライダルコーディネーターの真さな田ださんの言葉に、どう断ろうかと苦笑いを浮かべる私に反して、響一さんは「新作ですか？」と興味を示す。

　放っておいたら、「やっぱりお色直し増やそうか」とすすめてきそうなので、その前に口を開いた。

「挙式メインで、あとは簡単な立食パーティーですから。全部含め三時間ですし、申し訳ないですがお色直しはこれ以上必要ありません」

　きっぱりと断ると、ようやく真田さんも諦めてくれたようでホッとする。

　今日は、二ヵ月後に控えた私たちの結婚式の打ち合わせに来ている。

　私は必要ないと言ったのだけれど、響一さんの強い希望により、挙式だけ行うということになったのが四月の一週目。

　そして、それを社長に報告したところ、一応、お世話になっている役員や社員にくらいはお披露目したほうがいいんじゃないかという話になり、あれよあれよと話が大きくなってしまい、一時間半程度の立食パーティーを開くことになったのが四月の二週目。

　だったら、一度お色直ししたほうがいいと響一さんと真田さんに強く言われうなずいたのがその翌日。

　最初、響一さんは家族三人で写真を撮るだけでもいいなんて言っていたのに、いつの間にか話が大きくなっていてクラクラする。

　けれど、紫乃さんや麻希ちゃん、それに総務部でお世話になった神田部長や先輩の宮前さん、そして定岡さんを招けることはよかったと思う。

　響一さんが選んだのはとても有名な式場で、通常だったら半年以上先の予約しか取れないような場所だ。

　なのに、どうして二ヵ月前に予約が取れたのかは不思議でしかなく、もちろん聞いたのだけれど、響一さんは「運がよかっただけだよ」と答えた。

　おそらく違う力が働いたんだろうとは思うものの、決まった以上、追及するのはやめた。

　ちなみに、打ち合わせの日は奏太は紫乃さんと麻希ちゃんが預かってくれている。

「千紗」

　式場での打ち合わせの帰り道、ふたりで歩いていると名前を呼ばれたので響一さんの横顔を見上げる。

　その向こうには春の優しくぼやけた空が見えた。

「本当にご両親は招待しなくていいの？」

　気を遣われ、苦笑いを返した。

「はい。向こうもそれぞれ家庭がありますし。今後もしも向こうから連絡があったら、結婚したことだけ報告すればそれでいいです。両親の顔を見ても、私、きっと嬉しいとは思えないし、それは向こうも同じだと思うので」

　ひとり暮らしを始めてから、両親が私に宛てた手紙は新しい家族ができたことを知らせる年賀状一通のみ。

　家族なのに、こんな形で自然消滅するのは悲しいことかもしれないけれど、今はもうとくになにも感じていない。

　そういうこともあるのだと受け入れるのみだ。

　それに、私にももう新しい家族ができたし、十分すぎるほど幸せだからそれでいい。十八年間育ててくれただけで十分だと、今は心から思える。

　そう説明すると、響一さんは私の意思を尊重するように微笑み、うなずいた。

「わかった。大丈夫。俺が千紗のことも奏太のことも全部引き受けるから、千紗はなにも不安に思わなくていい。バージンロードは紫乃さんに頼もうか」

「はい。楽しそうです」

　社長が披露宴を、と言いだしたとき、立食形式にしたいと提案したのは響一さんだ。

　きっと、私に親族がいないことを考慮してくれてだろう。

　普通の披露宴の場合、座席表を見ればそれは一目瞭然となる。

　だから、気を遣ってくれたのだというのがわかり、心が温かくなった。

　私がその部分に関して遠慮したり謝ったりするのは響一さんにとっては本望ではないのだろうから、心の中でそっとお礼を言う。

「響一さん、なにもジューンブライドにこだわらなくてもよかったんですよ」

　響一さんが六月にこだわったので、打ち合わせが間に合わず、毎週のように式場に足を運んでいる。

　私はいいにしても、仕事が忙しい響一さんにとっては大変だろう。

　けれど、響一さんはなんでもないような顔で笑った。

「六月の花嫁は幸せになれるっていうジンクスがある以上、そこにこだわりたかったんだ。千紗を誰よりも幸せにしたいから」

「……なんだか意外です。響一さん、そういう迷信とかあまり信じないタイプだと思ってました。いい意味で縛り付けられないというか、自分で運命なんて変えられちゃう人というか」

　神社の二礼二拍手一礼だとかそういうのは無碍にしないけれど、夜小銭を数えていると泥棒がくるだとか、北枕だとか、そういう迷信みたいなものは基本信じないのが響一さんだ。

　私が〝それダメなんですよ〟と注意すれば、〝わかったよ〟とにこりと笑って快くやめるけれど、私が見ていないところでは気にせず続けていそうだと思っている。

　言い伝えなのに〝そんなの信じて、千紗はかわいいな〟くらいにしか思っていない節がある。

　だから、そんな響一さんがジューンブライドだけは信じているなんて意外に思って見ていると、目を細められた。

「ジューンブライドって言葉や事実に縛り付けられるのは俺じゃなくて千紗だよ」

「え？」

「こういう迷信を俺は信じていないけど、千紗は信じてるから。六月の花嫁って言葉はある程度の拘束力になるかと思ったんだ」

　爽やかな顔で、響一さんが続ける。

「迷信があることだし、六月の花嫁になる千紗は俺と幸せにならないとね」

　そう微笑まれ、足を止める。

　たしかに私はそういう類のものは信じるほうだ。

　だから響一さんにも散々注意している。

　夜、口笛を吹いたら蛇がくるとか、夜、新しい靴をおろしてはいけないとか、そのへんのことはなんとなく守っている。

　だからって……と言葉を失った私の前に響一さんが立った。

「俺が帰国してからの一連のことで千紗を責めるつもりはまったくないよ。でも、だからといって全部を綺麗さっぱり忘れたわけでもない。だから、できる限りいろいろなもので俺に縛り付けておきたい」

「なんだか……あまり、平和な言葉には聞こえないんですが」

　むしろ物騒に聞こえる。

　響一さんがにこにこしているから余計に……とドギマギしていると、不意に左手をとられた。

「受け取り方は千紗次第かな」

　ぼんやりと見ている先で、響一さんが私の左手の薬指に指輪をはめる。

　プラチナの冷たい感覚で現実に引き戻されハッとした。

　自分の薬指の上で輝くダイヤに声を失う。

　無意識に目に近づけ確認すると、細かいダイヤが並んだリングの頂に大きな一粒ダイヤが載っている。

　春の柔らかい日差しにキラキラと輝くそれがあまりに綺麗で言葉が出てこない。

　微笑んだ響一さんに「気に入った？」と聞かれたけれど、すぐには答えられなかった。

「気に入りました……すごく綺麗ですね」

　それでもなんとか声を絞り出すと、響一さんが私の手をとり指輪を眺める。

「うん。思った通り、よく似合ってる」

　似合っているかどうかはよくわからないものの、響一さんが嬉しそうにしているのでそれでいいかと笑顔を返す。

　結婚指輪は今度見に行く約束をしていたけれど、婚約指輪については話が出なかったし、私もとくに欲しいとも思わなかったから話題に挙げなかった。でも……こうしてプレゼントされるとやっぱり嬉しくて、口角が上がるのが止められない。

　綺麗で嬉しくて、一日中でも眺めていられそうだった。

「ありがとうございます。大事にします」

　見上げてお礼を言った私に、響一さんが目を細める。

「さて。帰ったら招待客のリストを確認して提出しないと。堅苦しい式にはしたくないから仕事関係は気が知れた相手だけでいいけど、社内の人間だとか友人関係はできるだけ多く呼んで祝福してもらおうか。あの式場の最大人数は一六〇だったから、オーバーしないように気をつけないと」

「え」

　尋常じゃない数字が聞こえた気がして耳を疑う。

　一六〇なんて、一般的な式で呼ぶ人数だろうか……。

　立食だから、招待客に新郎側だとか新婦側だとかは関係ないし、人数を揃える必要はない。

　知り合いも少ない上、親族も呼ばない私と、大企業の副社長を務め顔の広い響一さんとでは人数に開きがでるのは当然だと思っていたものの、そんなに……？

　驚いている私に、響一さんが微笑む。

「証人は多いほうがいいからね」

　そのひとことで、空気が指輪をもらう前のものに戻った気がした。

『俺が帰国してからの一連のことで千紗を責めるつもりはまったくないよ。でも、だからといって全部を綺麗さっぱり忘れたわけでもない。だから、できる限りいろいろなもので俺に縛り付けておきたい』

　響一さんはさっきそう言っていた。

　たしかに逆の立場なら、私もちょっとしたトラウマになるかもしれないとは思う。

　理由があったにしても、出産を内緒にされて一方的に別れを切りだされたらショックを受け落ち込む。

　だって、そんなのあまりに勝手だし、きっと、しばらくは立ち直れない自信がある。

　響一さんは、まず可能性としてありえないと思いその場で身辺調査の依頼をしたと話してはいたけれど、動揺もしたしショックだって受けたはずだ。

　……つまり。

「……あの、やっぱりまだ怒ってますか？　だから、縛るとか証人だとか発言が過激なんですよね？」

　実はそういうことじゃないんだろうか。

　恐る恐る聞いた私に、響一さんが楽しそうに笑う。

「違うよ。こういうのは、愛してるって言うんだ」

　私の薬指には、大きなダイヤの指輪がはまっているっていうのに、それがかすむほどの笑顔で言う響一さんに目が奪われる。

　私を愛しそうに見つめる眼差しに、そういえば、社長も奥様を何年もかけて口説き落としたという話だったことを思い出した。

　これが国峰家男子の伝統的な愛し方なのだとしたら、少し異常だとも思うけれど……。

「だったら問題ないですね。私も愛してるので」

　見上げて笑うと、響一さんがまいったとでも聞こえてきそうな顔で言う。

「俺の奥さんは頼もしいな」

「はい。頼りにしてください」

　即答したからか、響一さんがやや驚いた顔をするので、その手を握った。

「響一さんが頼ってくれたり、幸せだって言ってくれるたびに、きっと自信になって少しずつ〝国峰響一〟の妻になっていけるのだと思うので」

　社長に言った通り、今の私ではまだ不十分なのだと思う。

　響一さんと社長が認めてくれたからといって、それでいい話ではない。

　私を迎え入れてくれたのだから、響一さんや社長が周りに紹介しても恥ずかしくない女性でいたい。

　だからガンガン頼ってほしいと伝えた私に、響一さんは微笑んだ。

「うん。ありがとう」

「私も、響一さんにこれからはちゃんとなんでも相談します。それで……」

「俺を〝国峰千紗〟の夫に育ててくれる？」

　嬉しそうな眼差しでそんなことを聞いてくる響一さんに思わず笑ってしまう。

　私は育ててもらいたいにしても、響一さんのほうはもう仕上がっている気もするけれど、一緒に成長できたらいいと思い、うなずく。

「はい。でもその前に、奏太の立派なパパとママにならないと」

「そうだね。急いで迎えに行こうか。今日の夜には〝じぃじ〟も来るしな。どうせまたすごい量のおもちゃやら絵本を持ってくるんだろうな」

　すっかり孫フィーバーを迎えている社長に、もはや、会社での社長としての顔の威厳や面影はない。

　そこに最初は戸惑ったのだけれど、私にとってはもう、奏太にデレデレしている社長のほうが普通となっていた。

「置き場所を考えないとな」と苦笑いで言う響一さんを笑顔で見上げる。

「幸せな悩みですね」

　しっかりとつながれた手。

　まだ肌に馴染まない指輪の存在が嬉しくて、頬が緩むのが止められなかった。




　奏太と思う存分遊んだ社長を見送り、お風呂を沸かす。

　一緒に住み始めてからは奏太のお風呂は響一さんが担当してくれているのでとても助かっている。

　今まではひとりでやっていたことだから、ふたりで分担するとこんなにもスムーズなのかと最初は感動したものだ。

　奏太を寝かしつけたあと、私もお風呂を済ませ部屋に戻ると、響一さんは今日社長が持ってきてくれたおもちゃやら絵本やらを片付けているところだった。

「必要ないって釘をさしてもこれだから困るよ。完全にジジ馬鹿だな」

　困り顔で笑いながらもどこか嬉しそうな響一さんに、笑顔を返しながら隣に座って整理を手伝う。

　しばらくおもちゃや絵本は買う必要がなさそうだ。

「社長がこんなにかわいがってくれるなんて思ってもみませんでした」

「会社でのイメージがあるしね。でも、もともと子どもは好きだったみたいだから、俺から見るとそこまでの違和感はないかな。親戚の子もかわいがってたしね」

「そうなんですか？」

「母親の身体が弱くなければ、たぶん、子どもももっと欲しかったんだと思うよ。ああ見えて子煩悩だから。俺も小さい頃は兄弟がほしかったけど、事情が事情だったからとくに口に出したりは……ああ、これは一歳過ぎないと難しいかな」

　形を合わせてはめ込むパズルのおもちゃを見ながら言う響一さんの横顔をじっと見つめる。

　響一さんも私もひとりっ子だ。

　うちは両親が不仲だったからだとしても、響一さんは事情が違う。

　身体の弱かったお母様や、社長、そして響一さんの気持ちを思うと切なくなった。

「響一さん。私たちはずっと仲のいい夫婦でいましょうね。それで、また家族を増やしたいです」

　響一さんや社長が今まで持て余していた愛情があるなら、これからは思う存分注いであげてほしい。

　そんな思いから言うと、響一さんは驚いた顔をしてから微笑む。

「もちろん。新しい家族は俺もほしいと思ってる。でも、その前にまだ俺の中では千紗との時間が足りてないから、まずはそこを満たしたい。……もっとも、どれだけ一緒の時間を過ごしてもずっと望み続けるだろうから、千紗もそこは諦めてほしい」

　私の髪を撫でながら甘い眼差しを向ける響一さんに、目を見開いてから苦笑いをもらした。

　諦めなくちゃと思いながらも無理で、望んでやまなかった響一さんから〝諦めて〟と言われたのがなんだかおかしくて……こんなに幸せな〝諦めて〟があるのだと知り、笑みがこぼれた。

「覚悟はできてます」

「たぶん、千紗が思うよりもっとだよ」

「大丈夫です」

　笑顔で言い切った私に、愛しそうに目を細めた響一さんが近づき唇が重なる。

　まだ挙式は先だけど、まるで誓いのキスみたいだと思った。
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　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。このお話は、担当さんからお声がけいただきスタートした作品です。お声がけいただかなければまず挑戦しなかったテーマなので、今回このような機会をいただけたこと、とても感謝しております。ありがとうございます。




　シークレットベビーがテーマでしたので、私自身の出産育児について自然と思い出すことが多く、そのうちに当時のアルバムまで引っ張り出したりと、執筆中はなかなかの脱線ぶりでした。

　私は親目線で見ているので、写真に写る息子はもちろんいつでもかわいいのですが、そんな中で、いったいどんなシーンに私は一番の幸せを感じていただろうと、執筆しながらずっと考えていました。

　細かく言えば書ききれないほどあるのですが、中でもこれかな？と思うのは、息子が誰かにかわいがられているときでした。主人や両親、祖父母といった私にとっての大事な人が息子を愛しそうに見ている。そんな時間が一番幸せでした。

　なので、物語の中で、響一が奏太に向けるまなざしは、そんな時間を思い出しながらの執筆となりました。

　編集作業中、担当さんが「千紗には幸せになってほしい」と言ってくださったのですが、無事結婚生活をスタートさせて一番幸せを感じているのは響一だろうなと思います。千紗と奏太に惜しみない愛情を注ぎ続け……そんな両親を見て育った奏太は、案外クールな女の子に惹かれたりするのかなと思ったりしています。




　今回この物語を書けたこと、とても幸せに感じております。文庫化にあたりご協力くださったスターツ出版様、担当編集の丸井様、柔らかく雰囲気溢れる表紙を描いてくださったさばるどろ様。そしてなにより、普段から応援してくださっている読者様。この本を手に取ってくださった皆様。この作品に携わってくださったすべての方に感謝しております。

　ありがとうございました。
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